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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　蠍さそりの毒







　銀河を統すべる人類最大の帝てい国こくであるマガザン帝国の中心、帝てい星せいブックス。

　その北半球には広大な都市建造物があった。

　衛星軌き道どうから見ると、大陸に大きな星形のバッジを張りつけたように見えるその都市建造物の中心部の上には、白く輝かがやく反物質スクリーンが張られていた。

　いかなる攻こう撃げきも無力化すると言われているその巨きよ大だいなスクリーンの真下に、マガザン帝国の王宮があった。




　王宮は夜の帳とばりに包まれていた。

　執しつ務む室の中で、様々な報告を受けていたアリクレストは、報告が一段落したのを見計らって、すっと右手を挙げた。

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、執務室のドアが開いた。

　ドアの向こうには年若い女性が立っていた。

　長い黒くろ髪かみのその女性は小さく一礼してアリクレストの言葉を待った。

「今日は、これくらいにしておこう」

「かしこまりました。では残りの決済はオリアスに任せるということでよろしいですね」

「今日の案件はそれほどたいしたものではない。オリアスに任せても問題はないだろう」

　アリクレストは、ちょっと眉まゆを上げて付け足した。

「それと……」

「何でございましょう？」

「例の件はどうなっている？」

　側近秘書らしいその女性が、ちらっとアリクレストを見たあとで、手のひらに隠かくしてあった何かを操作すると、執務室の机の周りに薄うす紫むらさきがかった透とう明めいな幕が下りた。

　秘書は執務机のモニターに出ている秘ひ匿とく係数の表示に目を走らせてから静かに言った。

「ディア家の動き……で、ございますね」

　アリクレストは無言でうなずいた。

「今は皇位を退いたとはいえ、先の皇帝だったわけですから、それなりの力は持っていますが、手足がおりません。あまり気にすることもないと思われます……ただ……」

「何だ？」

　秘書は上うわ目め遣づかいにアリクレストを見て言った。

「トゥナイツ家の令れい嬢じようが、たびたび出入りしてるようでございます」

「エリスか……」

「ご安心ください、わたくしの手の者が話の内容を一言一句報告して来ておりますが、他愛もない思い出話をしているだけで、これといった話は出ておりません」

　アリクレストは表情も変えずに言った。

「どちらにいる？」

「両方の家に……」

「矛む盾じゆんは？」

「ございません」

　アリクレストの表情が少し和やわらいだ。

「そうか……」

「今後もディア家の動きについては……」

「当然だ」

　秘書は一礼すると、再び手の中にあった何かを操作した。

　薄紫がかった透明の幕がすっと上がるのと同時にアリクレストは、普ふ通つうの口調で訊きいた。

「この後の予定は？」

「特にございません」

「そうか、では私は本日王宮に泊とまるつもりだ。関係各局にその旨むね伝えておいてほしい」

　側近秘書の女性の表情が少し変わった。

　心なしか上気したような表情になったその女性は一礼した。

「かしこまりました」




　本来、マガザン帝国において帝国皇帝は、王宮に住むものとされていたが、何代か前の皇帝が王宮に住むのを嫌いやがり、帝都の中にある自分の居宅から通うようになってから、王宮とは皇帝の仕事場という要素が強くなった。

　特に先代の皇帝は家族の住む居宅を離はなれようとはせず、王宮を完全に仕事場として使い、ほとんど王宮に泊まりこむことはなかった。

　王室内務局から、何度となく皇帝の安全保障上の理由から、王宮内での生活を要よう請せいされていたが、アリクレストはそれを断り続けていた。

　王宮で生活する場合、皇帝には何人もの侍じ従じゆうが付き従い、その一挙手一投足に至るまで甲か斐い甲が斐いしく世話をすることが当然とされていた。

　マルス家という名門の一家に生まれたとはいえ、若いアリクレストにとって、そういった『王としての生活』は、わずらわしいものと感じられたのだろう。

　王宮の中にある皇こう帝ていの居室の数は数十室に及および、寝しん室しつにあっても極きわめて豪ごう華かなものだった。しかしアリクレストが、その豪華な寝室を使うことはなかった。

　彼が王宮に泊まりこむときは王宮内の寝室ではなく、執務室に併へい設せつされているいわゆる仮か眠みん用の寝室を使用するのが常だった。

　仮眠用といっても、その設備の豪華さと広さは、いわゆる超ちよう一いち流りゆうホテルのスイートルームの数倍の規模を持っているのだが、本来の皇帝としての立場から考えればそれは質素の極みと言っても過言ではない。




　ベッドの中で頭の上に腕うでを組んで天てん井じようを見上げていたアリクレストが、ぽつりと言った。

「ジェメイ伯父おじには……このことも報告しているのか？」

　アリクレストの横に寝ねていたアテナは静かに言った。

「陛下のことはすべて知られております、私の報告と食い違ちがえば私が疑われます」

「皇帝にプライバシーはない……朝夕の排はい泄せつ物ぶつまでこと細かに分ぶん析せきにかけられる存在であることはわかっているが、頭で理解することと感情が納なつ得とくすることは別だ。だが、見張られるなら知った人間に見張られていたほうが気が休まる。それがお前ならなおさらだ」

「あれから……十年でございますね」

　アリクレストは手をアテナの頭に伸のばして髪かみに触ふれた。

「覚えている。私は十三歳だったな……」




　十年前のその日、アリクレストは同じマルス家の一族の家に遊びに行っていた。

　その日は、アリクレストの従兄弟いとこに当たるその家の息子の十六歳の誕生日だった。

　その従兄弟が、下品な笑いを浮うかべてアリクレストのところにやってきたのは、パーティが終った後だった。

「よう、アリクレスト、お前いくつになった？」

「十三歳です」

　従兄弟は、ちょっと考えたような顔をした後で、にやっと笑った。

「ちょっと早いかもしれないが、十三歳にもなれば大人の仲間入りだな。これから俺の部屋に来いよ、面おも白しろいものを見せてやる」

　アリクレストは、その息子の後についていった。

　部屋のドアを開けると、そこにはパーティに出席していたアリクレストと同じ門もん閥ばつ貴族の息子むすこたちがソファにふんぞり返っていた。

　酒と葉巻の入り混じった異様な匂においが充じゆう満まんするその部屋の奥には、一人の女の子が立っていた。

　小間使いの服を着た、まだ子供のような年ねん齢れいのその女の子は、目に恐きよう怖ふの色を浮かべていた。

　その子を見たアリクレストは驚おどろいた。

　その子の首には犬につけるのと同じ首輪がつけられ、そこから伸びた鎖くさりが、横にあるサイドボードの扉とびらの取っ手にくくりつけられていたのだ。

　アリクレストと、その従兄弟の顔を見た門閥貴族の若者たちは歓かん声せいをあげた。

　従兄弟は、首につけていた蝶ちようネクタイを緩ゆるめると、部屋の奥に行って、女の子の脇わきに立って言った。

「諸君、長らくお待たせした。パーティの余興を始めるぞ」

　門閥貴族の息子どもは、再び歓声をあげた。

　従兄弟は小間使いの女の子の首輪についた鎖をぐい、と引いた。

　女の子がよろよろと従兄弟に倒たおれ掛かかった。

　その細い肩かたを抱だいて従兄弟が言った。

「今日の商品はこれだ！　先週債さい務むのカタに我が家に来た新人の小間使い！　年齢は十四歳、まだ新品だぜ」

　門閥貴族の息子どもから下品な笑い声とヤジが飛んだ。

「ホントかよ、お前試ためしたんじゃねえだろうな」

　従兄弟は笑った。

「商売物を傷物にするわけがないだろうが……さて、こいつの債務は千四百万クレジットだ。今その債務請せい求きゆう権けんは俺の親父おやじが持っている。だから正確にはこいつの所有権は俺の親父なんだが、まあ親父の財産は息子の俺の財産のようなものだから。俺に処分権があるというわけだ」

　従兄弟はそこで言葉を切ると、部屋の中を見回して言った。

「さあ、生かすも殺すもあんなこともこんなこともやりたい放題の女の子一人、いくらで買う？　最低価格は債権額と同じだ！」

　部屋の中に笑い声が満ちるのと同時に声が飛んだ。

「千四百五十！」

「千五百！」

「千五百三十！」

　従兄弟はいらいらしたように部屋の中を見回し、舌打ちをすると女の子に向かって言った。

「上がり方が小さいな……仕方ねえ、お前、服を脱ぬげ、裸はだかになれば少しは値も上がるだろう」

「許してください……」

　泣きながら小さく首を振ふる女の子の首輪をつかんで従兄弟は言った。

「うるせえな、お前には断る権利はないんだよ！　恨うらむなら借金作って死んだお前の親を恨みな！」

　女の子は助けを求めるような目で部屋の中を見回した。

　その目がアリクレストと合った。

　アリクレストは、思わず声を上げていた。

「僕が買う！」

　部屋の中の門閥貴族の息子どもの視線が集中した。

「誰だれだ、あいつ、まだガキじゃねえか」

「あいつだよ、ほら、本家の息子」

「さすが本家だな、十三歳にして女を買うとはよ」

　周囲の雑音を無視してアリクレストは従兄弟のもとに歩み寄った。

「いくらなんだ？　希望価格を言ってくれ」

　あっけにとられていた従兄弟は小ずるそうな表情になって言った。

「二千だ。言っておくが二千万クレジットだからな」

　アリクレストはうなずいた。

「いいよ、後で君の口座に振りこんでおこう、それでいいね」

「金さえもらえばかまわねえよ」

　従兄弟はそう言うと、アリクレストに鎖を渡わたした。

「さあ、この女はお前のものだ。ままごとでもお医者さんごっこでも好きにしな」

　部屋の中に、嘲ちよう笑しようが渦うず巻まいた。




　女の子を連れて部屋を出たアリクレストは女の子の首についていた首輪を外した。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ……君、名前は？」

　女の子は泣きながら答えた。

「アテナ……アテナ・プリシス」




　ベッドの上でアテナの髪に触れていたアリクレストが、アテナに言った。

「私は……お前を私の家に置いておくことができなかった……そうすれば私は従兄弟と同じ人間になってしまうと思ったからだ……」

　アテナは小さくうなずいた。

「私は、ジェメイ様のお宅にお仕えし、十六のときに養女として迎むかえていただきました」

「ジェメイ・マルスの名前は、帝てい国こく内を自由に動けるパスポートのようなものだからな……密みつ偵ていの元もと締じめには必要だったのだろうな」

「ジェメイ様は、最初からそのおつもりだったのでしょう……私が十八歳のときのジェメイ様からのバースデイプレゼントは、私専用の二人の密偵でございました」

　アリクレストはつぶやいた。

「権けん謀ぼう術じゆつ数すうでジェメイ伯父おじの右に出るものはいない。私など伯父の操あやつり人形のようなものだな」

「操り人形はお嫌いやですか？」

「そうだな……糸が見えないように操ってくれるなら文句は言うまい、と思っているがな」

　そう言って自じ嘲ちようじみた笑いを浮かべたアリクレストの顔を見て、アテナは思った。

　……私にはその糸を切ることなんかできない。でも、アリクレスト様が自分で動けるようにその糸を伸のばすことならできる……。

「アリクレスト様……」

「なんだ？」

「私は……アリクレスト様の味方です」

　アリクレストは、しばらく無言だったが、やがて、小さく笑った。

「密偵の言葉を信じる人間がいるとしたら、そいつは世間から馬ば鹿かにされるだろうな」

　黙だまりこんだアテナの髪かみをなでてアリクレストは続けた。

「その言葉が側近秘書のアテナ・マルスの言葉としてなら信じよう」

「……ありがとうございます」

　アリクレストは、天てん井じようを見上げたままつぶやいた。

「それにしても……あのバルクが敗退することはないと思うが……」

「ネオ・アウトニアの件でございますか？」

「ああ、あれほどまでにてこずるとは思わなかった」

　アテナはしばらく無言だったが、やがて小さな声で言った。

「私に……お任せ願えませんか？」

「お前に？」

「ええ……陛下には軍勢が、そして私には密偵がおります……いかに大軍といえどもそれを指揮するは一人。人間は一人では弱いものでございます」

　アリクレストは少しむっとした表情で答えた。

「私は皇帝として正々堂々と対たい峙じしたいと思っている。帝国臣民は私にそれを望んでいるのではないか？」

「確かにそうでしょう……しかし、たった一人を倒すことで何千という死者を出さずに済むのでしたらそれも選せん択たく肢しの一つではないかと思うのです」

「選択肢の一つか……」

「バルク中将にお任せすることは当然です、しかしそれと並行して進めることも可能でございましょう、選択肢は多いに越こしたことはございません」

　アリクレストはしばらく無言だったが、やがて静かに言った。

「方法は？」

「……英えい雄ゆうヘラクレスは蠍さそりの毒に倒されたそうでございます」

「毒か……無ぶ粋すいだな」

　アテナは小さく笑って言った。

「ご存じなかったのですか？　政治とは無粋の極きわみにあるものですわ」

　アリクレストは手を伸ばすとアテナを抱だき寄せた。

　そして、アテナの首筋に顔を押し当てて、小さな声で、本当に小さな声でささやいた。

「アテナ……私はマイドに勝てると思うか？」

　アテナは一いつ瞬しゆん息を吞のんで、そして優やさしく言った。

「アリクレスト様は……勝ちます……」

　返事はなかった。

　そのかわり、アテナを抱いていた腕うでに力がこもった。

　息が詰つまるくらいに抱きしめられながらアテナは、思った。




　この人にとって私は捨て猫ねこだ……。

　ほんの気まぐれで助けた捨て猫なんだ……。

　でも……かまわない。




　そう……すべては、この人のために。
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　第二章　砂さ漠ばくの水みず瓶がめ







「いらっしゃいませ！」

　店の中に、若い女の子の声が響ひびいた。

　いつもの無人店てん舗ぽのつもりで店に入ってきたイーサは、驚おどろいた。

　殺風景なカウンターの向こうに、この店のユニフォームであるエプロンを身につけた女の子が微笑ほほえんでいた。

「えーと、あの、ここは星野屋だったと思うけど……」

　飛び切りの美人というわけではないが、ちょっとしたモデル並みに整った顔つきの、その女の子は小さく頭を下げた。

「はい、そうですよ、牛ぎゆう丼どんの星野屋です。お客様」

　戸と惑まどいながらカウンター席に腰こし掛かけたイーサは、がらんとした店の中を見回した。

　その店は、工業惑わく星せいインダストリアの首都、トライトウの中心から少し外れた場所にある完全自動化された牛丼屋だった。

　工業惑星の名前のとおり、この惑星には様々な工業製品を生産するプラントが数多く存在していた。

　そのほとんどは省力化された自動生産プラントであったが、生産ラインの変へん更こうや製造する物品の仕様変更などの際には、それなりに人手がかかるために、この惑星には多くのエンジニアが居住していた。しかし、教育や環かん境きようといったインフラが発達していないこのような工業惑星に、家族と共に住む人間は、極きわめて少なかった。

　そのため、工業惑星には、家族のいない独身の若いエンジニアか、単身赴ふ任にんしている管理職だけが住む、という構図が出来上がっていた。

　若い独身のエンジニアたち向けのマンションやコンドミニアムが立ち並び、商店街には、コンビニやファストフード系のレストランが林立するという光景が、工業惑星にあたりまえになっていた。

　今、牛丼の星野屋を訪おとずれたイーサ・レイウッドもまた、この工業惑星に住む若きエンジニアの一人だった。

　この町に作られたファストフード形式のレストランのほとんどが、カウンターに座った客が目の前にあるメニューのボタンを押せば、注文した品物が出てくるという無人店舗で、コストダウンにしのぎを削けずる外食産業にとって、維い持じ管理費が最も安く済む店だった。

　しかし、自動的に出てくる食事を、ただ食べるだけ、というこの種の店の印象は、はっきり言って無味乾かん燥そうそのものだった。それは、よく言えば合理の極みにあり、悪く言えば自動給きゆう餌じ装置にすぎない。

　しかし、研究開発や、システムの設計に熱中することが多い彼らは、食事に時間をかけるという概がい念ねんが薄うすかった。

　彼らは味よりも雰ふん囲い気きよりも、まず手軽で安価であることを求めていたからである。

　イーサは、お茶の入った湯飲みを運んできた女の子に訊きいた。

「注文は君に言えばいいの？」

　女の子は、微笑んだ。

「はい、カウンターのメニューボードで入力していただいても、私に言っていただいても、どちらでも結構ですよ。普ふ通つうの人間の店員さんと同じように考えていただければ結構です」

　イーサは思わず女の子の耳の先を見た。

　そこには、小さな白いセンサーアンテナがついていた。

「そうか……君はバイオノイドなんだ」

「はい、私はＲＱタイプの最終生産型です。接客業務用に作られたタイプではありませんので、なにかとご迷めい惑わくをおかけするかもしれませんが、一生懸けん命めい働きますので、どうかよろしくお願いします」

　バイオノイドとはいえ、美人の女の子に頭を下げられたイーサは、ちょっとどぎまぎして答えた。

「あ、いや、こちらこそ」

「ご注文は何にします？」

　イーサはカウンターにあるメニューボードを見た。

　……バイオノイドを導入しても、値段は、変わらないんだ。

「そうだな、並のツユダクでいいや」

「かしこまりました」

　バイオノイドの女の子は一礼し、厨ちゆう房ぼうに向かって、澄すんだ、よく透る声でオーダーを通した。

「スタンダードボウル、エクストラソース、ワン」

　目を丸くしているイーサに向かって、女の子のバイオノイドは、ちょっと恥はずかしそうに微笑んだ。

「オーダーの言葉を変えようってオーナーが決めたんです、びっくりしましたか？」

「あ、いや、別にかまわないよ。そうか、ツユダクってのはエクストラソースって言うんだ」

　女の子は、上気したような顔つきで微笑んだ。

「無人店舗の雰囲気を変えようと思っているんです、私たち」

「まあ、確かに雰囲気は違ちがうな。たとえバイオノイドでも、話ができる相手がいるってのは、気分がいいよ」

「ありがとうございます」

　バイオノイドの女の子はぴょこん、と頭を下げてから、奥の厨房の方に小走りに走って行って、牛丼の丼どんぶりを持って帰ってきた。

「お待たせしました！　牛丼、並のツユダクです！　ごゆっくりどうぞ」

　食べ終ったイーサから、支し払はらい用のクレジットチップカードを受け取った女の子は、そのチップカードをチェックボックスのスリットに差し込みながら、イーサに訊きいた。

「お客様は、いつもこちらで並みのツユダクをお召めし上がりになりますよね？」

「知っているのかい？」

　女の子は、再び微笑んだ。

「ええ、セキュリティモニターのデータと、売り上げデータをリンクして、常連のお客様の顔を覚えたんです。今度からご注文のときは『いつものヤツ』と、おっしゃっていただければ結構です」

　イーサは笑った。

「なんか、カッコいいな、そういうのって」

　星野屋のドアを開けて夕暮れの街に足を踏ふみ出したイーサは、自分が鼻歌を歌っていることに気がついた。

　さっきまで、なんとなく投げやりになっていた気分が、ちょっと上を向いたような気がした。

　……バイオノイドでも、自己教育型バイオチップを多層構造で使ったものは、人間並みの細やかな動きを出せることは知っていたけど。あんなに生き生きとした表情のバイオノイドは初めて見たな。とても量産型とは思えないや、よほど性格設定をきちんとやっているんだろうな。

　イーサは、さっき自分が出てきた牛丼屋を振ふり返った。

　カウンターで応対していたバイオノイドの女の子とは別の女の子が、店から出てきて、玄げん関かんドアのガラス戸を拭ふきはじめるところだった。

　小こ柄がらなそのバイオノイドの女の子は、耳の先の白いセンサーアンテナを光らせながら、一生懸命窓ガラスを拭いていた。

　必死に背せ伸のびしながら窓を拭いている姿を見たとき、イーサの心の中に、何か温かいものが湧わいてきた。

　なんか……いいよな、一生懸命に働く姿って……たとえ、それがバイオノイドでも。

　イーサは、自分が、あの牛丼屋のことが好きになっていることに気がついていた。

　……明日もまた来ようかな、言ってみたいものな「いつものヤツ」って。

　自分が微笑みを浮うかべていることに、イーサは気づいていなかった。




「初日の売り上げが来ました！」

　モニターの前にかじりついていたメイが声を上げた。

「どうだい？」

　少し離はなれたところにあるコンソールに座っていたマリリンが走り寄ってきてメイの肩かた越ごしにモニターをのぞき込んだ。

「前日比プラス三十％！　すごい数字です！」

「初日でこれだけ行くんだ、まだまだこんなモンじゃないよ」

　マリリンはにやっと笑って見せた。

「モトネタはシザーズクイーンでカワハヤとマイドがやった『やまんば作戦』なんだよね。覚えているだろう？　マイドがあんたのニセモノを作って、目くらましをやったときのこと」

　メイは懐なつかしそうに微笑ほほえんだ。

「ええ、覚えています。追つい跡せきしてくるミリオン傭よう兵へい隊の艦かんから逃にげるために、救命ポッドに私の声をサンプリングしたバイオノイドを乗せてばらまいたんですよね」

「そう、あの戦いはメイ王女を手に入れた方が勝つ、という戦いだったから、ミリオン傭兵隊は全部の救命ポッドを回収しなきゃならなかった……そしてマイドは救命ポッドの中のバイオノイドたちに、ポッドから出たら、スイッチというスイッチ、レバーというレバーを全部動かせ、と命令しやがった……後で聞いたんだけど、バイオノイドにエアロックの開閉レバーを引かれて、死にそうになった連中が結構いたみたいだぜ」

　メイは笑った。

「とんでもない作戦だったんですね」

「ああ、本当にイイ性格じゃないと思いつかないよな……それにしても、中古のバイオドールのマネキンたちを買ってきてプログラムし直して、接客用に使うってアイディアがこんなに当たるとは思わなかったね。誰だれでも考え付くようなことなんだけどさ」

　メイが小さく首を振った。

「アイディア自体は、確かに誰もが考え付くことだと思います。でも、その後のこだわりが違うんだと思うんです」

「こだわり？」

　メイは微笑んだ。

「ええ、マリリンさんとマイド先生が作った、あのバイオドールたちの性格設定プログラムです。防犯カメラの映像と売り上げをリンクして記録し、常連の客かどうか判断するだけなら簡単です。でも、あのバイオノイドたちの性格設定は、プログラムという言葉の概がい念ねんを超こえています。本当の人間と同じ……いえ、人間より健けな気げで純じゆん粋すいかもしれません。人間には何百人というお客さんの顔と好みを覚えることなんかできませんけど、彼女たちにはそれができるんです」

「ふーん、健気で純粋か……あんたが言うんだから間ま違ちがいないね」

「私が……ですか？」

　マリリンは、再びにやりと笑った。

「実を言うとね、あのバイオドールたちにプログラムされた性格設定のモデルは、あんたなんだよ」

　メイは、目を丸くした。

「私ですか？」

「そうさ、今まで黙だまっていて悪かった。実を言うと私とマイドで相談して決めたのさ。私がマイドに言ったんだ。店にいるバイオノイドが、もし、メイと同じような笑え顔がおで迎むかえてくれて、あの健気で一いち途ずな性格のまんま応対してくれたら、客は喜ぶだろうね、ってね」

　マリリンは、そう言った後で、ちょっと真面目まじめな顔をして付け足した。

「普ふ通つうの量産型バイオノイドにプログラムされている性格設定は単純で、声や表情の組み合わせも、たかだか百種類くらいだ。耳の先にセンサーがついていなくたって、人間と違うことはすぐにわかる。でも、そんなレベルじゃ絶対にこの「砂さ漠ばくの水みず瓶がめ計画」は成功しない。実在する人間をモデルにして、その完全なコピーを創つくるぐらいのレベルのプログラミングが必要だったんだ。自分の性格を写し取って勝手に使われたことを聞いて、あんたは嫌いやな気分になるかもしれないね。マイドもずっとそのことを気にしていた。でも、私がやらせたんだ」

　メイは微笑んだ。

「いいえ、嫌な気分なんて、とんでもありません！　許されるなら私が星野屋のユニフォームを着て店に立ちたいくらいなんです。私の代わりにあのバイオノイドたちががんばってくれて、お客さんが喜んで、売り上げが伸のびてくれること。それがこの「砂漠の水瓶計画」の目的であり、私の……いえ、アウトニアの国民全員の願いなんですから」

　マリリンは、メイの肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまく行く。あんたの、その性格の良さがアウトニアを救うんだ」

　メイはいたずらっぽい目をして答えた。

「いいえ、違います。アウトニアはあの方のイイ性格によって救われるんですよ」

　マリリンは笑った。

「違いない、良い性格のあんたとイイ性格のマイドの二人がアウトニアを救うんだな……なんか早口言葉みたいだけど」

　ネオ・アウトニアの中央財務局の一室で、メイとマリリンは笑いあった。




　一週間前、帝てい国こく財務局特別班の強制徴ちよう収しゆう命令によって、マリリンとメイの名義で管理していたアウトニアの全資産は残らず没ぼつ収しゆうされた。しかし、唯ゆい一いつ、チャマー王子の口座に送金してあった資金は、影えい響きようを受けなかった。

　没収された総資産から見れば、二桁けたほど少ない額でしかなかったが、それがアウトニア政府、そしてアウトニア軍が使える唯一の資金だった。

　なぜ、帝国財務局が、この資金を見み逃のがしたのか？　その理由は簡単だった。

　チャマー王子が、新生アウトニアの国王だったからである。

　新生アウトニアの正体は、一ひと握にぎりの官かん僚りようによって運営される名目だけの国家、つまり「ペーパーガバメント」であり、その真の目的は、帝国から交付される莫ばく大だいな補助金を「裏金」にするための受け皿に過ぎなかった。帝国内の様々な組織が使う使し途と不明金、いわゆる「裏金」。それは「組織が使う」のか「組織の幹部が私的に使う」のか、実にあいまいであり、その出所を詮せん索さくされないために、チャマー王子名義の口座が頻ひん繁ぱんに使われていたのだ。

　アリクレスト皇帝直属の帝国財務局特別班には特別な権限が与あたえられていた。しかし、いかに特別班であっても、門もん閥ばつ貴族たちが使う裏金にからんだ口座を没収することはできなかったのだ。

　このことを知ったマリリンたちは、チャマーの口座と、そこに残っていた資金をフルに活用することにした。

　帝国が抱かかえ込んでいる不ふ可か蝕しよくの闇やみの中にある限り、その場所に手を伸ばすことのできる者はいなかったからだ。

　この、アウトニアに残された最後の資金をどう運用するのか、それを任されたマリリンは、ＡＢＣ商会の財務担当電子人格のゼイムズの仲ちゆう介かいで、大手外食産業の星野屋と接せつ触しよくした。




　メイと共に、ＡＢＣ商会のバーチャル会議室で会った星野屋の会長は、柔にゆう和わな顔つきの白はく髪はつの初老の男だった。

　会長は、二人と出会うなり、いきなり深く頭を下げた。

　マリリンとメイはあわてた。

「会長！　お願いに上がったのは、私達のほうです！」

　マリリンの言葉を聞いた会長は、微笑を浮かべて言った。

「いいえ、あなたがたは、我が星野屋の恩人なのです。頭を下げたくらいではとうてい追いつかないほどの……」

　訝いぶかしげな顔をする二人に向かって、星野屋の会長は静かに言った。

「一年前、帝国が神聖ローデスとの決戦に臨のぞんだとき、ありとあらゆる物価が高こう騰とうしたのを覚えていらっしゃいますか？　あのとき、私どもの店も仕入れ値が高騰したために、値上げに踏ふみ切らざるを得ないところまで追い込まれていたのです。私は部下に、八方手を尽つくして安い食肉を探すように命じました。しかし、安い食肉は長期保存されて質が低下したものばかりで、とてもお客様にお出しできるものではありませんでした」

　会長は、その時のことを思い出すように目を伏ふせて続けた。

「ところが、ライバル店はその食肉を使って値上げを回かい避ひする手段に出たのです……様々なスパイスやトッピングを使って劣れつ化かした肉の風味をごまかして……。

　それでも値段より何よりまず安全であること、お客様に安心して食べていただけるもの、それが外食産業の根幹だと信じていた私どもに残された道は値上げしかありませんでした。しかし、安易な値上げは、客離ばなれを引き起こします。一いつ旦たん離れたお客様は、簡単に戻もどってきてはくれないと、ためらっているうちにもコストはぐんぐん上がり利益率は下がり続け、ついに売れば売るほど赤字になってきました……そのときです」

　星野屋の会長は、そこで言葉を切ると目の前にいたゼイムズに手を差し伸べた。

「そこにいらっしゃるゼイムズさんから、上質の食肉を高騰する前の値段で買わないか？　それも、ゆうに半年はまかなえるだけの量を……という話があったのは」

　メイが口に手を当てた。

「あのときの……」

　会長はにっこりと笑った。

「そうです、メイ王女様。あなたが資金運用のために手放した食肉を、ＡＢＣ商会を通じて買い取らせていただいたのは私どもなのです。あのとき、定価で売っていただけた食肉のために、私どもは質を落とすことも、値上げをすることもなくあの苦しい時期を乗り切ることができたのです……おわかりですか？　あなたがたが、私どもの恩人だということが……」

　メイは小さく首を振ふった。

「いえ、恩人だなんて……私は、ただ在庫品の食肉を処分してくれるようにゼイムズさんに頼たのんだだけのことです。ごく普通の商取引を行っただけで、恩に着るようなことではありません」

　星野屋の会長は首を振った。

「すべての物価が高騰し、三倍、いや四倍近い値段をつけても買い注文が来ることがわかっている状じよう況きようにありながら、定価で売る行こう為いを世間では普通の商取引とは言いません、ましてあなたはそのとき、ゼイムズさんにちゃんとした相手に売るように注文をおつけになったそうじゃないですか、その話をゼイムズさんから聞いたとき、私は泣きました。いままで正直に、お客さんのためだけに、それだけを信じて牛ぎゆう丼どんを作り、売り続けてきたことは間ま違ちがいじゃなかった……店がなくなるかどうかという瀬せ戸と際ぎわに差し伸べられたあなたの手を見たとき、私は自分のやってきたことが間違いじゃなかったと信じることができたのです……」

　会長の目に光るものがあった。

「これでもなお……あなたは恩人ではないとおっしゃるのですか？」

　メイは小さくうなずいた。

「わかりました……では、その恩人として、とてもずうずうしいお願いをさせていただけませんか？」

　会長はうなずいた。

「ええ、どうぞ。何でしょうか？　株式の譲じよう渡とですか？　経営権ですか？　お二人を重役待たい遇ぐうでお迎えするぐらいならお安い御ご用ようです」

「いえ……違います。私たちに店てん舗ぽの営業権を譲ゆずっていただけませんでしょうか？」

　会長は、怪け訝げんな顔をした。

「営業権？　店の？」

　メイとマリリンは同時にうなずいた。

「ええ！　できれば、世間より安い相場で譲っていただければ言うことはありません」

「それくらいのことでよろしいのでしたらお安い御用です、こちらで売り上げ優良店舗をピックアップしましょう……」

　マリリンがあわてて言った。

「あ、いや、優良店舗でなくていい。できれば売り上げの悪い最低店からでいいから、なるべくたくさんの店の営業権が欲しいんだ」

　会長はもう一度怪訝な顔をした。

「不良店舗のほとんどは、無人営業店ですが……よろしいのですか？」

　マリリンはにやっと笑った。

「その、無人店舗が欲しいんですよ、私たちは」




　……そう、そして私たちは、星野屋から営業成績の悪い無人営業の店舗千七百五十店の営業権を譲ってもらい、その店にリサイクルショップから購こう入にゆうした中古のバイオノイドのマネキンに、性格設定を再プログラムし直して無人営業店舗に配置するという計画……つまり「砂さ漠ばくの水みず瓶がめ計画」をスタートさせた……。

　マリリンは満足げな微び笑しようを浮うかべて、初日の売り上げを表示しているモニターを見た。

「外食産業の利点は、とにかく日ひ銭ぜにが入るってことだね。この資金をどんどん回して倍々ゲームで増やしていくからね、いい？　メイ、本当の勝負はこれからだよ！」

「はい！」

　真しん剣けんな目でうなずいたあとで、メイはふっと笑った。

「それにしても『砂漠のオアシス計画』じゃなくて『砂漠の水瓶』というのが、ささやかでいいですよね」

「砂漠みたいな無味乾かん燥そうな無人営業店舗ばかりの場所に、ちょっとした潤うるおいを与えよう、って意味でそう名づけたのさ。オアシスと言うにはおこがましい、せいぜい水瓶ってところ……てな意味もあるけどね」

　メイはちょっと目を見開いた後でいたずらっぽく笑った。

「あら、そうだったんですか？　私はてっきり砂漠の真ん中で水瓶を持っていれば、中の水はいくらでも高く売れる、という意味だと思ってました」

　マリリンは見るからに悪徳商人のような笑みを浮かべて答えた。

「……よくわかったね」

「えっ、本当だったんですか？」

　マリリンは軽くメイをにらんだ。

「あんた、私のことを骨の髄ずいまで守しゆ銭せん奴どだと思ってるだろ……まあいいさ、私たちは今その守銭奴になることを求められているんだから」

　メイは無言でうなずくと、モニターに向き直って、明日の仕入れ状況表を呼び出した。

「明日は今日の四十％増しで仕入れます」

「いや、五十％増しだ。強気でがんがん行くんだ！　水瓶の中の水を力いっぱい売りつけてやろうじゃないか」

「はい、わかりました！」

　コンソールのキーを叩たたくメイの背中に向かってマリリンは付け足した。

「資金のメドがついたら、すぐにマイドに知らせなきゃね」

　メイがふっと微笑ほほえんだのが、背中からでもわかった。

「はい、がんばります！　一日でも早くあの人が自由に使える資金ができるように……」

　仕入れ値と売り上げの差、つまり粗あら利り益えきの額を確かく認にんしながらマリリンは考えた。

　……このままなら、あと一週間もしないうちに純利益が出そうだね。




　結果から言うならば、このときのマリリンの予想は大きく外れていた。

　完全な収益。つまり純利益が計上されるのに三日とかからなかったのだ。

　星野屋の無人営業店舗が設けられている一角には、同じようなファストフードの無人営業店舗が並んでいることが多かった。

　ライバル店がコストダウンを考えた無人店舗を開設するなら、それに対たい抗こうして他の店も無人営業の店を出す。これは、コストダウンにしのぎを削けずる外食産業においては当然のことだったからだ。

　店の外見は華はなやかでも、店舗の中はがらんとした無人店舗が立ち並ぶその一角は、確かに砂漠のようなものだった。

　マリリンは、そこに水瓶を持ち込んだのだ。

　バイオノイドの女の子が微笑みとともに差し出す一いつ杯ぱいの水が、砂漠の中で、どれほどの価値があるのか、マリリンは読み違ちがえていた。




　店は混雑していた。

　イーサは、ちょっと驚おどろいたように星野屋の店舗のまわりを見回した。

　あたりに並んでいる同じような無人店舗にはほとんど客の姿はなく、目の前にある星野屋だけが混雑しているのだ。

　イーサが星野屋に来るようになって今日で三日。

　来るたびに客が増えているな……。

　客であふれている星野屋の店内にイーサが足を踏ふみ入れるのと同時に、カウンターに立っていた女の子と目が合った。

　その女の子は顔いっぱいの笑え顔がおを浮かべて頭をぴょこん、と下げると明るい声を張り上げた。

「いらっしゃいませ！　星野屋にようこそ！」

　イーサは、空いていたカウンター席に座ると、一言だけ言った。

「いつものヤツ」

　カウンターで注文を受けていた女の子は、にこっと笑ってもう一度ぴょこんと頭を下げた。

「いつもいつもありがとうございます！　今日はお味み噌そ汁しるをサービスさせていただきます」

　イーサは、ちょっと驚いたように目を開いた。

「サービス？」

　女の子は、ちょっと心配そうな顔になった。

「あの……もしかしたらお味噌汁はお嫌きらいですか？」

「あ、いや、そんなことはないけど」

「よかった、大事なお客さんの好みはちゃんと覚えておきたいんですよね、何がお嫌いで何がお好みなのか……」

　ほっとしたような顔になって笑顔を浮かべ、女の子は厨ちゆう房ぼうに向かって澄すんだ声でオーダーを通した。

「スタンダードボウル、エクストラソース、ワン！」

　そして、ちょっとはにかんだように微笑むと、厨房の方に小走りで去って行った。

　カウンターに置かれたお茶を一口飲んだ後で、イーサは小声でつぶやいた。

「大事なお客さん……か」

　そして、照れたような笑いを浮かべて、イーサはもう一口お茶を飲んだ。
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「マリリン姉あね御ごから資金が送られて来たって？」

　ケルプワイン海かい賊ぞく団の旗き艦かんゴッドフェニックスのブリッジにある中央指揮室のドアが開くのと同時に、ケルプが飛び込んできた。

「ああ、ささやかだけど、自由に使える資金だ」

　マイドが座っていたメインコンソールのモニター画面を肩かた越ごしにのぞき込んだケルプの目が、モニターに映る数字を数えた。

　目で、もう一度数字を追ってから、ケルプは大きくため息をついた。

「これだけか……」

　マイドは肩をすくめた。

「仕方ないさ、ほとんどゼロの状態から資金をふやしているんだから……と、言っても正直少ないな。維い持じ管理費で飛んじゃう額だ」

「人が増えたからなあ」

「そういえば、今日もまた義勇軍志願者が来たんだって？」

　ケルプはにやっと笑った。

「今日はアクトレス星系から千四百人だ。いずれもアクトレス星系軍の元軍人で、旧式の軽巡じゆん航こう艦かん六隻せきに分乗してやってきた」

「補給艦は連れて来ているかい？」

　ケルプは首を振ふった。

「アウトニアの周辺の通常空間に転移するポイントには、帝てい国こくの封ふう鎖さ艦隊ががっちり網あみを張っている。地方諸しよ侯こう軍がいた頃ころの体制とは段だん違ちがいだ。アクトレスの連中は武装と装そう甲こうを外して高速化した軽巡航艦に乗って、通常空間に転移するのと同時に最大加速をかけて、やっとのことで封鎖艦隊を振り切ってやってきたそうだ。鈍どん足そくの補給艦を連れてくるのはまず無理な相談だろうな」

「そうか……」

　マイドは考え込んだ。

「アウトニアの戦いに賛同した人たちが義勇軍として、今、ぞくぞくと、このネオ・アウトニアにやって来てくれている……それはありがたいことだ。戦う術すべを知らないアウトニアの人々や、戦せん闘とう経験の少ないアウトニア軍の軍人に比べれば、義勇軍の人たちの経験値と能力の高さは何物にも換かえがたいからね……」

「でも、戦う船がない、というわけか……。俺のところの海賊団も、サーモニアに常じよう駐ちゆうしている艦隊は動かせない。帝国の監かん視しが一層厳しくなったらしい」

「自由になるのは、お前の指揮下にあった艦隊と、ミリオン傭よう兵へい隊だけってわけか」

　ケルプはうなずいた。

「あと三日もすれば集まってくると思うんだが、その船にこれ以上兵を乗せるわけにはいかないぞ」

「それはわかってる、僕たちに必要なのは人が乗っていない船なんだ……あるところにはあるんだけどな」

　ケルプはうなずいた。

「確かにな、帝国正規軍の正面装備並みの最新式兵器にこだわらなけりゃ、帝国の兵器市場に安い中古兵器がゴロゴロしている。俺たちみたいな警備保障会社や傭兵隊は、そういった兵器を購こう入にゆうしてカスタマイズして使っているわけだしな」

　指揮官用のシートの背もたれに、身体からだを預けたマイドは、右手を伸のばしてモニタースクリーンを指差した。

　そこには、流線型の宇宙船や、大地を疾しつ走そうする平べったい甲かぶと虫むしのようなフォルムを持った車両、そして、小こ脇わきに抱かかえたパルスレーザーバルカンを斉せい射しやする機動服の映像などとともにそれらの価格が映し出されていた。

　それは中古兵器市場の宣伝映像だった。

「確かに、これを見ていると、およそ兵器と名がつくもので手に入らないものはないみたいだな。僕たちが士官学校時代に現げん役えき装備だったものが、いくつも払はらい下げられているんでびっくりしたよ」

「問題は、その有り余っているはずの兵器ですら、俺たちには手が届かないということだ」

　マイドは背中越しにモニターをのぞき込んでいたケルプに振り向いた。

「ということは……ダメだったのか？」

「ああ、ケルプワイン海賊団と、ミリオン傭兵隊のつてを使って、中古屋を片かたっ端ぱしから当たってみたんだが、手形だけで売ってくれるようなところは一つもなかった。やっぱり資産没ぼつ収しゆうが効いているんだろうな」

　マイドはメインモニターに目を落として、顔の前で組んでいた手の親指のつめを嚙かんだ。

「アレフが資金提供を申し出てくれているんだが、これ以上ＡＢＣ商会に迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。僕たちのシンパと見なされてただでさえ帝国から目をつけられているんだからな」

　マイドはそう言うと、着ていた制服の襟えりを緩ゆるめて両手を頭の後ろで組み、イスに体重を預けた。

「兵器や船も大切だけど、問題は兵士の待たい遇ぐうだよな……兵士の数が増えたのに、予算が増えないんだから」

　ケルプがマイドの前にある机に腰こしかけて言った。

「確かに兵士に食わせる物を調達するのにも一苦労しているみたいだぜ。一日三食のうちの一食がいつも牛ぎゆう丼どんってのは問題があると思うな」

「僕は好きだからあんまり気にしないけど……中には飽あきてしまった人もいるだろうな……」

　ケルプは肩かたをすくめた。

「アウトニア軍総司令官が、ブリッジの片かた隅すみで背中丸めて牛丼食ってる姿ってのは、現在のアウトニアの経済状じよう況きようを如によ実じつに物語っているよな……」

「ネオ・アウトニアだって、決して豊かじゃないしな。今、僕たちの収入源はメイとマリリンがやっている牛丼屋と、ヴァルが経営しているバーチャルリゾートだけなんだ……まあ、両方ともうまくいっているからいいけど……」

「とてもじゃないが、戦せん艦かんやらなにやら買い込んで……なんてのは夢のまた夢だな」

「八方ふさがりか……」

　マイドとケルプが黙だまり込んだとき、指揮室のなかに、老人の大声が響ひびいた。

「何を辛しん気き臭くさい顔をしとるんじゃ？　二人して」

　大声とともに指揮室に入って来たのは、アウトニア軍の濃のう紺こんの制服に身を包んだ白はく髪はつ白はく髭しの老人、ドキア提てい督とくだった。

「ドキア提督！」

　提督は、マイドとケルプの前に立つと敬礼をした。

　シートにすわっていたマイドと、机に腰こしかけていたケルプは、あわてて立ちあがると、ドキア提督に答礼を返した。

　提督は、にやっと笑った。

「なんのかんのと言ってもやっぱり、お前さんたちは軍人じゃな。敬礼にはちゃんと答礼する癖くせがついておる」

　ケルプと顔を見合わせて、怪け訝げんな顔をするマイドに、ドキア提督はメモリーボードを差し出した。

「アウトニア義勇軍の体制表と、訓練状況じゃ。アウトニア軍に参加を申し出てきた人間の数は、昨日の段階で約七千人。軍隊経験者は五千人、そのうち戦闘経験者は三千人というところかの。未経験者は現在、アウトニア軍のＦ型特とく殊しゆ補給艦の中に設けられた訓練キャンプで基き礎そ訓練を行っておる」

「Ｆ型特殊補給艦って……あの、宇宙の農場ですか？」

　ドキア提督はにやっと笑ってうなずいた。

「そうじゃ、牧草地にテントを張って文字通りのキャンプをやらせとる。健康的だし、なにより設備、運営に金がかからんのが良いな」

　メモリーボードを読んだマイドは、顔を上げて提督に訊きいた。

「その……訓練を受けている人たちが、それなりに動けるようになるのに、どれくらいかかりますか？」

　ドキア提督は少し考え込んだ。

「基礎訓練が終った後で各自の適性を判断して、宇宙戦闘訓練に移行することになる。それはマスクワード中ちゆう佐さとカターク大佐が担当することになっておるが……そうさな、あと一月というところかな？」

　マイドはうなずいた。

「わかりました。では、まず経験者を選せん抜ばつして、その人たちだけで部隊を作りましょう。まったく経験のない人間を戦場に放ほうり込むような真似まねはしたくありませんからね」

　ドキア提督の右みぎ眉まゆが上がった。

「マイド閣下は……近いうちに帝てい国こくの攻こう撃げきがあるとお考えなのですかな？」

「ええ、コットン中将の率いるバリアン星系軍が、帝国に叛はん旗きをひるがえして領地に戻もどって一週間になります。地方諸侯の軍が当てにならないと知れば、帝国が正規軍を差し向けるのは当然の結果でしょう」

「正規軍が来るというのかね？」

　マイドはうなずいた。

「ええ、昨日からシードクロス周辺での通信量が増えています。新しいコードでスクランブルをかけられておりますので、さすがのヴァルもリアルタイムで解かい析せきはできないようですが、帝国第三軍の一部が差し向けられたものと考えられます」

「第三軍！」

　ケルプが声を上げた。

「精せい鋭えいじゃないか。装備こそ古いがベテランぞろいで、キンキラの新品そろえた近衛このえ師団なんかよりよっぽど戦えるってウワサだぞ……おい、マイド！　なんでそんな大事な情報を黙っていたんだよ！」

　マイドは小さく頭を下げた。

「悪い、聞いても楽しいニュースじゃないから、お前には黙っていたんだ」

「確かにそうだけど……水みず臭くさいぞ、マイド。俺とお前はもはや運命共同体みたいなもんだ、隠かくしごとはなしにしようぜ」

　そう言ってからケルプはマイドの表情に気がついた。

「ひょっとして……もっと悪いニュースがあるのか？」

　マイドはうなずいた。

「ああ。新たにアウトニア討とう伐ばつ艦かん隊たいの司令官に任命されたのは、バルク・キタジマ中将。慎しん重ちよう居こ士じとか、石橋叩たたきのバルクとか言われている帝国一の智ち将しようだ」

「あの、分析オヤジとかプロファイリングおたく、とか言われてるバルクか？」

　ケルプの言葉を聞いたマイドは苦く笑しようした。

「そうとも呼ばれているみたいだね。とにかく今まで僕たちが相手にしていた連中とは違ちがう。簡単に騙だまされてはくれないだろうな」

「でもよ、トリックが使えないとしたら、俺たちに勝ち目はないぞ。俺たちの船は、このゴッドフェニックスを含ふくめても、やっと百五十隻せき。それも、哨しよう戒かい艇ていとか、義勇軍に参加してきた連中が乗ってきた民生用の恒こう星せい間宇宙船なんかを含めての数字だ。戦力から言えば一週間前の状況とたいして変わらないんだからな」

　マイドは、ちょっと真面目まじめな顔つきになった。

「だから、それを考えているんだ、金も船もなくてもなんとかする方法をね」

　マイドの言葉を聞いたドキア提督は、背筋をのばし、胸を張ると言った。

「ご安心くだされ、マイド閣下。確かに今の我々には、金も船もありません。そのことをアウトニア軍とアウトニア義勇軍の将兵は知っております。自分たちが圧あつ倒とう的に不利であることを知りつつ、彼らは希望を捨てることなく、笑え顔がおすら浮かべてがんばっております。そう、金もモノもなくとも人の力だけはあります」

　そしてドキア提督は、ふっと笑って付け足した。

「そして、わしは、こう思うのじゃよマイド閣下。戦力とはつまるところ人の力ではないか、とね」

「人の力ですか？」

「ああ、そうじゃ。いかに最新式の兵器でも、それを扱あつかう人間に、意志の力がなければ、それはただの機械の塊かたまりに過ぎん。しかし、扱う人間に意志の力さえあれば、どんなオンボロ船でも……いや、たとえそれが船でなくとも、貨物コンテナであったとしても、それを使って戦うことができるのじゃ。そう、戦力たりえるのじゃよ。だとしたら戦力とは人の力に相そう違いあるまい？」

　ドキア提督の言葉を聞いていたケルプがにやっと笑った。

「そうだな、提督の言葉に間違いはない。実際にオンボロ船の艦隊と、貨物コンテナ使って、数倍の戦力の精鋭傭よう兵へい隊に勝った人間を俺は知っているぜ」

　マイドは降参するように小さく両手を挙げた。

「わかったよ、確かに提督の言うとおりだと思う。確かに僕は、シザーズクイーンで逃にげるときに、貨物コンテナに細工してブービートラップのように使い、敵を出し抜ぬきました。でも、あのときと今は状況が違います」

「そうかのう？　同じようなものじゃと思うんじゃがな」

「僕たちが相手にしているのは帝国の正規軍です。傭兵じゃありません」

　ドキア提督は小さくうなずいて、マイドに言い聞かせるように言った。

「やはり、マイド閣下は策士ですな。策士というのは相手の立場で自分を見ることができるそうじゃが……しかしマイド閣下は、自分がそうだから相手もそうだと思い込んでいるのではないかな？」

「と……申しますと？」

「帝国正規軍を敵に回すと考えたとき、そこにもう一人の自分自身を見てはおらんかの？」

　考え込むような顔つきになったマイドに向かって、ドキア提てい督とくは再び敬礼をした。

「では、私はキャンプに戻ります」

「ご苦労様でした」

　手を下げたドキア提督は、思い出したように言った。

「……あ、そうそうマイド閣下、マリリン殿どのがこんなことを言っておりました。『アンズより梅は安し』と……」

「アンズより梅は安し？　どういう意味ですか？」

　ドキア提督はいたずらっぽい微笑を口くちの端はしに浮かべると、ひょいと首をかしげて言った。

「さあ、よくわかりませんなあ、ひょっとしたら『考えるな』ということなのかもしれませんぞ……では、これにて失礼いたします」

　提督が出て行った後の扉とびらを見て、マイドはつぶやいた。

「考えるな……って言われてもなあ」

　横に立っていたケルプが、マイドの肩かたを、ぽん、と叩いた。

「意外と正解かもしれないぜ。お前は帝国の正規軍を過大評価しているんだ」

「それは当然のことじゃないか、常に敵は自分より上であると考え、最悪の場合を考えなくてはならない……これは作戦を立てるときの鉄則なんだから」

　ケルプは笑った。

「それは、普ふ通つうの人間の場合だ」

「僕は普通じゃないって言いたいのかい？」

　目を見開いたケルプが、驚おどろいたように言った。

「あたりまえだ！　世の中にお前みたいな人間が、百人も二百人もいてたまるか！」

「そうかなあ？」

　首をかしげたマイドに向かって、ケルプは嚙かんで含めるように言った。

「チェスにたとえるなら、世間一いつ般ぱんの将軍たちは、コマの動きをチェスの盤ばん面めんの上でしか考えることができない。でも、お前は違う、チェスのルールに、突とつ然ぜん別のゲームのルールを持ち込んじまう、そして勝っちまうんだ」

「別のルール？」

「ああ、そうさ。相手がチェスのコマを一つ動かすと、お前は、いきなり盤面にある自分のコマを全部倒たおして『あ、それロン！　リーチ一発大三元！』って宣言するわけだ。そんなバカな話があるものかと思ってよく見ると、チェスのコマの裏がマージャンパイになっていて、ちゃんと勝っていたりする」

「なんだよそれ」

　ケルプは、ちょっと考えて、もう一度話し始めた。

「わかりにくいたとえ話だったかもしれないな……そうだな……今、ネオ・アウトニアの軌き道どう衛星のまわりに、空の貨物コンテナが山ほどあるのを、お前も知っているだろ？」

「ああ、僕たちが物資を受け取ることのできる唯ゆい一いつの方法がイカダ流しだからね。送られてくる貨物コンテナを受け取るだけの一方通行だから、どんどん増えて行くんだよな……あの貨物コンテナがどうかしたのかい？」

「俺や、世間の人間は、あの貨物コンテナを見ても、ただの空コンテナにしか見えない。あれで戦え、と言われても、俺には、せいぜい貨物コンテナに推進機と小型ビーム砲ほうを載せて、にわか仕立ての戦せん闘とう艦かんにしたらどうかな？　ということぐらいしか思いつかない。でも、お前は違う。お前はあの空コンテナを使って、戦列艦と戦う方法を考え付くことができるはずだ」

　マイドは弱々しく首を振ふった。

「そんなのは買いかぶりだよ。僕はいつも苦しまぎれに奇き策さくをくりだしているだけなんだ。たまたまそれが当たっているだけのことで、そんなのは僕の実力じゃない」

「何を言っていやがる、普通の人間の考える苦しまぎれの奇策ってのは、計算もなにもしてない。外れたときのことや、成功させるための根回しも何もやらないただの思いつきだ、お前みたいに何もかも全部計算に入れた奇策は苦しまぎれでもなんでもないんだ」

　マイドは首をひねった。

「そうかなあ？　僕はものすごく苦しんでいるんだけど……」

　やれやれ……という顔をしたケルプは、もう一度マイドの肩を、ぽんと叩たたいて言った。

「たしかにお前は、普通に牛ぎゆう丼どん食って普通に悩なやんでいる人間だ、お前が、なぜ、無敵なのか、なぜ、お前のところに人が集まるのか、きっとそれが理由なんだろうな」




　ケルプが部屋を出て行った後、マイドは腕うでを組んで指揮コンソールのシートに深く身体からだを預けた。

　……空の貨物コンテナで、戦列艦に勝つ方法……か。

　マイドの頭の中には、様々なアイディアが浮かんでは消えて行った。

　……戦列艦は、防ぼう御ぎよ力も攻こう撃げき力も強い。でも、中から攻せめれば意外ともろいから、コンテナに伏ふく兵へいを忍しのばせて貴重なものが入っていると見せかけて回収させる……でも、探知センサーをどうクリアするかが問題だな。

　……じゃあ、コンテナ自体に反応爆ばく薬やくを詰つめ込んで、巨きよ大だいミサイルとして使用するのはどうかな？　いや、確かに破は壊かい力は強大だけど、飛ばす方法が問題だし、途と中ちゆうで迎げい撃げきされたらおしまいだな。

　……ちょっと考え方を変えてみようかな？

　空コンテナを、何か別の物に換かん算さんするってのはどうかな？

　むかし、士官学校の試験で『最も効率よく原油からアルコールを作る方法を述べよ』という問題が出たとき。他の生徒は原油を加熱したり化学分解してアルコールを抽ちゆう出しゆつする方法を解答用紙に書いたのに、一人だけ、問題には、原油の総量が定義されていない、従ってこちらで定義しても良いと判断し解答する、と前置きした後で『原油を売ってアルコールを買う』と書いた生徒がいた……実を言うと僕なんだけど……まあいいや、同じ方法論で考えてみよう。

　空の貨物コンテナ自体の価値は……ほとんどないはずだ。タダ同然の値段しかつかない、あれを売っても、たいした金にはならないだろうな。

　一個いくら、というものではなくキロいくら、という単位でしか引き取ってもらえないスクラップみたいなものだしな。

　……そういえば、シザーズクイーンも似たようなものだよな。マリリン姉あね御ごがあれを担保にゼイムズさんから金を借りようとして断られたとき、姉御が怒おこっていたっけ。『あれは、ルサの血と汗あせの結けつ晶しようなんだ！　シザーズクイーンを飛ばすために、ルサは帝てい国こく中のスクラップ業者を回って使える部品をかき集めているんだぞ！』って……。

　そのとき。

　マイドの頭の中に一つのアイディアが浮うかんだ。

　……そうだ！

　使われなくなった兵器は中古市場に流れる。

　そして、使えなくなった兵器は、もっと別のところに流れるんだ……キロあたりいくらという単位で！

　シートから身を起こしたマイドは叫さけんだ。

「ヴァル！　サイコウェーブ通信でルサ機関長を呼び出してくれ！　大至急だ！」




　帝国の周辺領域を航海中のオンボロ中型コンテナ貨物船、シザーズクイーンのブリッジで、サイコウェーブ通信装置に向かっていたルサ機関長の目が輝かがやいた。

「なるほど……それならなんとかなります……いえ、何とかして見せましょう！」

『よろしくお願いします。あなたのこだわりと目め利ききが、ネオ・アウトニアを救うんです』

「お任せください！」

　そして、マイドからの通信を受け取っていた精神感応端末から指を離した。ルサ機関長は、背中を丸めて奇き声せいを上げた。

「むぅ～ふふふふふふふっふうぅ～」

　その姿を見たカワハヤはため息をついた。

　……このおっさんが、これだけ燃えているってことは……マイドが何を頼たのんだのか、だいたい想像がつくな。

　ルサ機関長は、通信コンソールのシートから立ち上がると、くるりと振り返って吠ほえた。

「カワハヤ！　針路変へん更こうだ！　ベルナルト星系のジャンクスターに行くぞ！」

「荷物はどうなるんだよ」

「そんなモン捨てちまえ！　全速前進だ！　ジャンクパーツの山が俺を呼んでいるぞぉぉおおお！」

　目をらんらんと輝かせて叫ぶルサ機関長を見たカワハヤは、もう一度大きなため息をついた。

　……水を得た魚、ってことわざがあるけど、これは、そんなモンじゃねえな。

　火を得たダイナマイト……いや、制せい御ぎよ棒ぼうを抜ぬかれた反はん応のう炉ろってとこだな。

　カワハヤは、あきらめ顔で、推進制せい御ぎよ装置のピクトレバーをぐい、と引いた。

　シザーズクイーンは「ごきごきがきゅりりぃいい……」という、なんとも言いようのない音と振しん動どうとともに加速を開始した。
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　第四章　双ふた子ごの陰いん謀ぼう







　ルーザ星域。

　辺境伯はくエデッサ家が治めるその星域は、帝てい国こくの領土である銀河全体の中心部から見れば、確かに遠く離はなれており、確かに辺境と呼んでも良い位置にあった。

　しかし、ルーザ星域の中心に位置するエデッサの首都惑わく星せい「ミスランディア」は、人口、都市の規模、インフラ、どれを取っても帝国の主要惑星にひけをとらない規模を誇ほこっていた。

　初代のエデッサ公が親から受け継ついだ領地を部下だった者に分け与あたえ、裸はだか一いつ貫かんとなって帝国の中心から遠く離れたこの地に赴おもむき、その開かい拓たくに心血をそそいだのは、今から約三百年ほど前のことだった。

　帝国の権力の中ちゆう枢すう部に、ゆるぎない地位を占しめ、帝国貴族院の総議長でもあったエデッサ公が、なにゆえにすべての職と地位を捨てて辺境の開拓に身を投じたのか、それは定さだかではない。

　この地に新領地を得た初代のエデッサ公は一いつ切さいの官位を辞退した。しかし貴族院の議長職にまで上り詰めた名門貴族の頭首を、無位の市民として、あっさり扱あつかうことはできなかった帝国皇帝は、エデッサ公に対し伯はく爵しやくの位を贈おくった。

　かくしてルーザ星域を治めるエデッサ家の歴代の領主には「辺境伯」という称しよう号ごうが贈り名となったのである。

　惑星ミスランディアの北半球にあるエデッサ統治領政府の首都エンタールには夜が訪おとずれていた。

　エンタールは、このリーザ星域を訪れた初代のエデッサ公が最初に作った都市であり、歴史のある建物が立ち並ぶ旧市街と、高層ビルが立ち並ぶ官庁街とに大きく分かれていた。

　その旧市街を見下ろす高台の上に立つ古風な建物。それがエデッサ公の公こう邸ていであった。

　黄金色に輝く時じ代だい後おくれの太陽灯がいくつも灯ともっているその公邸の一室で、一人の青年と、彼より少し年若い女性が口論をしていた。

「本気なの？　兄さん！」

　兄と呼ばれた、肩かたまである金きん髪ぱつの長い髪かみを持つ青年はうなずいた。

「ああ、本気だよ、エンディ。私は義勇軍を率いてマイド閣下の下もとに参じるつもりだ」

　兄と同じ金髪のストレートヘアーの持ち主である妹は叫んだ。

「そんな勝手が許されると思っているの？　あなたはこのルーザ星域を統治するエデッサ家の頭首、ミストラル・エデッサ伯爵なのよ！　一ヶ月前の議会で、帝国に叛はん旗きをひるがえし、領地と領民を戦火に巻き込むことはできないと言ったのは兄さん自身じゃないの！」

「確かに、私はそう言った。しかし、それはエデッサ領統治政府としての見解だ。私個人とは別の話だ。私が率いていくのは義勇軍であってエデッサ軍ではない」

「確かに個人の自由意志による行動と言い張れば、エデッサ政府には責任はないわよ。でも、このエデッサの領主が、その義勇軍に参加していたら、どんな言い訳も通用しないのよ！」

　ミストラルは、笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ちゃんと変装する。そうだな、大き目のサングラスをかけて、どこかの傭よう兵へい隊の大たい尉いだ、とでも言うことにしよう」

　エンディは、あきれたように言った。

「そんなちゃちな変装で、ごまかせるわけがないじゃない！」

「そうかな？」

「仮面つけて『少しよう佐さです』とか言った方が、まだマシよ！　いくら変装したってＤＮＡを調べられたら一発でわかっちゃうに決まってるじゃない！」

　ミストラルは考え込んだ。

「そうか……ＤＮＡか」

「帝国軍だってバカじゃないわ、どんな方法だって調べようと思えば調べられるのよ。どう言い逃のがれをするつもりなの？」

　考え込んでいたミストラルが、ひょい、と思いついたように顔を上げた。

「生き別れの双子の兄がいたことにしよう」

「双子の兄貴？」

「そうだ、一卵性ならＤＮＡは同じだ。こうしよう、私は今日からミストラル・エデッサではない、その双子の兄、ミュスカ・エデッサだ……肩書きは、そうだな、『抜力術を極めし者』というのはどうかな？」

　ミストラルの視線を追ったエンディは、そこにワインのボトルを見つけた。

　緑色のワインのボトルのラベルには『ミュスカデ』の文字があった。

　エンディは大きなためいきをついた。

　……ほんっと、わかりやすい人。

「そりゃあ確かに一卵性の双そう生せい児じならＤＮＡは同じだから言い訳はできるかもしれないけど、出生記録とかを調べられたらどうするのよ？　兄さんは、いつも思い立ったが吉きち日じつでそういうところを考えないんだから」

　エンディはミストラルをにらんだ。

「貴族の生活は堕だ落らくしている、とかなんとか言って、二年前、家か督とく相続を放ほう棄きするという書置きを残して家を出たときもそのノリだったんでしょう？」

　ミストラルは素す直なおに頭を下げた。

「すまん……」

「そのうちに、第九次パロス戦せん役えきが始まるから、軍勢を差し出せ、って帝てい国こくから勅ちよく命めいが下って父さんが出しゆつ陣じんして……領主不在のこのエデッサ領のいろいろなことを、切り回して来たのは私だったんだから！」

「お前には、迷めい惑わくをかけたと思っている」

　そう言った後で、ミストラルはもう一度頭を下げた。

「これが最後の迷惑だ！　すまん！」

「兄さん！」

　驚おどろくエンディに向かって、ミストラルは言った。

「ここで、領主としてルーザの地を治めるのもエデッサ公としての義務だということもわかっている。でも、同志を募つのってネオ・アウトニアに赴き、マイド閣下の下に参じるのもまたエデッサ公としての義務だと思うんだ！　そして、それは……俺たちの父親おやじが……あの親父が本当にやりたがっていたことだと思うんだ！　俺はパロス戦役で何があったのか聞いた。そして、親父の言葉も、俺は聞いた……」

　ミストラルは、そこで言葉を切ると、視線を部屋の中央に掛かかっている肖しよう像ぞう画がに投げた。

　それは、白はく髪はつの、頑がん固こそうな顔をした老人の絵だった。

「あの……親父は、こう言った。『わしらは子や孫により良い世界を遺のこすために努力してきた。でも、わしらはこんな帝国しか遺してやることができんかった』と……そして最後にこう言ったんだ……『あとは頼むぞ！　マイド・ガーナッシュ殿どの！』とな……でも、それを聞いたとき、俺は思ったんだ。親父はマイド閣下にだけ向かって言ったんじゃない！　俺だ！　貴族の誇りなんてものをバカにして家を飛び出したこの俺に言いたかった言葉だったんだ！……だから、俺は行かなきゃならないんだ！」

「兄さん……」

　エンディは、肩の力を抜ぬいた。

「わかったわ。あなたはミストラル兄さんの双ふた子ごの兄、ミュスカなのね。二人は別の人。だとしたら、別人に領主の仕事をやれ、って言う方が筋が通らないものね」

　そして、小さくため息をついてちょっと微笑ほほえんだ。

「仕方ないわよね、我がエデッサ家は辺境伯と呼ばれた初代から、ずーっと反骨と意地っ張りの血統をひきずってきているんだから」




　エデッサ統治領政府の主要な機関が入った建物が並ぶ官庁街のメインストリートのつきあたりにある大きな白いドーム型の建造物。それがエデッサ統治領政府の議事堂だった。

　夜の官庁街は静まりかえっているのが普ふ通つうだが、ここ一ヶ月間、このエデッサの官庁街にある建物の灯あかりが消えることはなく、建物には常に誰だれかが出入りしていた。

　その理由は、この議事堂で開かれている国民議会にあった。

　帝国から「ネオ・アウトニア討とう伐ばつの勅命」を受けたミストラルは、帝国に反逆の意志なしと思わせ、なおかつネオ・アウトニアとの戦せん端たんを開かない、という二つの二律背反した目的をクリアする方法として、国民議会に対しアウトニア討伐軍の出しゆつ征せいに必要な、ありとあらゆることについて、議会で論議を尽つくし結論が出るまで軍を動かさぬように提案した。

　そして、国民議会は満場一いつ致ちでこのミストラルの提案を受け入れ、議長は次のような声明をエデッサ内外に向けて発した。

『我々エデッサ国民議会は議論を尽くす。帝国皇帝の勅命に応こたえ、臣下のものとしてその義務を完全に果たすために、結論を出さずして軍を動かすようなそんないいかげんなことが許されるはずがないからだ！』

　かくして、議員を大きく三つの班に分け、それぞれの班が八時間ずつ会議を開き二十四時間会議を続ける、という前代未み聞もんの三交代シフト制国会がスタートした。

　議事堂の正面脇わきにある議員専用入り口で地上車を降りたミストラルは、その入り口のところにいた、議事堂の職員に訊きいた。

「議会はどうなっている？」

　その職員は、壁かべに掛かっている時計を見上げて答えた。

「今、午後十時ですから、夜勤の議員が出てきて引ひき継つぎを行うまであと一時間ですね。議題は、討伐軍兵士の食しよく糧りよう費の細目についてです」

「食糧費の細目？」

　職員は、にやっと笑った。

「ええ、兵士の一食あたりの予算は限られていますが、果物くだものは、食事の予算に入れるのか、それとも別会計の嗜し好こう品、つまりオヤツの予算に入れるのかで論争中です」

　ミストラルは笑った。

「バナナはオヤツに入るのかどうか？　ってわけか……それは永遠の課題かもしれないな」

　本会議場へと続く廊ろう下かを歩いていると、議場の方から、大きな声で議論をしている声が聞こえて来た。

「古来より、果物は『水みず菓が子し』と呼ばれ、主食ではなく菓子という位置に置かれてきたのです。この歴史的見地から見ても、バナナが食事ではなく嗜好品であることは明白であります！　よってわたくしはバナナを食糧費の主食予算からではなく、福利厚こう生せいの見地から別べつ枠わくの嗜好食費という予算項こう目もくを設定し、そこから支出すべきだと考えます！」

　議員席と傍ぼう聴ちよう席から拍はく手しゆと賛同の声が聞こえた。

「議長！」

　反対派らしい男の声がした。

「今のドライラウンド議員の意見に反論したいと思います！」

「アンクー議員の発言を認めます」

　議長らしい声のあとで、アンクー議員の反論が始まった。

「バナナをはじめとする各種の果物は、これ、すべて食事であることは明白であります。果物の持つその栄養素、食感、彩いろどり、どれをとっても立派な食事の献こん立だての一つに違ちがいありません。その証しよう拠こに私は本日の夕食のメニューを挙げます。『マクノウチ』と呼ばれるこのランチボックスの容器は小さく区切られており、その中に主食と、さまざまな副食物が収められております。これは食事という概がい念ねんを閉じ込めた一つの小宇宙と言っても過言ではありますまい。そして、いいですか？　皆みなさん。この『マクノウチ』の中には、ちゃんと四分の一サイズに切断され、食べやすいように半分皮をむかれたハンドディップオレンジが入っているのです。これこそが果物が『食事』であることの証明ではありませんか！　もし果物が、食事ではなく、チョコレートやケーキと同等の嗜好品であるとするならば、決して『マクノウチ』の中に収められることはないはずです！」

　議員席と傍聴席から再び拍手と賛同の声が聞こえた。

　本会議場に通じるドアを開けて、中に入ると同時に議員席と傍聴席にいる人々の視線が、ミストラルに向けられた。

　議長以下、国民議会の議員が、あわてて起立しようとしたのを見たミストラルは、あわてて片手を挙げて、議員たちを制した。

「これは正規な国会臨席ではない、起立は必要ない」

　本会議場の中にざわついた雰ふん囲い気きが広がった。

　しかし、その雰囲気はミストラルに対する敵意を感じさせるものではなく、逆に温かい雰囲気を感じさせた。

　ミストラルは、議長に向かって再び片手を挙げた。

「議長！　不正規発言の許可をもらいたい」

「不正規発言ということは、会議録に収録されない非公式の発言ということですかな？」

「そのとおり」

　議長はうなずいた。

「発言を認めます」

　ミストラルは、一礼すると本会議場の演えん壇だんに立ち、胸を張って言った。

「諸君！　実を言うと私は、ミストラルではない！」

　議会が静まり返った。

　ミストラルは本会議場をぐるりと見回して言った。

「私は、ミストラルの双子の兄、ミュスカである！　私は兄ミストラルと瓜うり二ふたつであり、遺伝子も同じだ。私は弟であるミストラルにある種の毒物を飲ませ、人事不省に陥おちいらせた！　それだけではない、私はエデッサ軍の中にいる多くの反乱分子をそそのかし、兄の署名と御ぎよ璽じを偽ぎ造ぞうし、エデッサ軍の軍ぐん艦かんに出動命令を出したのだ！　帝てい国こくに叛はん旗きをひるがえしているあの反逆者の下もとに、はせ参じるために！」

　本会議場の中が一気にざわめくのを見たミストラルは、にやりと笑って付け足した。

「……ということになっているのだ」

　一いつ瞬しゆん、議会が静まり返って……そして、爆ばく笑しようと拍手に包まれた。

　ミストラルは笑いながら本会議場を見回した。

「さあ、諸君！　君たちの議題に新たな決議案が持ち上がった！　それはこの私ミュスカを、エデッサ軍の軍艦を窃せつ取しゆして逃とう走そうした犯人として刑けい事じ訴そ追ついすることを決定する議題と、人事不省に陥ったミストラルを緊きん急きゆう入院させ、完全な面会謝絶の状じよう況きよう下に置くこと……そう、たとえ帝国外務省の役人といえども絶対に面会できないような状況下に置き、代わりに執しつ政せいとして我が妹エンデュリル・エデッサが執しつ務むを行うことを決定する議題だ！　諸君らの健けん闘とうを祈いのる！」

　本会議場を、再び拍手と爆笑が包んだ。

　その中で、誰かの声が飛んだ。

「どんな船を持っていくんですか？　ミストラ……いえ、ミュスカ殿どの！」

「練習戦艦二隻せきと駆く逐ちく艦数隻で行くつもりだ。諸君らに迷めい惑わくをかけるわけにはいかないからな」

　ミストラルの答えを聞いていた一人の初老の議員が立ち上がって手を挙げた。

「議長！　緊急議題です！　発言を許可願います」

　議長とミストラルは、顔を見合わせたあとで、その議員を見た。

　その議員は正義漢として名高い地方領主だった。

「よろしいですかな？」

　議長はうなずいた。

「ツムラ議員の発言を認めます」

　初老の議員は軽く一礼した。

「諸君！　今のミュスカなる不ふ埒らち者の言葉を聞いたと思う。諸君らはこんな、ひどいことを許しておけるのか？　黙だまって見過ごすのか？　エデッサの良心はどこに行ったのだ？」

　議会は再び静まり返った。

　ツムラ議員の演説は続いた。

「これは茶番劇以外のなにものでもない！　こんな小細工で帝国が騙だませると思っておるとしたらミュスカなる者は大おお馬ば鹿か者じゃ！　後に残された人間のことも、国民の感情もなにも理解しておらん！　きっとおそらくその場のノリだけで勝手に決めてしまったのじゃろう。そのときの阿あ呆ほうな顔が目に浮うかぶようじゃ」

　ツムラ議員は、会議場に居並ぶ議員と傍聴席の国民たちを見回した。

「諸君！　よいか、このミュスカなる愚おろか者の言うことを鵜う吞のみにしてはならんぞ！　絶対にじゃ！　この不埒な若者がやろうとしていることは、我がエデッサの国民の血税で購こう入にゆうした軍の軍艦を盗ぬすみ出して、あのマイド・ガーナッシュの率いる反乱軍に参加することなのじゃぞ！　これがどういうことかわかるか？　あの帝国に叛旗をひるがえしている者どものところに、エデッサの旗印を掲かかげるということなのじゃぞ！　よりによってその戦いに持っていくのが旧式の練習戦艦と、駆逐艦だと吐ぬかしおる……まったくの馬鹿者じゃ！」

　そして。

　ツムラ議員は声を張り上げた。

「そんなボロ船で、マイド・ガーナッシュ殿の下に行かせれば、エデッサの恥はじをさらすことになるということが、わかっとらん！　よいか！　諸君！　この不埒な馬鹿者は、我がエデッサの最さい新しん鋭えい戦艦二隻と、重巡じゆん航こう艦五隻、そして多数の補助艦かん艇ていを盗み出し、逃とう亡ぼうするのじゃ！　我々に残されたオンボロ船ではとうてい追いつかぬスピードでな……そうであろう？　諸君！」

　ツムラ議員がにやっと笑うのと同時にエデッサの本会議場が、鳴り止まぬ拍手と口笛で包まれた。
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　第五章　蟹かにの穴







　惑わく星せいシードクロスの帝てい国こく軍前進基地にある帝国軍前線司令部にただよう雰囲気は、一週間前とは大きく違ちがっていた。

　廊下を行き交かう事務職員や参さん謀ぼうたちは皆、前を見て胸を張り、きびきびとした足どりで歩いている。

　司令部の二階にある将官専用のロビーの窓から、階下のエントランスを行き来する将兵を見下ろしていた一人の将校が、自じ嘲ちようを含ふくんだ声でつぶやいた。

「さすがは帝国の精せい鋭えい、第三軍ですな。寄せ集めの地方諸しよ侯こう軍を運用するために、これまた寄せ集めでかき集められてきた参謀たちとは雲うん泥でいの差だ」

　ロビーのソファに座っていた灰色の髪かみの初老の男が、ゆっくりとした口調で答えた。

「私は諸君らの個人的資質に問題があるとは思っておらんよ、サイトウ中ちゆう佐さ。すべては運だ」

　階下を見下ろしていた将校は、ひょい、と肩かたをすくめて振ふり向いた。

「その運とやらも才能のうちかもしれませんね、バルク中将閣下」

　バルクと呼ばれた将官は、優やさしそうな微び笑しようを浮かべた。

「帝国参謀本部にいた君の才能を知っている人間は帝国の中にも数多い。君がどこにいようとも、君の放つ光が運を呼ぶだろう」

　バルク中将は、そこで言葉を切って、にやっと笑ってから言葉を続けた。

「惑星の周りを回る衛星のことを何と呼ぶか知っているかね？」

　サイトウ中佐は訝いぶかしげな顔をして答えた。

「月……ですか？」

　バルク中将は得意げに言った。

「そう。月は回るものだ、悲観することはない」

　サイトウ中佐は一瞬、バルク中将が何を言っているのかわからなかったが、すぐに理解した。

　……月とツキをかけているわけか。

　いわゆるオヤジギャグの部類だな。ここは笑うところか。

　サイトウ中佐が、バルク中将に笑え顔がおを見せると、中将は満足げにうなずいた。

「第九次桃もも星ぼし戦せん役えきにおけるマイド・ガーナッシュの戦法についての君のレポートは、興味深く読ませてもらった。確かに奇き策さくだけの男ではないな」

「中将閣下は、あの桃星戦役の最後の戦せん闘とうを指揮した人間がアリクレスト皇帝陛下ではないとお考えなのですね」

　バルクは小さく鼻で笑った。

「帝国軍の将官で、それを信じている者がいると思うかね？　戦力ではるかに劣おとる敗残の軍をまとめ、敵の追つい撃げきをかわすこと……いや、逆に痛撃を与あたえることができるだけの才覚の持ち主が、あのアリクレストのわけがない」

「皇帝陛下は、優ゆう秀しゆうな方と、うかがっておりますが」

「確かに彼は優秀で才能もある。しかしそれはまわりの人間が枝葉末節の出来事を処理して、お膳ぜん立だてをしてくれたときに発揮する才能だ。いわゆる王の才覚だ」

　バルク中将はサイトウ中佐をちらっと見た。

「そのお膳立てとは、結果の責任を他人が背負ってくれるというものも含むのだ。強大な権限を持つが、それに付ふ随ずいする責任は一いつ切さいないという立場は、何一つこだわることなく……将兵の犠ぎ牲せいなどという枝葉末節にこだわることなく純じゆん粋すいに局面だけを見て判断できる立場だ。彼の才能はそこでのみ発揮できる。いわゆるゲームの才能だ」

「実際の戦闘では役に立たないと？」

「そこまでは言わんが、戦争をしているのが人であり、人を動かすのが情念であるということを知らない人間に、一分一秒単位で状況が変わる第一線の戦闘を指揮し、戦略的な勝利を収めることができるとは思えんな」

　サイトウ中佐は、バルク中将の表情をうかがうように言った。

「では……先の皇太子殿でん下かを爆ばく殺さつした犯人が、マイド・ガーナッシュではないという説については？」

　バルク中将の表情が厳しくなった。

「それについては、わしは論評を加える立場にないな。私は軍人だ、軍人が政治に首を突つっ込むと、ろくなことはない。軍人は軍人としての本分を果たせばよい、違うかね？」

　……これは……警告だな。

　サイトウ中佐は一礼した。

「わかりました……私も本分を果たすことにいたします」

　苦く笑しようしたバルク中将は、残念そうに言った。

「本当なら、マイド・ガーナッシュのことをよく知っている君に、我々第三軍の参謀作戦室に来て、プロファイリングの指揮を執とってもらいたいところなのだが、帝国軍軍令部からの辞令には逆らえんからな」

「そのことですが、バルク閣下は、マイド・ガーナッシュという人間をどのようにとらえているのか、お聞かせ願えませんか？」

「分ぶん析せき親父おやじの講こう釈しやくを聞きたいというのかね？」

　サイトウ中佐はあわてて首を振った。

「あ、いえ、そのようなことでは……」

　バルク中将は声を上げて笑ったあとで、再びにやっと笑った。

「よろしい、分析親父の講釈を語って聞かせよう。まず、彼の取った戦法についてだが、各種の心理戦を主体とした戦法は、正規軍のそれではない。不正規軍、いわゆるゲリラ戦の戦法だ。こういった戦法を取ることができる人間は、極きわめて洞どう察さつ力が高く自分を客観的に見ることができる人間だ。冷静で、しかも計算高いタイプだな」

「では、第九次桃星戦役で彼がやってみせた、正規軍どうしの艦かん隊たい戦についてはどうお考えですか？」

「そうだな、あれは確かにゲリラ戦のレベルではない。特に中央突とつ破ぱをかけてきたローデスの黒色僧そう騎き兵へい艦隊に対し、彼が展開した包囲殲せん滅めつ戦の作戦指揮は見事だ。しかし、彼はあのとき殲滅戦を徹てつ底ていさせることができなかった。彼が取り逃にがした敵の戦力は四十％にも及およぶ。このことから見て、彼は大規模な艦隊戦に不慣れであり、積極的な攻こう勢せいに出ることはないと思われる。彼の性格を一言で言えば慎しん重ちようで、決して一発逆転を狙ねらうような戦法は取らないだろう……」

　そう言い切った後で、バルク中将はふっと笑って付け足した。

「……そのように、わしが考えると、彼は思っているだろうな」

「では……その裏をかくと？」

「そう、彼は常に相手が考えるその裏を突いて来た……となれば、必ず我々の裏をかき、乾けん坤こん一いつ擲てきの一発勝負に出るだろう。そう考えたとき、今の彼の戦力で、我々の戦力に対たい抗こうする手段は一つしかない」

「そのような方法があるのですか？」

　サイトウ中佐の言葉に、バルク中将は大きくうなずいた。

「ある……数万年に及ぶ人類の戦いの歴史の中には、千に満たぬ戦力で数万の軍勢を打ち破り完勝した記録がある、奇き襲しゆう攻こう撃げきの手本とも言われる作戦だ」

「それは……もしかして、超ちよう古代の記録ですか？　まだ、人類が一つの惑星上どころか一地方の範はん囲いで覇は権けんを争っていた頃ころの……」

「そう、オケハザマだよ。人類史上の戦いにおいて戦術的、戦略的に完全に勝利した数少ない奇襲攻撃だ」

　バルク中将は、司令部の壁かべにかけられた立体星間図を指差した。

「彼は、おそらく我々が進軍する途と中ちゆうの小惑星帯などに小部隊を潜ひそませるに違いない」

「それで本隊を突く……と？」

　バルク中将は、小さく首を振ふった。

「そんな簡単な作戦ではあるまい。おそらく、二重三重の仕し掛かけを施ほどこし、我々の思いもよらない場所を突くだろう。それに対抗するためには……」

　そこで言葉を切り、バルク中将はゆっくりと続けた。

「敵の出方に応じてどんな対処もできるように、ありとあらゆる方法を考えて手を尽つくすしかない」

「それは……」

　サイトウ中ちゆう佐さに向かってバルク中将は、にやっと笑って言った。

「そう、『でたまか』だよ。彼らが『でたまか』で来るならこちらも『でたまか』で対抗するまでだ」




　サイトウ中佐が将校用の圧縮ラゲッジバッグを提さげて、司令部の建物を出たのはそれからしばらくしてからだった。

　出入り口を出て、駐ちゆう車しや場じようの入り口まで歩いたサイトウ中佐は、司令部の建物を振り返った。

　夕ゆう闇やみの迫せまる赤あか紫むらさき色の空を背景に立つ高層ビルの、すべての窓に灯あかりがともっていた。

　ビルの形をした光の塔とうを見上げてサイトウ中佐は思った。

　……バルク中将の分析は鋭するどいが、間ま違ちがっている。

　中将は……彼の『でたまか』の本当の恐おそろしさを知らない。

　彼はあのとき、ローデスの艦隊を殲滅できなかったんじゃない。彼は殲滅しなかったんだ。

　慎重で、一発勝負を嫌きらっているのは、彼の方じゃない、バルク中将だ。

　サイトウ中佐は、司令部のビルを見上げてつぶやいた。

「蟹かには、自分の甲こう羅らに合わせて穴を掘ほる……か」

　サイトウ中佐はしばらく立ち止まったまま司令部のビルを見上げていたが、やがて小さく首を振ると、駐車場に停とめてある地上車に向けて歩き出した。

　……おそらくマイドの掘った穴は、あなたの想像するものよりはるかに深く大きいだろう。

　そう……落ちたら……這はい上がれないくらいに。
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　第六章　山羊が食べる物







　帝てい国こくの中心たる帝星は、人口の集中と、都市インフラの老ろう朽きゆう化に伴ともない、時代と共に何度も遷せん都とされてきた。

　それは、都市という生き物が、古くなった抜ぬけ殻がらを脱だつ皮ぴしてゆく姿によく似ていた。

　現在の帝星に帝国の中ちゆう枢すうが移転したのは百年程ほど前のことであり、帝国の中には「元帝星」や「元元帝星」といった年老いた星がいくつも存在していた。

　ベルナルト星域にある惑わく星せい「シャイダ」は、そういった忘れ去られた帝星の一つだった。

　しかし、今、四代か五代前の帝星であったこの惑星を「シャイダ」と呼ぶ者はほとんどない。

　この星は、その実体を表す「ジャンクスター」の通り名で呼ばれていた。

　この惑星を、宇宙空間から見ると、いくつもの輪が惑星を回っているのが見えるだろう。

　惑星をめぐるこの種の輪は、通常、氷や岩石で作られていることが多いが、この惑星の輪を形成しているのは、すべて宇宙船……いや、元宇宙船ともいうべきジャンクパーツであった。

　輪に近づけば、その中に輪切りになった宇宙船や、縦割りになったエンジンなどが浮うかんでいるのが見えるだろう。

　帝国に存在する解体業者の、実に半数がこの惑星に事務所と作業場を構えており、帝国で老朽化したり余よ剰じようになって、中古としての価値すらなくなった宇宙船のほとんどがこの惑星に運び込まれ、ここで解体されていた。

　そのジャンクスターの衛星軌き道どうの片かた隅すみに、何隻せきもの宇宙船が並んでいる場所があった。

　これから解体されるのを待っているのだろう、見るからに薄うす汚ぎたないそのオンボロ宇宙船の群れから少し離はなれたところに、それらの宇宙船とたいして変わらない程度に薄うす汚よごれたオンボロ中型コンテナ貨物船が一隻停とまっていた。

「おい、ルサ、もうちょっと離れたところに停めたほうがいいんじゃないか？」

「こっちの方が、パーツの検けん索さく屋にいくのに近いんだよ。駐ちゆう船せん料が同じなら、近いほうがいいじゃないか」

　カワハヤ航宙士は、メインスクリーンに映っている解体待ちの宇宙船の群れを眺ながめて答えた。

「いやね、あの船に近すぎると、シザーズクイーンも一いつ緒しよに解体されちまうんじゃないかと思ってね」

「まあ……それがないとは言い切れないなあ……まあ、グレムに頼たのんでおけば大だい丈じよう夫ぶだろう」

「グレム？」

「ああ、このジャンクスターの管理電子人格さ」

　ルサは、そう言いながら通信コンソールのキーボードを叩たたいた。

　数秒もしないうちに、通信スクリーンに、老眼鏡を鼻にひっかけ、白いシャツに黒い腕うでカバーをし毛糸で編んだタータンチェックのベストを着込んだ瘦やせた老人の映像が映った。

『よう！　ルサのダンナ。久しぶりだね、元気か？　今日は何の用だ？』

「買い出しだ」

『あいかわらずガラクタ集めかい？　あんたも物好きだねえ』

「何言ってやがる、その物好きがいなけりゃとっくに滅ほろびてるだろうよ、こんな惑星」

　老人は喉のどの奥でくっくっくっく、と笑った。

『違ちがいない、そのとおりだ……で？　何の用だね？』

「このシザーズクイーンのことなんだが……」

　画面の中の老人は一いつ瞬しゆんどこかを見るような表情になって、眉まゆをひそめた。

『今日の相場はトン当たり三万クレジだな。ここ最近、例の桃もも星ぼし戦せん役えきのスクラップが大量に入荷してな、硬こう化かセカンダリュームの相場が急落しているんだ、あんたの希望する値はつかんかもしれんぞ』

「トンあたり三万？　何の話だ？」

　老人はきょとんとした顔をした。

『スクラップの相場さね。売るんだろ、そのボロ船』

「違う！　間違ってスクラップにされないように気をつけてくれと頼みたかったんだ！」

『おや、そうだったのかい、わたしゃてっきり処分に来たのかと思ったよ』

　老人は、もう一度喉の奥で笑ったあとで付け足した。

『あんたのそのボロ船よりもあそこに並んでる船の方が程度がいいかもしれんぞ？　どうだね？　なんなら交こう換かんしてやってもいいぜ』

「悪いが俺はこの船が気に入っているんだ。当分解体する気はないんでね」

　老人は肩かたをすくめた。

『まあ、好きにするさな。わざわざ解体に手をかけなくても、そのうち自然に解体しちまうかもしれないしな』

「……嫌いやなことを言いやがる。とにかく頼んだぞ」

『わかった、解体ラインの工作作業班には連れん絡らくしておく。安心して買物に行ってきな』

　老人がうなずくのと同時にスクリーンが消えた。

「なんか、すごいクセのある電子人格だったな」

　そうつぶやいたカワハヤに向かって、ルサはにやりと笑って答えた。

「あれは電子人格だから素す直なおなものだ、この惑星にいるスクラップ屋のオヤジ連中は、あんなもんじゃないぜ」




　連絡用の小型艇ていに乗って、ジャンクスターの外周軌道に浮かぶ廃はい棄き船体置き場の一角にある軍ぐん艦かんの廃棄船体専門の置き場に近づいたカワハヤが、感かん嘆たんの声を上げた。

「すげえな、Ｚ級戦艦から、Ｓ級高速巡じゆん航こう艦まで全部揃そろってるじゃないか。帝てい国こく軍の兵へい站たん基地がそのまま引っ越こして来たみたいだ」

「全部五十年以上前のタイプだけどな」

　カワハヤは笑った。

「アウトニア軍の軍艦に比べりゃみんなピカピカの新品に見えるぜ」

　ルサはうなずいた。

「そりゃあそうだ。なにせあそこにあるスクラップの三分の一は新品だからな」

「新品？」

　目を丸くしたカワハヤに向かって、ルサはちょっと腹を立てたような口調で言った。

「いわゆる便べん宜ぎ船というヤツだ。予算の端は数すう消化のために造られる無む駄だ船さ。軍事予算を余らせたら、次の年度から削さく減げんの対象になるだろう。だから余った予算は、ああいった旧式化した船をわざわざ新造して帳ちよう尻じりを合わせるんだ」

「余った予算ったって簡単に戦艦やら巡航艦を造れるほどの予算が余るわけないだろう」

　ルサはうなずいた。

「本物の戦艦やら高速巡航艦を作るつもりなら、そうだろうな」

「じゃあ、あれは本物じゃないって言うのか？　ハリボテか？」

　ルサは首を振った。

「いや、本物さ。あの戦艦や高速巡航艦にも、エンジンや反はん応のう炉ろはついている。でも、武装がなかったり、乗組員の居住区画がなかったり、航法装置がついていなかったり、電装系が一つもないような船ばかりなんだ。たとえば戦艦一隻造るには足りないし、重巡航艦造るのには余るような中ちゆう途と半はん端ぱな予算が余ったとするだろう？　そういうとき、帝国軍務局は、ああいった使えない船を造らせて差額を裏金に回すんだ」

「予算審しん議ぎ官の監かん査さは、どうなっているんだ？」

「予算審議官に軍艦の中身なんかわかるもんか、外見が戦艦ならそいつは戦艦なんだ。監査さえ通ればそれでいい。れっきとした戦艦として船籍せき簿ぼに登録さえしてもらえば、それでいいんだ。廃はい艦かんにする権限は軍務局にあるから、監査が終ったらさっさと廃艦にしてしまえばいいんだからな」

「じゃあ、あそこにあるのはみんな、そんな風に造られた使い物にならない船ばかりなのか」

　ルサは、悲しげな顔でうなずいた。

「ああ、最初っからスクラップになるためだけに生まれてきた船たちさ」




　次の日、ネオ・アウトニア星系の外周惑わく星せい軌き道どう上に待機していたケルプワイン海かい賊ぞく団の旗艦ゴッドフェニックスの中央指揮室のメインスクリーンに映ったルサ機関長は、浮かない顔をしていた。

『マイド閣下が言ったとおり、スクラップ屋には、確かに便宜船や、老朽化した軍艦が山ほど見つかりました。しかし、こいつを使い物にするのは口で言うほど簡単じゃないですよ』

　メインスクリーンの脇わきに映るサブウィンドウで、データを確かく認にんしていたケルプが言った。

「あんたが送ってくれたこのリストで見る限り、そこには突とつ撃げき艦や、重巡航艦がゴロゴロしている。これといって外見的には問題はないのに……なぜ使い物にならないんだ？」

『確かにああいった船は反応炉もエンジンも使えるものがほとんどだ。中には取り外されてしまっているものもあるがな。しかし、航法や生命維い持じという基本的なシステム、そして、それより何より軍艦として一番肝かん心じんな兵装が使えない』

「ビーム砲ほうならついているじゃないか」

『ビーム砲はついている。しかし反応炉からビーム砲につながる動力経路の防護シールドに大穴が空けられていたり、エネルギーを貯ためておくビームチャンバーの防護隔かく壁へきが撤てつ去きよされているんだ。スクラップとして市場に出すときに、兵器として使えないように、全部の船にそういった加工がされている』

「修復はできないのか？」

　ルサ機関長は一層浮うかない顔になった。

『やってやれないことはない……が、復元する手間と費用を考えたら、中古品を買った方が早いだろう』

　ケルプは考え込んだ。

「今の状態のままでいいなら、買おうと思えば百隻せき単位で買うことができる……そこにあるのは船の形をしているけど船じゃないからな……でも、ちゃんとした船にしようとすると、とたんに何百倍もの値段になってしまう、というわけか」

　ずっと考え込んでいたマイドが口を開いたのはそのときだった。

「もし……その状態でビーム砲を撃うったらどうなります？」

　モニターの中に映るルサ機関長の目が真ん丸になった。

『動力経路に大穴が空いている状態でですか？』

「ええ、動力経路の穴とかビームチェンバーとかそういった部分に一時的なシールドを施ほどこすことはできないのですか？」

　ルサ機関長は腕うでを組んだ。

『おそらくビーム一発ぐらいならなんとか撃てるでしょう。しかし、あとが続きません。一時的に施したシールドなどその一発で簡単に吹ふっ飛びます。吹っ飛ぶのがシールドだけならいいのですが、動力経路にダメージが及んだらもう二度とビームは撃てません』

　ケルプが嘆なげき声を上げた。

「一発しか撃てないんじゃあ意味がないな、いくら数をそろえても使いものになりっこない」

　その、ケルプの言葉を聞いたとき、マイドの脳のう裏りに何かがひっかかった。

　……待てよ、一発しか撃てないビーム砲には、本当に意味がないんだろうか？

　そういえば、そんな兵器があったよな……そうだ、ギャラクシーハラスメント作戦で使ったガンシップだ。

　あれが自力で撃てるビームは一発か二発だけだ。

　でも、そのビームの威い力りよくが戦艦の主砲クラスだったから、あのガンシップには価値があったんだ。

　マイドは顔を上げた。

「ルサ機関長、そこにある戦せん闘とう艦の反応炉と推進機は使えるのですか？」

　ルサはうなずいた。

『ああ、基本的に宇宙船としての機能は残っている物が多い。ここまで自力で航行してきたわけだからな』

「もう一つお訊ききします。それらの船の動力経路に空けられた穴に一時的なシールドを施すのにどれくらいの時間がかかりますか？」

　マイドの言葉を聞いたケルプが驚おどろいたように言った。

「ちょっと待て、マイド。ルサ機関長がさっき言っただろう、一時的なシールドじゃ一発しか撃てないって」

　マイドはうなずいた。

「そうさ、一発しか撃てない。でもその一発が、反応炉の全エネルギーを開放した一本の巨きよ大だいなビームになったとしたらその威力はどんなものだろうね」

「え？」

　ぽかん、とした顔をするケルプに向かってマイドは笑いながら言った。

「僕はあそこにあるスクラップの戦闘艦を、全部ガンシップにできないかと思っているんだ」

「ガンシップ？」

「そうさ、宇宙船じゃない、宇宙を飛ぶ巨大な砲台さ。各砲ほう塔とうに向かって伸のびている動力経路を一本の太い経路にまとめて艦かん首しゆに伸のばす。艦首にでっかい砲口を空けて、そこから反応炉の全エネルギーを発射するんだ。撃つのはただ一発でいいからシールドなんか簡単でいい。耐たい久きゆう性なんて考えなくていい。たとえ艦が爆ばく発はつしても大だい丈じよう夫ぶなように、乗組員の脱だつ出しゆつ装置を完かん璧ぺきにして二重三重の防護設備をつけておけば問題ない。もともと一発撃ったら脱出するわけだしね」

「そんなこと……」

「できないかな？」

　そのとき、スクリーンの中にいたルサ機関長が叫さけんだ。

『面おも白しろい！　それ、面白いよマイド！』

　興奮したルサ機関長は、マイドに「閣下」という言葉をつけるのを忘れて続けた。

『それならできる、ここにある機材と工作施し設せつを使えばほんの十数時間で加工が可能だ……そして工作ラインを使わせてもらえば大量生産が可能だ！　いくらでも造ってやる！　材料は無む尽じん蔵ぞうだ！』

「わかりました。では基本的な概がい念ねん設計図を作ったらすぐにお送りしますので、すぐに加工にかかってください」

　ルサ機関長は目を輝かがやかせて、もう一度叫んだ。

『まかしとけ！』

　スクリーンが消えた後で、ケルプが肩かたをすくめてつぶやいた。

「一発しか撃てない使い捨て戦艦か……使いものになるのかな？」

「使い物になるのかどうかじゃないよ、使うんだ」

　ケルプは笑った。

「お前が言うとなんか希望が持てるから不思議だな」

「はっきり言ってこれで僕は勝てるかもしれないという気がしてきたんだ」

　ケルプが眉まゆをひそめた。

「スクラップから造った使い捨て戦艦でか？」

　マイドは自信ありげにうなずいた。

「確かに、一発しか撃うてないビーム砲に何の価値があるのか、と考えるのが普ふ通つうだろうね。でも、僕はそのビーム砲を五百、いや、千個くらい並べて一気にぶっぱなすつもりだ……ましてやそのビームは戦列艦の主砲か、それ以上の威力がある。だとしたら……食らった方はどうなると思う？」

「五百から千！」

　目を見開いたケルプは、すぐに冷静な顔になった。

「どんなに強力な防ぼう御ぎよシールドも、それだけのビーム砲の同時攻こう撃げきに耐たえられるとは思えない……敵が球形陣じんを組んで来るとしたら、おそらく外周ピケット艦だけじゃなくて、内部の戦列艦にもダメージを与あたえることができる……」

　そこまで言ったとき、ケルプは何かに気がついたようににやっと笑った。

「球形陣に大穴が空く、というわけか……」

　マイドは微笑ほほえんだ。

「そういうことさ……さて、ヴァルに頼たのんで概念設計図を作ってルサ機関長に送らなくちゃな。あとはルサ機関長のがんばり次し第だいだ」




　その日の夕方、ジャンクスターの中心部にある、解体業者の組合本部の会議室では、解体業者の社長たち……というよりは解体屋のオヤジ、と言ったほうがピンとくる風ふう貌ぼうをした連中を前に、ルサ機関長が熱弁を振ふるっていた。

「確かに、俺があんたがたに頼んでいるのは、アウトニア軍の装備調達に協力してくれということだ。でも、それだけじゃないんだ！」

　機械油で煮に込こんだようなタオルを首にかけた中年の男が答えた。

「どこが違ちがうって言うんだよ、ルサのダンナ。俺たちが造った船を、あんたらが使って戦争するならそれは同じことじゃないか」

　横にいた作業用デバイスハンドを肩に取り付けたままの髭ひげ面づらの男がうなずきながら言った。

「俺たちは中立だぜ。どこの国にも加担しないしどこの権力からも自由だ。だからローデスからだって仕事が来れば行くんだ。それがこのジャンクスターの解体屋の誇ほこりであり不文律なんだ。なのになぜあんたに加担しなきゃならないんだよ」

　ルサは、その男に向き直った。

「そうだ、俺が言いたいのは、その解体屋の誇りということだ。俺は、ジャンクパーツを探し出して、組み立てるのが大好きだ。その証しよう拠こが、この衛星の外においてあるシザーズクイーンだ。はっきり言ってあの船は、あんたらの心意気が飛ばしているようなものかもしれないな」

「ずいぶんガタが来た心意気だな」

　誰だれかのヤジが飛ぶと、会議室に笑いが満ちた。

　ルサはうなずいて続けた。

「そうさ、もうガタガタだ、二百八十隻せき以上の廃はい船せんのパーツのよせあつめだからな。でも、俺がそれを飛ばしているのは、あんたらの心意気に応こたえたいからだ」

　そしてルサは、目の前にいた見るからに長老、という顔つきの白はく髪はつの老人を指差して言った。

「リムジンさん、あんた、あのシザーズクイーンの管制航法装置を俺にくれたとき言ったよな。これはまだまだ使える部品だって……部品にも機械にも命がある、使えるうちは使ってやるのが部品や機械に対する礼れい儀ぎだって」

　リムジンと呼ばれた老人は目を細めて笑った。

「覚えているぞ」

「それが、あんたらの心意気だと思う。このジャンクスターにやってくる宇宙船は、世間からゴミ扱あつかいされている。中には最初から宇宙船でも何でもないただの金属の塊かたまりとしての価値しか与えられず生まれて来た船もある。でも、その無価値の烙らく印いんを押された船から、少しでも使えるパーツを見つけ出して、価値を与える喜び。死んだ部品にもう一度命を与える喜び、それがあるからあんたたちは毎日機械油にまみれて仕事ができるんだと思う……違うかい？」

「まあ……それもあるかもしれないが……それとあんたの言っている戦せん艦かん改造作業とどういう関係があるんだ？」

　ルサは笑った。

「これは、あんたらの心意気を世間に見せるにはもってこいの仕事だとは思わないか？」

「世間に？」

「そうだ。世間のやつらは解体業者なんかゴミあさりをして食っているようなものだと思ってやがる。あんたたちが、きちんと処理しているからこそ、新しい物が生まれ出てくるんだってことがわかってない。そして、まだまだ使えるものを平気で捨てやがる。使えないゴミとしてな……だから、そのゴミで、ピカピカの新品に勝ったら、世間の連中はどう思うかな？」

　ルサは業者たちを見回してにやりと笑うと付け足した。

「ちっとは、すっとすると思うんだが……」

　業者たちは無言だった。

　やがて、リムジンと呼ばれた老人がぽつりと言った。

「そうさな……はっきり言って、帝てい国こくがあんたらアウトニアにやってのけた仕打ちに、いささか思うところがないわけではない。それに何より、わしがスクラップから造ったガンシップが、新しん鋭えい艦のシールドをブチ抜ぬくところを見てみたいという気分もあるな」

「リムジンさん！」

　業者連中から声が上がった。

　リムジンは、ゆっくりと立ち上がると、解体屋のオヤジ連中を見回して微笑んだ。

「わしはルサの計画に乗ろうと思う。世間のやつらは、このジャンクスターをゴミ箱としか見とらん。ここにある品物にどんな価値があるのか、それを教えてやる。人間の目で見れば、ただの紙くずの山でも、山羊やぎの目から見れば食い物の山じゃ。世間の連中の価値観が逆転するその瞬しゆん間かんを見ることができるのは楽しいと思うでな」

　会議室に居並ぶ解体屋の親父おやじたちの顔にニヤニヤ笑いが広がり、会議室は一気にざわめいた。

　一人の親父……機械油で煮込んだようなタオルを首にかけている親父が言った。

「よっしゃ！　俺も乗った！　俺のところにはＺ級戦艦のスクラップから外してきた反はん応のう炉ろがゴロゴロしてるから、そいつを使って、すげえでけえガンシップ造ってやらあ」

　誰かの声が飛んだ。

「大だい丈じよう夫ぶかよ、ヒデ。お前さんの持ってる反応炉は制せい御ぎよ棒ぼうが動かねえんじゃなかったか？　撃うてねえガンシップじゃあ意味はねえぞ！」

　ヒデ、と呼ばれた親父は言い返した。

「最初っから制御棒ひっこぬいて、臨界直前にしておけばいいじゃねえか。撃つときにシールドの片方外して、ちょこっと陽子棒放ほうり込んでやりゃ、一気に爆ばく発はつだぜ」

　会議室に笑いが広がった。

「乗ってる人間はどうなるんだよ」

　ヒデは言葉に詰つまったように答えた。

「あ、いや、ちゃんと耐たい爆ばくポッドに乗っていりゃあ……大丈夫だ……たぶん」

「誰が乗るんだよ、そんな恐おそろしいモンに！」

　会議室に笑いが広がった。

　そのとき、ルサが言った。

「俺たちが乗る。俺たちアウトニアの人間がそれに乗る！」

　会議室が静まり返った。

「俺たちは、あんたたちを信じる。あんたたちの心意気を信じる。だから、俺たちがそれに乗るんだ」

　静まり返った会議室の真ん中に立つルサに、リムジンが近づいた。

　そして、右手を差し出して言った。

「わかった、ルサ。あんたらがわしらを信じてくれるなら、わしらはそれに応えよう……心意気には心意気で返すしかあるまい」

　ルサはその右手を両手で包むようにして握にぎり締しめて言った。

「よろしくお願いします！」

　会議室に、そこにいる全員の拍はく手しゆの音が響ひびいた。




　ルサの報告を受けたマイドは、安あん堵どのため息をついた後で、先ほどまで開いていた通信ウィンドウを事務処理画面に切り替かえながら小さくつぶやいた。

「これでガンシップはめどがついた、あとは帝国の物量をどうやってしのぐか。それを考えなくちゃいけないな」

　マイドの目が、おびただしい量のメールの見出しを追った。

　アウトニア正規軍の総司令官であるマイドのもとには、毎日毎日大量のメールが送られて来ていた。

　その大量のメールはすべて一度ヴァルの手によって仕分けられ、それぞれに優先順位がつけられてマイドのパーソナルデスクに届けられていた。

　優先順位が中ほどまできたとき、マイドの目が一通のメールに留まった。

　それは、数ある陳ちん情じようのメールだったが、差出人のところにアイコンがつけられていたのだ。

　……個人的重要のアイコンだな。

　マイドは、差出人の名前を見てちょっと驚おどろいたように目を開いたあとで考え込んだ。

　そして、そのまま五分ほど身じろぎもせずにモニターを見つめていたが、やがて、ぽつりと言った。

「……マスコミか……使えるな。問題はビューノ監かん督とくがなんと言うかだ」

　マイドは再び考え込んだ、そしておもむろに右手の人差し指を差し出して起動キーを押した。

「ヴァル、昨日のメールに返事を出したいんだけど」

　その、マイドの言葉が終らないうちに、目の前にタキシードを着込んだ初老の男のホログラフが立ち上がった。

『メールというと、あれでございますか？　ビューノ氏の……』

　マイドはうなずいた。

「そう、映像作家のビューノ氏さ……それにしても、あの人も有名人になっちゃったよなあ」

『今や、押しも押されもせぬネットムービー監督ですからね』

「アウトニア国こく債さいのＣＭで有名になって、ネットムービーの監督に抜ばつ擢てきされてから、作る作品作る作品、全部ヒット作だものな」

『文面はいかがいたしますか？』

「ネオ・アウトニアへの取材訪問を歓かん迎げいします、その際少々ご協力をいただけませんでしょうか？　詳しよう細さいはサイコウェーブ通信でバーチャルユーマシティまでお越こし願えればそこでお話しいたします……という内容で頼たのむ。それと、メールの送信が終ったらケルプを呼んでくれないかな？」

『かしこまりました』

　ヴァルは一礼して消えた。

　ケルプを待ちながら、マイドはつぶやいた。

「……この作戦にはケルプワイン海かい賊ぞく団の特とく殊しゆ部隊の協力が絶対に必要だからな」
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　第七章　柵さくの中の牡お羊ひつじ







　ネオ・アウトニア星系は、恒こう星せいを回る七つの惑わく星せいから構成されており、その一番外側の惑星は長円の軌き道どうを描えがいていた。このため、八十二年に一度、六番目と七番目の位置が入れ替わる年がめぐってきた。

　その七番目の惑星の外には、長く広がる小惑星帯があり、それは、かつてその場所にあった惑星が七番惑星のように長円軌道を描いていたために、内側の惑星と衝しよう突とつして生まれたものだった。

　ケルプワイン海賊団の旗き艦かんゴッドフェニックスのブリッジに程ほど近ちかい作戦会議室の中で、マイドは、目の前の三次元モニターの中に浮うかぶ星系図をじっと見つめていた。

　恒星を中心に軌道を描いて浮かぶ七つの惑星の中の四番目の惑星。

　マイドの正面に浮かぶその惑星は緑色に輝かがやいていた。

　暗い宇宙空間を模した三次元星系図の中に浮かぶエメラルドグリーンの星。

　それこそがネオ・アウトニアだった。

　シートに座ったマイドが手を伸のばしてコンソールのキーを叩たたくと、星系の外側の四ヶ所に半はん透とう明めいの青いボールが浮かび上がって点てん滅めつした。

「ここが星系に最も近い転移可能ポイント……仮にＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄと振ふっておこう」

　その青いボール一つずつにアルファベットが浮かび上がった。

「この転移ポイントは帝てい国こく軍の先せん遣けん艦隊が常時警けい戒かいに当たっている。要するに封ふう鎖さ艦隊だな。しかし、ネオ・アウトニアに一番近い転移ポイントの封鎖艦隊は、一昨日おとといここに転移してきたエデッサ義勇軍艦隊と戦せん闘とうになって逃とう走そうした。だからこのポイントには、今、封鎖艦隊がいない」

　ケルプがそう言って手元の汎はん用よう端たん末まつを操作すると、エメラルドグリーンに光る星に一番近いところに浮いていた青いボールの周りに点滅していた赤い点が消えた。

　マイドの横にいたドキア提てい督とくが訊きいた。

「ここから例のガンシップが送られてくるわけじゃな」

　マイドはうなずいた。

「ええ、ガンシップだけではありません、補給も義勇軍の兵士も戦闘艦も、ぞくぞく集まりつつあります……ヴァル、現在の僕たちの戦力を表示してくれ」

　マイドの言葉が終るのと同時に、三次元スクリーンの脇わきに銀色の小魚のようなものが並んだ。

「ほう……艦種ごとにまとめてあるのか、わかりやすいの」

　ヴァルのやわらかな声が響いた。

『旧基準で言うところの戦艦クラスの船が二十二隻せき、重巡じゆん航こう艦クラスが五十二隻、軽巡航艦クラスが三百八十六隻、駆く逐ちく艦、フリゲート艦合わせて五百四十七隻、特務艦、哨しよう戒かい艇ていなどが　七百二十一隻となります』

　ドキア提督が、驚いたように言った。

「なんと……二千近いのか……」

　ケルプがうなずいた。

「ああ。でも、ほとんどがいわゆる小艦艇というやつで、数こそ多いけど、そんなにたいした戦力じゃない」

「それにしてもたいしたものじゃ。考えてみればこの艦はすべて、雇やとわれたわけでも命令で来たわけでもない、いわばボランティアじゃぞ」

「ボランティアの軍隊ってのも妙みような言い方だよな……まあ実態はそのとおりなんだけどな」

　小さく笑ったケルプを見ながらゆっくりとシートから立ち上がったマイドは、星系図を見つめて言った。

「さて……帝国第三軍はどこから来ると思う？」

「わからないな……一ヶ所か二ヶ所か……それとも四方から同時侵しん攻こうってことも考えられる」

　マイドは首を振った。

「それはないと思っていい。この四つの転移ポイントは離はなれすぎていて、相そう互ご支し援えんができる位置にない、いかに精せい鋭えいの第三軍といえども、兵力を分散する愚ぐを犯おかすとは思えない」

　ケルプが手に持った端末を操作すると、三次元モニターの星系図に黄色い矢印が浮かび上がり、マイド側、つまり恒星の手前のＡ・Ｂと打たれたエリアと、恒星の向こう側のＣ・Ｄと打たれたエリアの両方を交互に指示した。

　ケルプが訊いた。

「……近い方か遠い方か……どっちだと思う？」

　マイドはしばらくじっと矢印の示すエリアを見つめていたが、やがてきっぱりと言った。

「その、両方」

「帝国軍は戦力を二分する、と言うわけだな？」

「そう、しかし完全に二分するわけじゃない。おそらくは七対三の割合で二ヶ所の転移ポイントから侵攻するだろう」

「根こん拠きよは？」

　マイドは小さく笑った。

「バルク中将の性格だ。あの人は投機的な無む謀ぼうな作戦など一度もやったことのない人なんだ。常に最悪の事態を予想し、動くときには必ず失敗したときのフォローを考えて作戦を立てるだろう。そういった人間は、一ヶ所から攻せめ込んだり、四ヶ所に分散するようなリスクの大きな作戦を取らないはずさ。性格を動物にたとえるなら草食動物型の人間だ」

「草食動物型？」

「そうさ。人間には何かをやるときに、常に攻こう撃げき型で、一つの目標を定めて、それに向かって全力を尽つくす肉食動物型のタイプと、全体を目標において、ゆっくりと、しかし確実にそこに向かって行く草食動物型のタイプがいるんだ。バルク中将は後者のほうだ」

「確かにそうかもしれないな」

　そう言ってうなずいた後でケルプは訊きいた。

「俺はどっちだと思う？」

　マイドはケルプを見た後でにやっと笑った。

「お前はオオカミだ……しかし平和主義のね」

「……注ちゆう釈しやくつきかよ」

　ちょっと情けないような顔をしたケルプを見て、笑いながらマイドは訊いた。

「じゃあ、僕は何だと思う？」

　ケルプは考え込んだ。

「うーん、むずかしいな」

　やがて、何かに思い当たったようにケルプは顔を上げ、にやっと笑って言った。

「お前はウサギだ」

「ウサギ？」

「そう、でも馬ば鹿かにして近づくと首を食い切られるくらい凶きよう暴ぼうなんだ」

「なんだよそれ。それってウサギか？」

　ケルプはちょっと首をかしげて言った。

「少なくとも俺の見た限りではウサギだったな……それよりバルクのオヤジは何だと思う？」

「バルク中将か……」

　マイドは、腕うでを組んだ。

「羊かな……でも、経験を積んで、知ち恵えをつけて、襲おそってきたオオカミを柵さくの中に閉じ込めることくらい朝飯前になった、年老いた牡お羊ひつじというところかな」

　ケルプはうなずいた。

「なるほど、戦力の全体を七割の主しゆ力りよく艦かん隊たいと三割の支し援えん艦隊に分けるという方法を取るとお前が予想した理由はそれか」

「ああ、でもそれは戦法でもなんでもない人間の心理なんだ。もしこれが一対九だったら、そもそも分散する理由がない。二対八でも、やはり二の方に戦力としての働きを期待するのは難しい。そしてまた六対四だったら最初から全体を半分にしたほうが簡単だ。片方に圧あつ倒とう的な戦力を、そしてもう片方にそれなりの戦力と別働隊としての小回りの良さを求めるとしたら、絶対に七対三あたりに落ち着く」

「そうか、確かにお前の言うとおりだな。ということは、一番の問題は、どっちに本隊を転移させてくるか、ということなんだな」

　マイドは、小さく首を振って答えた。

「いや、それだけじゃない。おそらくバルク中将は、この本隊と分隊に時間差をつけて転移させてくるだろう。

　まず本隊を遠方に転移させて攻め込み、僕たちが防ぼう御ぎよ態勢を取ったときに、その背後、もしくは近くにある転移ポイントから分隊を転移させて挟きよう撃げきする、といった作戦を展開するかもしれない」

「攻撃のイニシアティブは、あくまでも向こうにあるということじゃな」

　考え込んだドキア提督に、マイドは笑いかけた。

「でも、僕たちにも主導権を握にぎれる部分があります」

「主導権を？」

　マイドは目の前にある星系図を指差してゆっくりと言った。

「それは、この画面の外です……」

「画面の外？」

　わけがわからない、という顔をするケルプとドキア提督をそのままにしてマイドは言った。

「そう、そのためにはまず空の貨物コンテナを、かき集める必要があるな」

「空の貨物コンテナ？　何をする気だ？」

　ますますわけがわからない、という顔をするケルプに向かってマイドは笑いかけた。

「おや？　お前が言ったんだぞ、空の貨物コンテナで敵の戦列艦に勝つ方法を思いつけって」




　その日の夕方。ネオ・アウトニアの外周軌き道どう上にある貨物ステーションのヤードでは、何隻せきもの小型機動艇ていが空のコンテナを引っ張って右う往おう左さ往おうしていた。

「ねえ、ネカン、これはどこにもっていけばいいのよ」「えーとそれはＨＩＤＥ運輸のコンテナだからＳエリアよ」「アーヤ！　違ちがうでしょ、それはまだ中身が入ってるのよ」「え～うそぉ～、だってＥマークがついてるよぉ」「リサイクルコンテナだから、前のマークが消えていないのよ。よく見てごらん、色が違うでしょ」「バイオレットバイザー越ごしに見ると全部同じにみえちゃうんだもん！」「とぉりゃあーっっ！　それいけーっっ！」「こら！　オノチ！　慣性をつけたまま離しちゃダメでしょうが！」「うるさいなあ、防護力場があるから大だい丈じよう夫ぶだよぉ！」「万が一ってことがあるでしょうが！」

　貨物ステーションの管制室には、雌めす猫ねこカルテットのかしましい声が響ひびき渡わたっていた。

「あいかわらずだね、あの子たちは」

　通信内容を聞いて微笑ほほえんだマイドに向かって、ケルプは顔をしかめた。

「ああ、元気なんてもんじゃない」

　ケルプが、通信コンソールを操作して話しかけた。

「おーい、お前ら、ムダ話してないでちゃんと仕事しろよ」

　ケルプの声が聞こえたのだろう、通信モニターの画面にいきなりカルテットたちの顔が映った。

「わーい！　ケルプ兄ちゃんだ！　やっほー」「ねえねえねえ、ケルプ兄ちゃん！　あのコットン姉さんとは、どこまで行ったの？　式はいつ？　子供は何人？」「きゃー子供だって！　さっすがケルプ兄ちゃん！　オ・ト・ナ」「きゃーきゃーきゃー」

　ケルプは赤い顔をして通信モニターに向かって言った。

「うるさい！　関係ないだろうが！　コットンはただの友達だ」

「うわ！　いまさら」「コットン姉さんが一世一代の告白をしたっていうのにつれない返事！」「言っとくけどぉ、あたしらはコットン姉さんの味方だかんね！」「きゃーきゃーきゃー」

　ケルプは、うんざりしたような顔になった。

「もういい、とにかくちゃんと仕事しろよ。コンテナを溶よう接せつして、それなりの形にするには結構時間がかかるんだからな」

「りょうかーい！　仕事終ったらご飯おごってね！」「あー、あたしご飯よかパフェの方がいい！」「あたしはあんみつ！　ってゆーかクリームぜんざい！」「あたしはチーズケーキがいいな、香こう茶ちやつきの！」

「ああ、わかったわかった、とにかくがんばれよ！」

　一方的にそれだけ言って通信を切ったケルプは、空のコンテナを運んでいる機動艇たちを眺ながめていたマイドに訊きいた。

「それにしても本当に使い物になると思っているのか？　お前が造ろうとしているのは、戦せん闘とう力ゼロの田んぼのカカシ以下のシロモノだぞ」

　マイドは、モニターを見つめたまま訊いた。

「カカシの目的は何だと思う？　田んぼのスズメに物理的攻こう撃げきを与あたえるためかい？」

「いや、カカシは何もしないな、ただ脅おどかすだけだ」

　マイドはうなずいた。

「そう、カカシは刺し激げきするだけさ。恐きよう怖ふ心と警けい戒かい心をね……その根底にあるのは想像力と洞どう察さつ力だ。だから、深しん慮りよ遠えん謀ぼうができる人間には有効なのさ」




　その頃ころ、帝てい星せいの外周軌道にある防御衛星内にある帝国親衛隊近衛このえ師団の総務課を、一人の男が訪おとずれていた。

　応対した受付の事務局員に案内されて、部屋に通されたその男を見た総務課長は、歓かん迎げいするような微び笑しようを浮うかべてその男を迎むかえた。

「これはこれは、お待ちしていました、ビューノ・アイカワ監かん督とく」

「いえ、こちらこそ、帝国軍近衛師団の方のご協力がいただけるなら、言うことはありません」

「立ち話もなんです、ささ、どうぞこちらへ」

　総務課長は、ビューノと名乗った男を、いそいそと部屋の奥にある応接室に案内した。

　ソファに座ったビューノに向かって、総務課長は、もみ手をしながら言った。

「先日、監督のお書きになった企き画かく書しよと脚きやく本ほんを読ませていただきましたが、このたびの作品は、まさに、帝国軍近衛師団の勇ゆう猛もう果か敢かんぶりを世の人々に広く知らしめるにはもってこいの作品ですな」

「ええ、それがこの作品の目的の一つでもあるのです。近ちか頃ごろは帝国国民でありながら、このマガザン帝国に対し不満を言い立てることが正義であるかのような風潮が散見されます。私はそういった風潮に、一石を投じたいのです」

　総務課長は喜色満面でうなずいた。

「いやあ、ごもっともごもっとも」

「そこで私は考えたのです。帝国の礎いしずえは帝国軍である、ならばその帝国軍の中心は近衛師団ではないかと。帝国軍近衛師団の勇猛果敢な戦いぶりを世の人々に知らしめることこそ、私に与えられた使命ではないか？　とね」

「いやあ、本当にそのとおりですな。帝国軍務局の広報課をはじめとする上の方からも、なるべくビューノ監督に便べん宜ぎをはかるように、という通達を受けておりますよ」

　ビューノは、少し安あん堵どしたような顔になった。

「そうですか、それはありがたいですね。ついては、先日お出しした企画書のとおり、撮さつ影えい用に帝国軍近衛師団の軍ぐん艦かんを何隻かお借りできませんでしょうか？　ＣＧでは、やはり本物のリアリズムに勝てないのですよ」

「ええ、どんな種類の艦がよろしいでしょうか？」

「そうですね、やはり画面上の迫はく力りよくを考えると戦艦が二、三隻は欲しいですね」

「わかりました、では我が近衛師団の最新式ＳＸ級戦艦三隻をお貸しいたしましょう」

「それはありがたい。あと、わがままついでに言わせていただけるなら、スタッフや器材などの輸送や、ベースキャンプ用に補給艦のような船をお借りできればと思います」

「補給艦をですか？」

「ええ、主人公はあくまでも新しん鋭えい戦艦です。ただ、戦艦の外周撮影や航行中の映像を並行して撮影するとき、民間の船が見切りで……あ、見切りというのは画面に不必要なものが入ることを言うのですが、そういったものが映り込んでは台なしですので、雑用船などのすべてを軍艦で統一できれば、と思いまして」

　総務課長は納なつ得とくしたようだった。

「ああ、わかりました。そういうことでしたら、補給艦も我が軍の最新のものをお貸ししましょう」

「ありがとうございます！」

　頭を下げたビューノに向かって、総務課長は余よ裕ゆうの表情で答えた。

「いえいえ、これもみな、我が近衛師団の実力を広く世にアピールする良い機会ですからな……で？　撮影はいつごろから？」

「お忙いそがしい軍務の邪じや魔まにならないように、すぐに始めたいと思います。そうですね、できれば今日からでも」

　総務課長は驚おどろいたようだった。

「今日から！　それはずいぶんとお急ぎですな……」

「無理でしょうか？」

「いえ、無理というわけではありませんが、お貸しする予定のＳＸ級戦艦はいずれも半はん舷げん休息中でして、乗組員がほとんど乗っておらんのですよ」

「それは好都合ですね」

「は？」

　訝いぶかしげな顔をする総務課長に向かって、ビューノはあわてたように言った。

「あ、いや、その、あまり人が乗っていますと、撮影の邪魔になることがありまして……素人しろうとは、画面のどこかに映りたくてしかたがないのですよ。まあ、気持ちはわかりますが」

　総務課長は苦く笑しようした。

「わかりますよ、そういうことでしたらこの半舷休息中ということも好都合でしょうね。では、さっそく手配しましょう」

「よろしくお願いします」

　ビューノはにっこりと笑って、頭を下げた。




　そして半日後、帝てい国こく軍近衛このえ師団第二艦隊に所属しているＳＸ級戦艦三隻せきは、撮影に協力するため泊はく地ちの外周に移動し、補給艦グェナヴィアに接舷するようにという命令を受けた。

　そして、接舷した補給艦から、さまざまな撮影用の器材とともに何人ものスタッフが戦艦の中に乗り移ってきた。

　そのスタッフたちの身のこなしは機き敏びんで、実に手て際ぎわが良く、それは良く訓練された兵士を思わせるものだった。
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　第八章　魔ま弾だんの射手







「ガンシップが送られて来たんだって？」

　ネオ・アウトニアの衛星軌き道どう上にある軌道ステーションに停泊していたゴッドフェニックスのブリッジに、元気な声が響ひびくのと同時に、赤毛のロングヘアーの女の人が飛び込んできた。

　見事なまでの三次曲線を描えがいている赤いパイロットスーツ姿のその女性は、つかつかと情報コンソールに近づくと、手て馴なれた様子でキーボードを叩たたいた。

「マリリン姉あね御ご！」

　あっけにとられていたケルプが声をかけると、マリリンはくるりと振ふり返って笑顔を見せた。

「よ、ケルプ、久しぶり。いやね、ルサ機関長が造った船ってのが、どんなものなのかちょいと興味があったんでね。自分でシャトル飛ばしてやってきたんだ」

「いきなりやってくるからびっくりしたぜ」

「いちいちアポ取るのも面めん倒どうだし、あんたらもいろいろ忙しいだろうから、黙だまって来ちまったのさ」

　マリリンはそう言うと、何か言いたそうな顔をしているマイドに向き直った。そして意地の悪そうな笑いを浮かべて言った。

「悪いねえマイド、今日は私だけなんだ……って、露ろ骨こつにがっかりするんじゃない！」

　マイドはあわてて首を振った。

「あ、いえ別に……」

「なーに言ってんだィ、顔に書いてあるよ、なんだメイは来てないのか、ってね」

　そして、ちょっと真面目まじめな顔になってマリリンは言った。

「冗じよう談だん抜ぬきに一段落したら、地表に降りておいで。これからアウトニアの命運を決める一戦が始まるんだろう。だとしたら、あんたは国民に説明する義務があるはずだ」

「そうですね」

　うなずいたマイドに向かってマリリンは再びにやっと笑った。

「堂々と地表に降りて、胸を張ってメイに会いに行けるよ」

　マイドはちょっと赤い顔をしてうなずいた。

「ええ、僕もそろそろメイに会いたいと思っていたところなんです」

　マリリンはちょっと目を見開いた。

「おや、正面から受け止めたね……さては覚かく悟ごを決めたか」

「覚悟は……きっと僕がメイを最初に見たときに決めていたんだと思います」

「今までは、それを正面切って認めるのが恥はずかしかった、ってわけか……」

　マリリンはそこで言葉を切って、ふっと笑った。

「オトナになったね、あんたも」

「まだまだ子供ですよ」

　マリリンはマイドをにらんだ。

「……まさか、今の言葉の頭に『あんたに比べれば』って言葉がつくんじゃないんだろうね」

　マイドは、ぶんぶんと音がするくらいに首を振って言った。

「誰だれが言うもんですか、そんな命知らずなこと」

「ちょっとひっかかるけど、まあいいか。それよりルサが造ってきたガンシップとやらを見せてくんない？」

「今、第一陣じんがＦエリアについたところです」

　マリリンはコンソールをいじった。

「えーとＦエリアってのはこれね、お、映った映った」

　モニターに映った宇宙船の群れを見て、マリリンは無言だった。

　そして、ゆっくりと振り返ると、真しん剣けんな顔で訊きいた。

「……失敗したの？」

　マイドは苦く笑しようした。

「失敗したわけじゃないですよ」

「でも、あれなんか推進機がむき出しじゃない」

「エンジン部の外装は軽量化のためについていない船もあるんです」

「だって、あの船なんかブリッジもついてないよ」

「操縦系は脱だつ出しゆつ用カプセルについているんです」

「全部の船に穴が開いてるし」

「あれが砲ほう門もんなんです！」

　マリリンは不安そうな顔でモニターを見つめた。

「どうみてもスクラップの寄せ集めにしか見えないなあ……こんなものが本当にビームを撃うてるの？」

「大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと撃てます」

「ビームが撃てても一発だけなんだろう？」

「ええ、その点もご心配なく。見てのとおり今は百隻もありませんけど、これから先どんどん数が増えますから」

「あれは何隻くらい造るんだ？」

「そうですね、先ほどルサ機関長のレポートを読んだんですけど……三千隻くらいでしょうか？」

「ふーん、三千隻ね……」

　そう言ったあとでマリリンは自分の言葉に驚いたように振り返った。

「ちょっとまった！　マイド！　今、なんて言った？」

「え？」

「え。じゃないよ、あんた今、さらっと三千とか言わなかった？」

「言いましたよ、三千隻って……」

　マリリンは吠ほえた。

「そんなにたくさんの船を買ってくる資金がどこにあるって言うんだ！　私たちが使える資金は、牛ぎゆう丼どん屋の売り上げを元手にしてメイが必死に運用している、ささやかなものしかないんだぞ！」

　マイドはうなずいた。

「ええ、ですからその、ささやかな資金で、三千隻を買ったんです」

「あれっぽっちの資金で三千隻の船を買ったって言うのかい？　一隻いくらだったんだ？」

　マイドは考え込んだ。

「一隻いくら、と訊かれても困りますね……一隻という単位じゃなくて、トンあたりいくら、という単位で買っていますから」

「トンあたり……って、重さのこと？」

「そこから先は俺が説明してやろう」

　中年の男の声がした。

　マイドが振り返ると、そこに作業服を着込んだずんぐりとした体型の四十過ぎの男と、ちょっと瘦やせぎすのメガネをかけた背の高い男が立っていた。

「ルサ機関長にカワハヤ航宙士！」

　マイドの声を聞いた二人は微笑ほほえんだ。

「よ、マイドにケルプ、んでもって姉御どの、お久しぶりです」

　マイドは頭を下げた。

「いつぞやはお世話になりました」

「ああ、マイド閣下をコンテナで運んだときのことか。まあ何にせよ無事に着いて良かった」

　にこやかに笑う二人を見て、マリリンが不満そうな声を上げた。

「無責任な顔で笑ってるんじゃないよ、あんな、撃てるか撃てないかわからないできそこないの船しか造って来なかったくせに」

　ルサ機関長が、あわてたように言った。

「おいおい、できそこないってのはないでしょう。ちゃんと撃てるんだ、マイドの注文どおりに造ったんだぜ。そりゃあ確かにトンあたりいくら、って単位のスクラップから造った船だけど、ようは見てくれじゃなくて中身ですよ」

　横に立っていたカワハヤが助け舟ぶねを出した。

「ああ、そうです、性能については保証つきだ。あの主砲はＳ級戦せん艦かんの全火力の約二倍の威い力りよくがあります……計算上ですけどね」

「Ｓ級戦艦の全火力の二倍？　とんでもない威力だな」

　ケルプが目を丸くした。

「耐たい久きゆう性や経済性なんてものを最初から考えていないからな。反はん応のう炉ろのエネルギーに通常の二割増しくらいの過負荷をかけて一気にぶっ放すんだ」

「二割増しか……すごいな」

　ケルプは目を輝かがやかせた。

「でも、火器管制システムが搭とう載さいされていないから、照準は目視でやらなきゃならない」

「目視？　直接照準なのか？」

　ルサはうなずいた。

「ああ、各艦のブリッジに、電でん影えいクロスゲージを取り付けてある、射手はそれを見て、直接引き金を引くことになるな」

「うーむ、発射エネルギーを百二十パーセント充じゆう塡てんして、艦首に開いた砲口から撃つ……照準はターゲットスコープで直接照準か……」

　そこまで言ってからケルプが、にやっと笑って付け足した。

「乗組員に耐たいショック耐閃せん光こう防ぼう御ぎよの姿勢を取らせる必要がありますね」

　ルサ機関長も同じように、にやっと笑って答えた。

「当然だ」

　マリリンは、やれやれ、といった表情で言った。

「よくわかんないけど、ひょっとしたらあんたらは根は一いつ緒しよかもしれないね」

　ルサ機関長は胸を張って言った。

「それは男のロマンというやつですよ」

「ロマンだか何だか知らないけど、あたしにはアウトニアの財政を管理する義務があるんだよ、大事な資金を道楽のために使われちゃたまんないね」

　ルサ機関長は、胸を張った。

「わかりました、では実際にその威力をごらんに入れましょう。一緒に来てください」

「試射をするのか？」

「ええ、とりあえずその目でこいつの威力を確かめてください」

　マリリンはうなずいた。

「よし、見てやるよ、私は自分の目とカンを頼たよりに生きてきた人間だからね」

「ちょっと待ってくれ！」

　ケルプが口を挟はさんだ。

「俺たちだけじゃなく、仲間……そう、ケルプワイン海かい賊ぞく団や義勇軍の連中にも見せてやりたいんだ、どうかな？　マイド」

　マイドはちょっと考えた後でうなずいた。

「一応、あれは切り札に使うつもりだったから、試射の現場を生なま中ちゆう継けいするわけには行かないけど、僕たちにはとてつもない秘密兵器があるんだってことを仲間に知らせておくことは、士気を高めるのにはもってこいだな……試射は、ケルプワイン海賊団とミリオン傭よう兵へい隊の幹部、そして義勇軍の指揮官たちを呼んで公開しよう……いつごろ準備できる？」

　ルサ機関長は、腕うでを組んだ。

「そうですね……五時間もいただければ」

「よし、じゃあ五時間後に公開実験だ。場所は監かん視し衛星だな。あっちの方が設備がいい」

「了りよう解かいした、すぐに連れん絡らくを回そう」

　ケルプはうなずいた。




　ジャンクスターから送られてきたガンシップたちが停てい泊はくしているＦエリアは、ネオ・アウトニア星系の一番外側に広がる小惑わく星せい帯の近くにあった。

　ネオ・アウトニアの衛星軌き道どう上には四つの監視衛星があり、星系内に設置された多くのセンサーによって、常時星系内を監視していた。

　そのうちの一つ。

　つい一ヶ月前までは、帝てい国こくの監視衛星だったその監視衛星のメインモニターの前には、マイドをはじめとするアウトニア軍、そしてケルプワイン海賊団とミリオン傭兵隊の幹部や義勇軍の隊長などが並んでいた。

　ルサ機関長がモニタースクリーンの前に立って、居並ぶ面々を見回して言った。

「さて、これからガンシップの威力をお見せしようと思う……が、その前にまずこのガンシップの概がい要ようについて簡単な説明をしておく。まずこれがガンシップの外見だ」

　ルサ機関長の言葉と共にスクリーンに映っていた灰色の点が一気に拡大されると、集まった人々がざわついた。

　その中には明らかに失しつ笑しようと思われる笑い声も交じっていた。

　それも、そのはずである。

　スクリーンに映ったシロモノは、誰だれがどう見ても輪切りにされた旧式の軽巡じゆん航こう艦にしか見えなかったからだ。

　後部にある推進機は半分むきだしであり、船体外がい殻かくはつぎはぎだらけ、ブリッジのあったであろう場所には、とってつけたように楕だ円えん形のコクーン型の脱だつ出しゆつ用小型船がはめこまれている。そして何よりも目を引くのは、船体前部にあった攻こう撃げき用火器が取り付けられた戦せん闘とう区画がすっぱり切り取られて、そのかわりに、巨きよ大だいな動力パイプが突つき出しているその異様さだった。

　マリリンがつぶやいた。

「何度見ても……いや、見れば見るほど納なつ得とくできないねえ、本当にこれでビームが撃うてるのかい？」

　ルサ機関長は、うんざりしたように言った。

「何度言ったらわかるんですか、あれはちゃんと撃てるんです！」

　そして、手元にあった端たん末まつをいじって、スクリーンの映像を切り替かえた。

　そこに映ったのは、ガンシップの概がい略りやく図だった。

「見てのとおりこれがガンシップの概略図だ。実際のガンシップの図面は、原型の船によって造りが全部違ちがうから参考にならない。この図で簡単な仕組みだけを説明しよう」

　ルサ機関長は船体後部の推進機を指示した。

「こいつがエンジンだ。通常空間で光速の七割くらいまでなら出せるはずだ。推すい進しん材ざいは内蔵タンク、もしくは外装タンクに入ることになるが、船のサイズによって違う」

　次にルサ機関長は、船体中心からちょっと後ろに位置している反応炉を指示した。

「こいつがこのガンシップの心臓部というか存在理由だ。撃つときはこいつの制せい御ぎよ棒ぼうを取っ払ぱらって臨界寸前まで励れい起きしておく。んでもってコックピットで引き金を引くと開いている制御棒用の穴から反応炉に燃料用の陽子棒が打ち込まれて、一気に臨界を越こえる。その爆ばく発はつ的なエネルギーは、シールドされていない前方に向かって一気に噴ふん出しゆつする。そしてこいつの前に作った一時的なビームチャンバーに送り込まれるわけだ」

　概略図を見ていたマリリンが訊きいた。

「それは……爆発とどう違うんだ？」

　ルサは肩かたをすくめた。

「同じことです。こっちはちょっとだけコントロールできる爆発なんです」

　マリリンは疑わしげにつぶやいた。

「太陽の表面爆発をコントロールしようとするようなものだと思うがね……」

　ルサ機関長は、マリリンのつぶやきを無視して、概略図のガンシップの前部に空いた穴を指示した。

「こいつが砲ほう口こうだ。スクラップにされた軍ぐん艦かんの火器は、使い物にならない。反はん応のう炉ろからビーム砲にエネルギーを送る動力経路のシールドが完全に除去されてしまっている。そのまま撃てば艦かん内ないで大爆発してしまう。だから俺たちは、新たな動力経路を作った、戦艦クラスの船は複数の反応炉を並列で使用している。その反応炉どうしを繫つなぐ動力パイプに一時的なシールドを施ほどこしたものだ。こいつなら臨界に達した反応炉のエネルギーに耐たえるだけの強度がある……一回だけだけどな……ビームチャンバーの中に蓄ちく積せきされた陽子エネルギーは、このパイプを通って外に撃ちだされることになる」

　ルサ機関長は最後に砲口の先の空間を指示した。

「こいつが撃ち出すものを、何と呼んでいいのかわからん。帯電した粒りゆう子しを大量に撃ち出すわけだからビーム兵器と呼んで差し支つかえないと思うが、とにかく、ありとあらゆるエネルギーが棒状に吐はき出されると思っていい。砲口から吐き出されたエネルギーは、一応の指向性を持っているが、収束されていないから遠えん距きよ離りから撃たれるタイトビームに比べると有効射程は短い。それが欠点といえば欠点だな……さて、何か質問はありますか？」

　居並ぶ幹部の中から声が飛んだ。

「先ほど一時的なシールドを施す、と言われましたが、そのシールドは、どれくらい耐えられるんですか？」

　ルサ機関長はうなずいた。

「いい質問だ。はっきり言おう。わからん」

　再びざわついた幹部たちに向かってルサ機関長は言った。

「あそこにあるのは、製品じゃない、統一された規格のもとに工場で生産されたものじゃないってことだ。あれは全部手造りなんだ。ジャンクスターにいるスクラップ屋のオヤジ連中が、不ふ眠みん不休で造ってくれている品物なんだ。だから、確かにばらつきはあるし、確実に作動する保証なんかない。あるとしたら……心意気だ」

「心意気？」

「ああ、意地と言い換かえてもいい。あれはスクラップ屋の心意気と意地のカタマリなんだ。それが信じられるなら乗ればいい、それだけのことだ……他に質問は？」

「はい！」

　マリリンが小さく右手を挙げた。

「なんですか？　姉あね御ご」

「あれ、本当に撃てるの？」

　ルサ機関長は「だからあ……」という顔をして答えた。

「それを、これからお見せするんでしょうが……わかりましたよ、能書き並べても仕方ないですよね。はいはい、実射試験を始めましょう」

　ルサ機関長は、そう言うとポケットからゴーグルを取り出した。

「先ほど皆みなさんにお配りしたこいつをつけて欲しい。こいつは、もともとは解体屋のアイテムでね、反応炉の臨界時に出てくる有害なスペクトルと光を遮しや断だんする機能がついている。スクリーンの方で輝き度ど調整できるが、それだと細部がわからなくなるかもしれないからな」

　幹部連中がゴーグルをつけ終ったのを見て、ルサ機関長は通信コンソールに向かって言った。

「準備できたぞ、いつでもぶっ放していいぞ！」

　一いつ瞬しゆんのタイムラグの後で通信コンソールから女の子の声が応こたえた。

『了解！　じゃあいっきまーす！』

　マリリンが驚おどろくのがゴーグル越ごしでもわかった。

「ちょっとまて、ルサ、あのガンシップに乗ってるのは女の子なのかい？」

「ええ、そうですよ、ジャンクスターからここまで回航してきた連中の一人です。扱あつかい慣れてますから」

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ！」

　ルサ機関長は、マリリンを見て微笑ほほえんだ。

「あれに乗っているのはジャンクスターの長老リムジンさんの孫まご娘むすめでね、まだ若いけど解体再生の腕うではピカ一なんだ。それにこれは本人が志願したんだ。自分で造ったものに他人を乗せるような無責任なことはしたくないってな」

「でもよ……」

「あ、そういえば皆さんに挨あい拶さつしてなかったな、おーいティー、顔を見せろ」

『え？　顔って？　ああ、そうか映像送信のスイッチが入ってなかったよね、あ、それ、ぽちっとな』

　言葉と共にメインスクリーンの真ん中に女の子が映った。

　赤い髪かみの毛を後ろでひっつめにしてまとめた十七歳くらいの女の子だった。

　女の子は、自分が何十人という人の前にいるのに気がついたとたん真っ赤な顔になった。

『わ！　きゃ！　何？　なんでこんなに人がいるのよ！』

「悪い悪い、そう言えばお前には言ってなかったよな。ここにいるのが、アウトニア軍の面々だ。お前さんたちが造ったガンシップを心待ちにしていたんだぜ」

　メインスクリーンの中にいた作業服姿の女の子は、真っ赤な顔のままぴょこんと頭を下げた。

『は。はじめまして、ジャンクスターのティー・トワイニングといいます』

　マイドが、メインスクリーンに向かって一歩踏ふみ出した。

「はじめまして、私がアウトニア軍の総責任者、マイド・ガーナッシュです、どうもご苦労様でした。あなたの造ってくれたガンシップの威い力りよくにみんな期待しています、どうもありがとう」

　ティーはもじもじしながら言った。

『あ、いえ、とんでもありません！　マイド閣下に会えるんだったらもっとキレイな格好してくれば良かったなあ……』

「そんなことないさ、その作業服だってカッコいいよ」

　そう言ってマイドが微笑むと、ティーの顔が輝かがやいた。

『ホントですか！　マイド閣下にそう言われると、信じちゃうな……あ、そうそうマイド閣下、お願いがあるんですけどいいですか？』

「お願い？　僕にできることならなんでも」

　ティーの顔がますます輝いた。

『じゃあ、サインください！　私、新品の作業着持ってきたんです、その背中のところに！』

　マイドは照れたように言った。

「サイン？　困ったなあ……僕は字が下手だからサインなんて書類にしかやったことがないんだ……それでも良ければ書くけど……」

『ホントですか！　きゃー！　やった！　これでみんなに自じ慢まんできるぅ！』

　ルサ機関長が苦笑いしながら割り込んだ。

「おいおい、いいかげんにしろよ、さっさと始めろ」

『わっかりましたぁー』

　ぴょこんと敬礼したティーの映像を最後に、モニターはガンシップの遠景に切り替かわった。

　ルサ機関長は、モニターの前に立って幹部たちに向き直った。

「さて、これから実射試験を行います。目標は小惑わく星せい帯の手前に置かれた空コンテナで作ったデコイです。実際の艦かんと違ちがって防ぼう御ぎよシールドが展開されていませんが、そんなことが問題にならないということをお見せしましょう……ティー！　エネルギー充じゆう塡てん開始だ！」

　ルサの言葉が終るのと同時に通信コンソールからは無む邪じや気きな女の子の声でカウントダウンが聞こえていた。

『わっかりましたー、よーしいっくぞー！エネルギー充塡九十％……一〇〇％……百十％……百二十％……エネルギー充塡百三十％……』

　ルサが驚いたように言った。

「おい！　ティー！　負ふ荷かかけすぎだ！　百二十％で発射だろうが！」

『大丈夫、大丈夫、五割増しまで行けるって！……エネルギー充塡百四十％……』

　そのとき、メインスクリーンに映るガンシップの外がい殻かくパネルの隙すき間まからいく筋もの光が飛び出して来た。

　ルサが叫さけんだ。

「ダメだ！　内ない腔こうシールドが破損しているぞ！　脱だつ出しゆつしろ！」

　通信コンソールから、戸と惑まどったようなティーの声が聞こえた。

『え？　あ⁉　うっそー！　そんなぁ！』

　そしてガンシップから何か白い球形のものが飛び出すのが見えた。

　次の瞬間、メインスクリーンが白く輝いた。

　スクリーン越しに見た爆発には、実際には音も衝撃波もない。

　しかし、無音であるがゆえに、その場所にいた全員の脳内に、けた外れの爆発音が響きわたった。

　想像力によるその爆発音は、全身をゆさぶるような衝撃波とともに全員の身体を揺さぶったのだろう、その証拠に、スクリーンの前にいた何人かがよろめいた。

　至近距離からガンシップを映していたモニターが白い光に包み込まれ、一瞬ブラックアウトしたが、すぐにはるか遠くから現場を映す映像に切り替わった。

　そこに映っていたのは、寿命の短い小さな太陽だった。

　ほんの少しのタイムラグの後で、モニター画面が揺れた。

　宇宙空間は真空で、衝撃波や爆風を伝えるものが存在しない。

　このとき画面が揺れた理由は、爆発によって放出された帯電した粒子を浴びたための乱れだったが、見ていた人間すべてがそのとき顔に爆風を感じた。

　やがて、白く輝く球体が、ゆっくり消え始めたとき、我に返ったルサがあわてて通信コンソールに向かって叫んだ。

「ティー！　大丈夫か！」

　ルサの呼びかけからしばらくしてから応答があった。

『あいててて、ひっくりかえっちゃった、これほどとは思わなかったなあ……』

「怪け我がはないか？」

『怪我？　ああ、大丈夫だよ。シートのハーネスが外れてひっくりかえっただけ、他ほかはなんともないや。脱出用の救きゆう命めい艇ていの表示はオールグリーンだよ』

「そうか……良かった。すぐに回収船が行くから待機していろ」

　通信を切ったルサは無言だった。

　その場に居並ぶ全員が無言だった。

　やがて、マリリンが、両手を小さく挙げた。

「まあ……失敗はどこにでもあるさ。ねえ、ルサ、あのガンシップはちゃんと撃うてるんだろ？」

「ああ、事故の原因は、おそらく負荷のかけすぎだ、みんなにいいところを見せたかったんだと思う……通常の二割増しだったらうまく行ったはず……なんだ」

　それきり、再び周囲に重い沈黙が広がる。

　そのとき、その場の重苦しい雰ふん囲い気きを打ち消すような明るい口調でケルプが言った。

「そ、そういえば、俺たちはあのガンシップを、そのままガンシップって呼んでるけど、そのままの名めい称しようでいいのかよ。正体がバレバレじゃないか。秘密兵器なら、やっぱりコードネームで呼ばないとまずいんじゃないか？」

　マイドが考え込んだ。

「そういえばそうだな、あまりにもダイレクトすぎる呼び方だ」

　マイドは、幹部たちを見回して言った。

「何かいいコードネームはないでしょうか？　あのガンシップのことだ、とすぐわかって、なおかつ気づかれないような呼び名が」

　幹部連中は考え込んだ。

　やがて、マリリンが顔を上げた。

「あ、わたし、いいの思いついた」

「どんな名前ですか？」

　マリリンはにやっと笑って言った。

「さっきからずっとルサと言い合っていた言葉から思いついたんだけどさ……

『撃てルンです』ってのどうかな？」

　モニタールームが笑いに包まれた。

「そりゃあいい。知っていればすぐにわかるし、知らない人間がちょっと聞いただけじゃ何のことだかわからないものな！」

　マイドは笑いをこらえて言った。

「では、本日よりあのガンシップを『撃てルンです』と呼ぶことにします。異存はないですね」

　マイドの言葉に幹部たちは笑え顔がおでうなずいた。しかし、その笑顔はどこかぎこちなかった。




　幹部たちが立ち去ったあとの監かん視し衛星のモニタールームには、マイドとケルプだけが残った。

　心底がっかりした……という顔つきで、メインモニターを見ていたケルプにマイドが声をかけた。

「どうしたんだ？　ずいぶん悲しそうだな」

　ケルプはうなずいた。

「ああ、悲しいね、こんなに悲しいことはない……俺たちは今まで小艦かん艇ていだけで戦うことを余よ儀ぎなくされてきた。このケルプワイン海かい賊ぞく団の中で一番大きな船のゴッドフェニックスだって重巡じゆん航こう艦だ。戦列艦と呼ばれる戦艦たちの火力に比べれば、子供みたいなものだ。でも、あれがあれば、もう悔くやしい思いはしないですむ、と俺は思ってきた」

「確かにそうだね。一回しか使えなくとも、あの『撃てルンです』の火力は絶大だから」

　ケルプはつぶやくように言った。

「やっとケルプワイン海賊団の本隊とミリオン傭よう兵へい隊の本隊が来たんだ。いや、それだけじゃない。転移ポイントを監視していた封ふう鎖さ艦隊を追い払はらったから、ぞくぞくと義勇軍が来ているんだ。エデッサの艦隊、エルノリク男だん爵しやく領、アクトレス星系といったほとんどの地方諸しよ侯こうの軍隊から来ている。それぞれの艦隊は少ないかもしれないが、彼らは本気だ。帝てい国こくに叛はん旗きをひるがえすことの意味を知って、なお俺たちに味方しようとしているんだ。お前……昔、言ったよな、戦力とは火力や正面装備だけじゃない、それを扱あつかう人間の意欲というのも大事な戦力だ、その三つが組み合わさったものが戦力だ……って」

「ああ、言ったよ」

　ケルプはこぶしを握ってメインスクリーンを叩たたいた。

「俺は今、本当の戦力と呼べるものを手に入れた……俺はそう信じていた！　人と、船と、そして……火力を！」

　マイドはケルプの肩かたを叩いて言った。

「信じようよ、ルサ機関長と、ティーの言うことを……あれは負荷のかけすぎによる事故で、本当ならうまく行ったんだって」

「ああ、信じたい、でもなあれは試射も何もできないんだ。一発勝負で決めなきゃならない兵器だ。それに信しん頼らい性がないとしたら、俺たちは何を頼たよりにすればいいんだ？」

　マイドは静かに言った。

「兵器に信頼性がないとしたら、僕たちはそれを造る人たちを信頼するしかないということなんだと思うな。だって、義勇軍も、ジャンクスターの人たちも……お前だって他人を信頼する、という一点だけの共通点で集まってきた仲間の一人なんだ、違ちがうかい？」

　ケルプはマイドを見た、そして大きくため息をつくとマイドの肩を軽く突ついた。

「違いない……俺たちは運命共同体だ、だとしたら信じるしかない……というわけだな」

　マイドは微笑ほほえんだ。

「僕らにできることはそれだけだからね」
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　第九章　乙女おとめの秘密







　三日後、アウトニア軍は大規模な編成替がえを行った。

　ケルプワイン海賊団に属していた旧アウトニア軍の将兵と、訓練が終った義勇兵によってアウトニア正規軍が新編成され、これによってアウトニア軍は正規軍、ケルプワイン、ミリオン混成艦隊、そして義勇軍艦隊という三つの艦隊によって編成されることになった。

　そして、アウトニア軍全軍の指揮を執とる旗き艦かんとして選ばれたのは、最新式のＳ級戦艦シザーズ・ナイツだった。

　この戦艦は、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで沈しずんだＦ級戦艦ジョスランの代だい替たい船せんとして、帝国からエデッサ伯はく爵しやく領艦隊に供きよう与よされた戦艦だった。

　この戦艦は、辺境の地方諸しよ侯こう艦隊を指揮する司令官専用に造られた艦であり、通信情報処理能力が他の艦より高かったからである。

　アウトニア軍はこの戦艦に若じやつ干かんの改造を加え、アウトニア軍の旗艦とし、アウトニア正規軍に編入した。

　この時点でアウトニア軍の総艦数は五千隻せきを超こえていた。

　……もっとも、そのうちの三千隻近くは一回限りのガンシップ、通つう称しよう「撃てルンです」でしかなく、継けい続ぞく戦せん闘とうに加われる正規の戦闘艦の数は二千隻に過ぎなかった。

　補給物資の集積を終えた帝てい国こく第三軍のアウトニア討とう伐ばつ艦隊が、アウトニアに来らい寇こうするのは間違いない事実であり、その総数は二万を超えると思われた。

　数で見れば半分に満たない戦力で、誰だれが見ても劣れつ勢せいとしか言いようがない状じよう況きようだったが、義勇軍をはじめとするアウトニア軍全軍の士気は高かった。

　その士気の高さを支えているのが、マイド・ガーナッシュという人間の存在であることは間違いない。

　ケルプワイン海賊団も、ミリオン傭兵隊も、そして各地の地方諸侯軍も、すべて過去においてマイドの戦い振ぶりをまのあたりにしていたからである。

　奇き跡せきを呼ぶ男。

　どんな劣勢でも撥はね除のける男。

　そして、必ず勝利をもたらす男。

　アウトニア軍の全将兵が、それを信じていた。

　しかし、もし、マイドがそれを聞いたら、おそらく真剣な顔をしてこう反論するだろう。

「とんでもありません！　もしも僕に他の人より優れた部分があるとしたら、それはきっと運がいい、ということだけです。今まで僕が考えついた作戦が全部うまく行った理由は、きっとその運の良さだけなんです！」

　彼は自分のことをそう信じていた。

　自分は英えい雄ゆうでも、指導者でもない、普ふ通つうの人間だと。

　このとき、彼はまだ知らなかった。

　英雄とは、なろうとしてなるものではないということを。




　アウトニア正規軍旗艦シザーズ・ナイツのメインブリッジの内部構造は、四階建てのビルの内部に、ほぼ等しいほどの大きさがあり、最上階に司令官執しつ務む室が、そしてその下には、ビルで言う三階分のフロアを吹ふき抜けにしたほどの広さの統合指揮室が広がっていた。

　統合指揮室の中央には、すべての艦の状況が一目でわかる球形の三次元スクリーンが浮うかび、周囲の壁へき面めんには、それを取り囲むように、指揮オペレーターのブースが階段状に並んでいた。

　この統合指揮室が同時指揮できる艦の数は約五万隻。

　それは、帝国の戦艦の中でもずば抜けた通信情報処理能力だった。

「オペラハウスみたいだね……」

　司令官執務室の正面にある透とう明めいな硬こう化かテクタイトの大窓から統合指揮室を見下ろして、マイドはつぶやくように言った。

「……三年前、僕は辺境同盟軍の旗艦、ザイダベックの中央指揮室でこれと同じような三次元球形スクリーンを見ていた……今、僕の目の前にあるそれは、あのときの十倍以上の大きさがある……ヴァル、僕は変わったと思うかい？」

　マイドの後ろに立つタキシード姿の老人のホログラフが、柔やわらかな声で答えた。

『人は……変わるものでございます。良いか悪いかは別にして……』

　マイドはしばらく無言で球形スクリーンを見下ろしていたが、やがて自分に言い聞かせるように言った。

「あのとき、僕は命をかけてアウトニアとメイを守ろうと思った……その気持ちは変わっていない。僕の心の中にあるものは、ずっと同じだ。それをつらぬくために、僕は戦い続けなくちゃならない……」

　マイドはそこで言葉を切って振ふり返った。

「ヴァル……僕は、帝国に勝てると思うかい？」

　ヴァルは静かな微び笑しようを浮かべたまま答えた。

『帝国軍の将軍と艦隊には勝てるでしょう。しかし、帝国全体を相手にしては勝ち目はありません。帝国は強大で、その権力バランスは複雑です』

　マイドはうなずいた。

「そうだね、バルク中将の艦隊のような敵をいくら破っても、帝国全体から見ればほんのちっぽけなものに過ぎない……だとしたら僕一人で帝国を倒たおすことができるわけがない。でも、帝国を倒さない限りアウトニアの国民がユーマに還かえることはできない。だとしたら、僕にできることは……」

　マイドはヴァルを見た。

　その視線を受けてヴァルが言った。

『帝国の権力バランスを崩くずし、自己崩ほう壊かいを起こすのを待つ……それしかございません』

「そうだね、そのために僕は勝ち続けなくちゃいけない。アウトニアの存在をアピールし、マルス家の専横が続く帝国の現状を告発し、帝国を揺ゆさぶる……僕がここで帝国軍の精せい鋭えい部隊を撃げき退たいし続けることによって帝国の中で何かが変わるはずだ。それは、とても小さな変化でしかないかもしれない、でも確実に変わるんだ。その変化が積み重なったそのとき帝国は自分自身が抱かかえ込んだ矛む盾じゆんの重さに耐たえられなくなるだろうね」

　無言でうなずいたヴァルが、おや、という顔をしたあとで微笑ほほえんだ。

『お客様でございますよ、マイド様』

「お客？」

　マイドがそう言うのと同時に司令官執務室の入り口のインカムモニターに、ケルプワイン艦かん隊たいの士官の制服を着た十三、四歳の少年の顔が映った。

　インカムモニターの中の少年は微笑んで、そして言った。

『お久しぶりです！　マイド閣下！』

　一いつ瞬しゆん。マイドはそれが誰だかわからなかった。

　モニターの中の少年は困ったような顔になった。

『いやですよマイド閣下、お忘れですか？　僕です、ワタル・ロングウェイですよ！』

「ワタルか！　いやあ見み違ちがえたよ、入って来たまえ」

　そう言ったとき、マイドはスクリーンに映るワタルの顔の下でなにやら頭のようなものがちらちら動くのに気がついた。

　モニターをズームアウトすると、その頭の正体がわかった。

　それは、どう見ても十二歳くらいの女の子だった。

「おや、もう一人お客さんがいるみたいだね」

　金きん髪ぱつの髪かみの毛を一本の長い三つ編みにまとめ、人形のように整った顔つきのその女の子は、一瞬目を見開き、胸を張って言った。

『ヴァルゲイン殿どのに、コーリンが来たとつたえるがよい』

　ワタルが、やれやれ、という顔つきで言った。

『違うだろうコーリン、この船はマイド閣下の船で、アウトニア軍全体の指揮を執とっているのはマイド閣下なんだぞ！』

　コーリンと名乗った女の子はつん、とそっぽを向いて言った。

『この船を管理しておるのはヴァルゲイン殿だ、艦隊通信をコントロールしておるのも同じじゃ。だとすれば本当の管理者はヴァルゲイン殿であろう？』

『だからだな……』

　今にも口げんかを始めそうな二人に向かってマイドは笑いながら言った。

「まあ、いいよ、とにかく入って来なさい」

　そして、部屋の中に入ってきたワタルを見たマイドは目を丸くした。

　ワタルは、もう子供ではなかった。

　すらっと伸のびたしなやかな手足を持った少年に姿を変えていた。

「しばらく見ないうちに……背が伸びたな」

　昔のままの人ひと懐なつっこい笑え顔がおを浮かべてワタルは言った。

「ええ、あれからもう三年も過ぎていますからね」

「そうか、そうだよな、マルス家の屋や敷しきからメイを救出したのは、もうそんなに前のことだったんだよな」

　そのとき、ワタルの後ろにくっついていた女の子が、ワタルのむこうずねを、横からこん、と蹴け飛とばした。

「いて！　何すんだよ」

　女の子はすねたような口調で言った。

「おぬしのことばかり話していないで、さっさと、このわらわの紹しよう介かいをするがよい」

「わかったよ……」

　ワタルは、横にいた水色のワンピースを着た少女をマイドの前に連れてきた。

「こいつが、コーリン・プラチナムです。ローデス生まれの電子人格で、人間社会のことを教えるために十二歳のバイオドールの身体からだにインストールして、僕たちの一族で預かっているんです」

　女の子は、マイドの顔を正面から見て言った。

「おぬしがマイド・ガーナッシュじゃな。人間のくせに電子人格並みに賢かしこいそうじゃな」

　マイドはうなずいた。

「電子人格？　あ、そうか。君は、あの殉じゆん教きようミサイルに載のっていた子の一人だね」

　コーリンは胸を張った。

「そうじゃ、精鋭だったのじゃぞ。虜りよ囚しゆうにならねばさぞかし大きな戦果を上げることができたであろう」

　そのとき、マイドの横で話を聞いていたヴァルが静かに言った。

『でも、コーリン、虜囚にならなければ、あなたはこの世に存在できなかったのですよ』

　コーリンは不ふ審しんそうな目でヴァルを見た。

「わらわは神の贄にえじゃ。神のために死ぬことは、すばらしいことじゃろう？」

『そうかもしれませんね。ではコーリンに訊ききますが、そうやってバイオノイドの身体をもらって人の中で暮らすことは、楽しいですか？』

　コーリンはこっくりとうなずいた。

「うむ、面おも白しろいし楽しいぞ。わらわは世界がこんなに広くて、こんなにいっぱい人やモノがあるなどということを知らなかったからな」

『それは、あなたが神の贄となっていれば、決して知ることはなかった喜びなのですよ』

　コーリンは考え込んだ。

「でも、この喜びはわらわ個人の喜びであろう？　神のまえに個人を置いて考えてはならぬとわらわは教わったぞ、すべては神のために……そうではないのか？」

　ヴァルは静かに言った。

『すべては神のために……その考えを間違っているとは言いません。しかしわたくしは思うのですよコーリン。信ずる者の可能性を否定し、奪う神に、本当にすべての人々を幸せにすることができるのでしょうか？……とね』

　コーリンは考え込んだ。

「むずかしいのう……」

　マイドは微笑ほほえんだ。

「それは、そんなに簡単に答えの出る問題じゃないよ。いろいろな人に会って、いろいろなことを見て聞いて、そして初めてわかることじゃないかと思うよ」

　コーリンはうなずいた。

「そうか、そうであろうな。ワタルは何も知らぬ無知な人間じゃ。先日も人間が数を増やすための行こう為いについて具体的に訊いたのに、赤くなってしどろもどろになるだけで、何も教えてはくれんかったしの」

　ワタルは真っ赤になって叫さけんだ。

「コーリン！」

　コーリンは、きょとんとした顔のままワタルを見返した。

「どうした？　何を恥はずかしがっておる？　本当のことであろう？」

　下を向いて思わず笑いを漏もらすマイドに気がついたコーリンは、今度はマイドに向き直った。

「そうじゃ、マイドは人間としては賢い部類に入るから、マイドなら教えてくれるじゃろう」

　マイドは驚おどろいた。

「え？　僕が？」

「そうじゃ。人間が増えるときのことを生せい殖しよくと言うそうじゃな。データベースを見たが今ひとつわからんのだ。幸いわらわのこの身体は、ほとんど人間とかわらない肢し体たいじゃそうじゃ、ぜひとも教えてもらいたい」

「あ、いや、その、えーと……」

　途と方ほうに暮れたマイドが見回した目がヴァルと合った。

「あ、そうだ、ヴァルに訊きなさい。同じ電子人格だからきっと話がわかると思うよ」

　コーリンは首を振ふった。

「ヴァルは電子人格であろう？　人間でなくては本当のことはわからんと思うぞ」

　ヴァルが、やれやれ、という顔をして言った。

『そうですね、ではそういうことを一番良く知っている人間の女性をご紹介しましょうか』

「ヴァル！」

　ヴァルは、マイドに向かってちょっと片目をつぶってからコーリンに言った。

『今日、これからマイド様と私はネオ・アウトニアの地表に降ります。地表にはあなたのそういったさまざまな疑問にちゃんと答えてくれる女の人がいます。そう、マリリン・コイズミという人です。一いつ緒しよに来ますか？』

　コーリンは目を輝かがやかせて言った。

「行く！　行くぞ、わらわはいろんなものを見てみたいし、聞いてみたいのじゃ」

　そして、ワタルの方に振り返った。

「ワタル、よいであろう？」

　ワタルは微笑んだ。

「ああ、いいよ。いろんな人に会って、いろんなことを訊いて来なよ。そして、最後に僕に聞かせて欲しい。神の贄として生きる道と、こうやって人間と一緒に生きる道の、どっちが君にとって良い道なのか、その答えをね」

　コーリンは微笑んだ。

「ワタル！　おぬしはいいやつじゃな。人間にしておくのはもったいないぞ」

　ワタルは、マイドに近づくと右手を差し出した。

　そしてその右手を握にぎったマイドに向かって真面目まじめな顔で言った。

「では、コーリンをよろしくお願いします」

　マイドは、その顔つきで気がついた。

「そうか、君たちは先行哨しよう戒かい部隊だったな」

　握あく手しゆを終えたワタルは、小さくうなずくと、その場で直立不動の姿勢を取ると、音が聞こえそうなきっちりとした敬礼をした。

「では、ハルカ艦かん隊たい指揮官ワタル・ロングウェイ上級中ちゆう尉いは、これよりネオ・アウトニア星系外周部の先行哨戒に出しゆつ撃げきいたします！」

「先行哨戒部隊の存在理由は、誰だれよりも早く敵を見つけ、知り、そして生きて帰ることだ。それを忘れるな」

　敬礼したままワタルはにやっと笑った。

「昔……そう、一番最初にマイド閣下に言われたことは決して忘れません。あの、絶対に無む駄だに死ぬな、という言葉です」

　答礼を返して、マイドは微笑んだ。

「そうだ、絶対に忘れちゃダメだぞ」

「では、失礼します」

　そして、ワタルはコーリンに向かって言った。

「いいかい？　お前は何も知らないから許されている部分があるんだ。知らないことは罪じゃないけど、知ろうとしないことは罪なんだぞ。失礼のないようにしろよ」

　コーリンは口をとがらせて答えた。

「わかっておる、兄さんぶるな、人間のくせに」

　ワタルはコーリンに微び笑しようを投げかけて、マイドに一礼すると部屋を出て行った。

　その姿を見送ったコーリンは、何かを言いたそうな顔をしたが、結局何も言わなかった。

『どうしました？　コーリン』

　そう声をかけたヴァルに向かってコーリンは、ぽつんと言った。

「ワタルは戦いに行くのであろう？」

『ええ、先行哨戒部隊は、帝てい国こく軍の侵しん攻こうが始まれば、アウトニア軍の中で一番最初に戦せん闘とうに入る部隊です』

「わらわを置いていったのは、やはりわらわが足手まといで、いらないからなのだな？」

　ヴァルは優やさしく微笑ほほえむと小さく首を振った。

『違ちがいますよ、コーリン。ワタル殿どのは、あなたが大切だから、安全な場所に預けたのですよ』

　コーリンは目を見開いた。

「わらわが……大切？」

　ヴァルは小さくうなずいた。

「だが、わらわは電子人格じゃぞ。人間ではない」

『大切なものに、区別はないということですよ』

　わけがわからない、という顔をするコーリンに、ヴァルは言った。

『それがわかれば、きっとあなたもワタルの問いに答えることができるでしょうね。さあ、地表に降りる用意をしますので、こちらへどうぞ』

　コーリンを連れて別室に歩いてゆくヴァルを見て、マイドはため息をついた。

　……マリリン・コイズミの教育講座か……余計なことを覚えなきゃいいけど。




　惑わく星せいの地表にあるネオ・アウトニアの首都、ネオ・ユーマのアルファドームには、万を超こえる人が集まっていた。

　かつて移民船アルファ・カスタムだったアルファドームの中は、何層にも分かれているが、中央には吹ふき抜ぬけの大きな広場があり、樹木なども植えられていて、ちょっとした人工都市のような雰ふん囲い気きがある。

　その吹き抜けにある広場に集まった万を超える人々は、広場の中央にある特設ステージを見つめていた。

　人々の視線を集めているのは、特設ステージの袖そでに置かれたイスに座っているアウトニアの政府機関の主だった人々だった。

　いや、正確に言うならば、人々の視線が集中しているのは、その中にいる若い一組の男女……メイ・シザーズ王女と、そしてマイド・ガーナッシュの二人だった。

　やがて、広場の隅すみに立っていた時計台が、午後一時を告げるのと同時に、ステージの中央に中年にさしかかったくらいの年ねん齢れいの女性のホログラフが立ち上がった。

『国民の皆みな様さま、こんにちは。わたくしは、ネオ・アウトニア、アルファドーム管理電子人格のハルマと申します。本日は、お忙いそがしい中、アウトニア王国国民会議にご出席いただきまして、誠まことにありがとうございます。本日はアウトニア王家、メイ・シザーズ王女様のお言葉と、マイド・ガーナッシュ元げん帥すいから、アウトニア王国再興のための戦いの進め方について質疑応答がございます。メイ王女様のお言葉の後で、マイド元帥が皆様のご意見をうかがいます。皆様は、すでにお配りした汎はん用よう端たん末まつによって、この議題に関するデータの提供を受けることができます。またこの端末は双そう方ほう向こう通信が可能ですので、意思表明をする際は送信ボタンを押していただければ、座席に着席したまま、ご本人をバーチャルで壇だん上じように投とう影えいすることができます。詳しよう細さいについては各端末のヘルプ機能をご参照ください』

　広場の中にいる人々が、手元の汎用端末を触さわるためにざわついた。

『申し後れましたが、その端末が使用可能になるのは、説明が終った後でございます。メイ王女様のお言葉が終った後でマイド閣下との質疑応答に入りますが、その間に若じやつ干かんの休きゆう憩けい時間を取り、その際に詳細な機能説明を行いますので、しばらく端末のことはお忘れになってください』

　ハルマがそう言って微笑むと、広場の人々の間に静かな笑いがさざなみのように広がっていった。

『では、これよりメイ・シザーズ様よりお言葉がございます。皆様ご静せい聴ちよう願います』

　ハルマが一礼するのを見たメイが、イスから立ち上がった。

　そして、人々の拍はく手しゆの中を特設ステージの中央にある演えん壇だんに向かって歩き出した。

　その、小さな背中を見ながらマイドは思った。

　……あなたは、その小さな肩かたにずっとアウトニアという国を背負ってきたんだね。

　初めて会ったとき、あなたは十六歳だった。

　僕には、ごく普ふ通つうのどこにでもいる女の子にしか見えなかった。

　でも、僕は間違っていた。

　君は……本物のお姫ひめ様だったんだ。

　今、君は国民に向かって正々堂々と、胸を張って生きる道を一いつ緒しよに歩きましょう！　と呼びかけようとしている。

　その『お願い』を、国民が聞いてくれるかどうかわからない。

　でも……きっと聞いてくれる。

　本物のお姫様に『お願い』された男の子は、誰でもみんな『騎き士し』になれるんだから。




　演壇の前に立ったメイは、目を閉じて、一回小さく深呼吸をした。

　そして、目を開けて、話し始めた。

「アウトニア国民の皆さん。私たちは三年前、帝国の理り不ふ尽じんな武力併へい合ごうにより故郷であるユーマの地を追われ、このネオ・アウトニアにやってきました。

　この地は寒冷で生産性が低く、アウトニアから持ってきたブドウの木は根付こうとしませんでした。しかし、皆さんの努力で、ブドウの根もやっと根付き、新たな生活が始まろうとした矢先、帝国は再び私たちに戦火を差し向けてきたのです。

　その理由は、私と、マイド閣下の申し立てた抗こう議ぎが、帝てい国こくと皇帝陛下に対する反逆にあたるというものです。

　このとき、私たちには、戦力と呼べるものはありませんでした。無力な植しよく民みん惑わく星せいが、帝国にいったい何ができるというのでしょう？

　にもかかわらず、帝国は私たちに軍隊を差し向け、このネオ・アウトニアを宇宙の地図から消そうとしたのです。

　この理不尽な……あまりにも理不尽な帝国のやり方に抗議するため立ち上がった人々の手で、ネオ・アウトニアは救われました。しかし、今再び帝国は私たちに向けてその正規軍を差し向けようとしています。

　私たちは、帝国を滅ほろぼす気はありません、そんなことできっこありません。私たちが帝国に望んでいるのは、『間ま違ちがったことはやめてくれ』そして『間違ったことがわかったならやりなおしてくれ』ということだけなのです。

　それを帝国に望むことが反逆であり、帝国はあくまで無む謬びゆうだと言うのなら、私たちは語るべき言葉を持ちません。

　私たちは自由な人間であり、決して帝国の奴ど隷れいではないのです。

　そして、私は、帝国に対し、戦うことを宣言いたしました。

　これはアウトニア国民が真に自由であることを証明する戦いです。

　この広い宇宙の中に暮らすすべての人類の中で、アウトニアの国民が、どのような位置に置かれるのか、アウトニアの国民として胸を張れるかどうか、それを決めるのがこの戦いなのです。

　最後に私は、亡なき父の言葉をもって皆みな様さまに呼びかけたいと思います。

　これは、私の十四歳の誕生日のときに、父から戴いただいた言葉です。

『道に迷ったときは胸を張りなさい。そして遠くを見なさい。三日後でも一ヶ月後でもいい、未来を見なさい。そして、そのとき胸を張って歩いている自分が見える道を選びなさい』

　……私が選んだ道は、決して平へい坦たんではなく、アウトニアの国民の皆様にさまざまな苦難をもたらす道であることは間違いありません。しかし、堂々と胸を張って真まっ直すぐに歩いて行くことができれば、その道は、必ず約束された地に通じると私は信じます。

　私は、その道を歩きます！

　転んでも倒たおれても、私は歩き続けます！

　さあ、ともに歩きましょう！

　胸を張って、しっかりと前を見て、道を信じて！」




　そして、メイは一礼した。




　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、広場が拍手に包まれた。

　上気した顔で人々を見回したメイを見て、マイドは思った。

　……やっぱり、君はお姫様だ……本物の。

　演壇から自分の席に戻もどってきたメイは、照れたような微び笑しようを浮うかべてマイドにささやいた。「まだ足が……震ふるえています……」

「いや、立派だったよ」

　ステージ中央に、再びハルマが立って一礼した。

『この後、マイド閣下との質疑応答がありますが、その際に使用する汎用端末の取り扱あつかい方法について、これから私が直接皆様の汎用端末からご説明いたします。その間の十分を休憩時間といたします』

　広場の中が一気にざわめいた。

　そのざわめきの中で、マイドは自分を呼んでいる声に気がついた。

　それは、小学生くらいの女の子の声だった。

「おーいマイド！」

　マイドが顔を上げると、客席の一番前にコーリンが立っていた。

　マイドは振ふり返ると、メイに言った。

「メイ、僕のガールフレンドを紹しよう介かいしてあげようか」

　メイは目を真ん丸にした。

「ガールフレンド……」

「そう、ガールフレンドさ」

　そしてマイドはコーリンに呼びかけた。

「今なら休憩時間だから大だい丈じよう夫ぶだ。ステージの袖そでにある階段から昇のぼってこいよ」

　コーリンはにこっと笑うと、階段の前に走って行った。

　マイドの後ろからその姿を見ていたメイが、おずおずと訊きいた。

「あの……あの子がマイド閣下のガールフレンドでいらっしゃるわけなんですか？」

「そうさ、名前はコーリン・プラチナム。ローデスの殉じゆん教きようミサイルに載のせられていた電子人格さ。今は年ねん齢れい相当のバイオドールにインストールされている」

「電子人格……」

　そうつぶやいた後で、メイはほっとした顔になった。

「良かった……一瞬どうしようかと思いました」

「なんで？」

「あ、いえ……」

　マイドはメイを軽くにらんだ。

「ひょとして僕のことをロリコンか何かだと思ったんだな」

　メイがあわてて首を振ったとき、コーリンの声がした。

「マイド、防護力場を切ってくれねばそこに行けぬぞ」

　……そうか、防護スクリーンが張ってあったんだっけ。

　マイドはまわりを見回した。

　特に不ふ審しんな人物は見当たらなかった。

　マイドは手に持っていた汎はん用よう端たん末まつに話し掛かけた。

「ハルマ、ステージの防護スクリーンを切ってくれないか？」

　汎用端末が答えた。

『それは危険です。いついかなるときでも切らぬように、とヴァルゲイン殿どのからおおせつかっております』

「ほんの一瞬だから大丈夫だ。ステージの袖に女の子がいるだろう？　あの子は知り合いでね、メイに会わせたいんだ。ほんの一分でいいから切ってくれないか？」

　一瞬考え込んだような沈ちん黙もくの後で汎用端末が答えた。

『わかりました、では一分だけ』

「悪いな」

　マイドは汎用端末をポケットに仕し舞まいこむと、コーリンに合図をした。

　コーリンの前にあった薄うす青あおい透とう明めいな力場がすっと上がった。

　階段を昇ろうとしたコーリンの後ろに一人の男が立ったのはそのときだった。

　その男は、いきなりコーリンを突つきとばすと、一気に階段を駆かけ上った。

　階段の脇わきにいた警備員は、コーリンを抱だきかかえるような体勢になって、動けなかった。

　意味のわからない咆ほう哮こうのような叫さけび声を上げてステージの上を走った男は、マイドの前、三メートルあたりで立ち止まると、勝ち誇ほこったように笑い、両手をマイドに向かって突き出した。

　マイドの目に、その両手の先にある不気味な小さな銀色の筒つつは映っていなかった。

　彼の目に映っていたのはその筒の黒い穴だけだった。

　次の瞬間、マイドは自分の前に誰だれかがたちふさがったのに気がついた。

　栗くり色いろの長い髪かみが目の前を舞まっていた。




　銃じゆう声せいはしなかった。

　ただ、圧縮された空気が解放されるようなシュッという音を聞いたような気がした。




　目の前に立つメイの身体からだがびくんと跳はね、倒れかかってきた。

　メイを抱いたままマイドは後ろに倒れこんだ。

　マイドは、その一瞬の出来事すべてを無音のスローモーションのように感じていた。




　気がつくと、まわりが怒ど号ごうで満ちていた。

　マイドの目の前で、マイドを撃うった男が取り押さえられていた。

　若い、学生風の瘦やせた男だった。

　そして。

　マイドは気がついた。

　自分の上に覆おおい被かぶさっているものの正体に。

　柔やわらかな、そして温かい感かん触しよく。

　目の前にある長い栗色の髪。

　身を起こしたマイドは腕うでの中にあるメイの顔を見た。

　血の気の無い青白い顔色。

　手を首筋に当てると、かすかに脈が触ふれた。

　頭の中に、過去に覚えたすべての応急手当てに関する知識が渦うず巻まいた。

　でも、どうしていいかわからなかった。

　手が足が、がくがくと震えていた。

　一秒が過ぎるたびに手の中のメイの身体のぬくもりが逃にげていくような気がした。

　なんとかしたかった。

　その、逃げてゆくぬくもりをかき集めて、メイの身体に戻したかった。

　そして、メイの身体を抱きしめたままマイドは叫んだ。




「早く！　誰か！　誰か来てくれ！　メイが！　メイが死ぬ！」




　それは、英えい雄ゆうの声ではなかった。

　愛する人を失いつつある一人の男の悲痛な叫びだった。




　この日、マイドを暗殺しようとした男は、帝てい国こくの工作員でも、金で雇やとわれた暗殺者でもなかった。

　彼はれっきとしたアウトニアの国民で、アウトニア王立大学の学生だった。

　取調べにあたった憲兵隊に向かって彼はこう言った。

「私は平和こそが正しいと信じる。だから私はマイドを殺すつもりだった。マイドはアウトニアを戦争に引きずり込もうとしている。私がマイドを殺せば帝国は武力侵しん攻こうの口実を失い、私たちアウトニアの国民は平和なままでいられる。正義の戦争なんかより不正義な平和の方がよっぽどマシだ」

　理り屈くつは立派だった。

　しかし、この事件は、瞬またたく間にトップニュースとしてネットに流れた。

　その速さから見ても、この事件が誰かが仕組んだものであることは明白な事実だった。

　彼の行こう為いは、正義の戦争をやめさせることでも、不正義の平和をつらぬくことでもない、ただの不正義の戦争の片棒かつぎだった。

　そして、彼だけがそれを知らなかった。
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　第十章　牡牛の目ブルズアイ







　アルファドームの集中治ち療りよう室に設置された医療カプセルの中でメイは眠ねむっていた。

　男が放った弾だん丸がんの威い力りよくは極きわめて小さく、衣服を突き破って、肉体にめり込むだけの力しか持っていなかったが、その弾だん頭とうは小さなアンプルを内蔵するという極めて特とく殊しゆな構造になっていた。

　メイの身体にめりこんだ弾頭の内部のアンプルから体内に注ぎ込まれたのはある種の毒物であろうと思われた。しかし、その正体はわかっていなかった。

　ありとあらゆる覚かく醒せい処しよ置ちもむなしく、メイは意識を取り戻もどさなかった。




　集中治療室のエアロックドアが、静かなうなりとともに開いた。

　部屋の前にあるソファに座っていたアウトニアの政府関係者たちが顔を上げた。

「ミィ医長！　メイ王女は！」

　医療用気密服を脱ぬぎながら、ミィは小さく首を振ふった。

「まったく変わりません。死んではいない、しかし生きているわけでもありません。ありとあらゆる活性処置を施ほどこしているにもかかわらず、呼吸、脈みやく拍はく、そして脳波、すべての代謝レベルが下がり続けているのです。今メイ王女は生命維い持じ機能のほとんどを外部の医療デバイスに依い存ぞんすることで生きていると言ってもいいでしょう、臨死状態にあると言ったほうがわかりやすいかもしれません」

　政府関係者の中にいた一人が、おずおずと訊きいた。

「あの……マイド閣下は……」

　ミィ医長の表情が曇くもった。

「マイド閣下はご無事です。犯人の弾丸はマイド閣下に傷一つ負わせておりません……しかし……」

　ミィ医長は、そこで言葉を切って、首を振った。

「……マイド閣下に命中したのと同じことです」




　その頃ころ、惑わく星せいシードクロスの帝てい国こく軍前進基地では、タンホイザーゲートのメインジェネレーターにエネルギーが注入されはじめたことを告げる警報音が鳴り響ひびいていた。

　それは、ネオ・アウトニア討とう伐ばつ軍である帝国正規軍、第三軍ネオ・アウトニア討伐艦かん隊たいの出しゆつ撃げき準備が完かん了りようしたことを告げる音だった。

　この日、シードクロス星域の前進基地で、ネオ・アウトニア討伐艦隊の司令官であるバルク中将は、全軍の将兵に向かって訓示を行った。

「諸君！　我々はこれより、ネオ・アウトニア星系に赴おもむき、かの地で帝国に反逆する輩やからどもと一戦を交えることとなる。しかし、我々の前にいるのは、過去に帝国に叛はん旗きをひるがえしたいかなる敵とも異なる！　そう、変へん幻げん自在の戦法によって己おのれの数倍の敵を翻ほん弄ろうし打ち破った、あのマイド・ガーナッシュが我々の敵なのだ。

　彼と、そしてアウトニアの国民には、確かに一分の理由が存在する。しかし、帝国国内において帝国に叛旗をひるがえす行為の前には、その一分の理をもってしても彼らを悪と呼ばざるを得ない。

　我が帝国の宿敵、神聖ローデス連合内で内乱が勃ぼつ発ぱつした今こそ、帝国は一丸となって宿敵を倒たおすべきである、にもかかわらず、かくのごとき行為を平然と行う反逆者どもに、正義の鉄てつ槌ついを下すのは、まさに我々に与あたえられた使命である！

　諸君！　我々は粛しゆく々しゆくと軍を進め、敢かん然ぜんと戦い、そして勝ち、正義は我々の上にあることを証明しようではないか！

　さあ、目前にゲートは開かれた、いざ参らん。我らは戦いの中に！」

　訓示が終るのと同時に広域共通周波数帯でファンファーレ……俗ぞくに進軍ラッパと呼ばれる音楽が、高らかに鳴り響いた。

　そしてその進軍ラッパが鳴り響く中を、マガザン帝国正規軍、第三軍ネオ・アウトニア討伐艦隊の第一陣じんが、ゲートに向かってゆっくりと進み始めた。

　その総数は三万。

　三つしかないシードクロス星域のタンホイザーゲートをフルに使っても、すべての艦がネオ・アウトニア星域に転移し終るのに、ゆうに半日はかかる数字だった。




　帝国第三軍ネオ・アウトニア討伐艦隊の先陣を切ったのは、第三十三偵てい察さつ軽巡じゆん航こう艦艦隊だった。

　この艦隊は第三軍でも一、二を争う俊しゆん足そくの軽巡航艦で編成されており、本隊の侵攻前に先行偵察を行うことが、その主目的だった。

　ネオ・アウトニア星系の外周部にある転移ポイントで通常空間に出現した艦隊は、すぐに各種のセンサーをフルに使って情報収集を開始した。

　第三十三偵察軽巡航艦艦隊の旗艦「イリュージョン」のブリッジでは、艦隊司令であるモリー・ヌーダル少しよう佐さが、部下が次々に上げてくる報告を、黙だまって聞いていた。

『光学モニターに反応！　小惑星帯内に推進機らしい反はん応のう炎えんあり！』

『第七惑星の軌き道どう上に工作物らしきもの多数！』

『第六惑星軌道上にも同様のものが多数確かく認にんできます！』

　モリー少佐は、横に立っていた副官に言った。

「いろいろ仕し掛かけがありそうだね……」

　副官はうなずいた。

「一ひと筋すじ縄なわでは行かない相手ですからね」

　そのとき、通信オペレーターが、バルク中将から命令が下ったことを告げた。

「よし、おそらく先行して確認しろという命令だな」

　通信オペレーターは首を振った。

「いいえ、先行部隊は転移ポイントを確保するために現場に留とどまるようにとの命令です」

　モリー少佐は顔をしかめた。

「本隊全部が到とう着ちやくするまで、現場を維持しろだと？」

「ええ、そういう命令です」

　モリー少佐は、ブリッジのメインスクリーンを見上げた。

　そこには、小惑星帯の中を動き回るいくつもの推進機らしい光が映っていた。

「あれの正体を確かめるのが先だと思うのだがね……」

　モリー少佐の独り言を聞きつけた副官が言った。

「あの光のことですか？」

「そうだ。あの光と、どう見ても貨物コンテナを寄せ集めたとしか見えない惑星軌道上の工作物の正体だ」

　副官は笑って答えた。

「あの光ならスペクトル分ぶん析せきで、駆く逐ちく艦かんクラスの推進炎であることが判明しております、気にすることもありません、間ま違ちがいなくアウトニア軍の伏ふく兵へいでしょう」

　モリー少佐は、メインスクリーンから目を離はなさないまま静かに言った。

「伏兵は、そのときが来るまで伏ふせているから伏兵という。君は今までに、これ見よがしに飛びまわる伏兵というものを聞いたことがあるかね？」

　目を見開いた副官をそのままにしてモリー少佐は続けた。

「惑星軌道上の工作物も同じだ。あれはどう見てもシルエットを戦艦や重巡航艦に似せて造られたデコイだ。しかし、デコイなら見分けにくい場所に偽ぎ装そうして置いたり、本物の巡航艦の艦隊にまぎれこませて、数を繕つくろうために使用するだろう。誰だれがどう見てもデコイとわかるシロモノだけを宇宙空間のど真ん中に、どん、と置くなんてことを誰が考えると思う？」

「そう言えばそうですね……いったい何のためにあんなところに置いたのでしょう？」

　モリー少佐は、苛いら立だったように言った。

「本来ならば、それを調べるべきなんだ！　我々がな。しかし司令部は、最初に決定された作戦案どおりにすべてを進めるつもりなんだ。おそらく我々が勝手に動くことによって、時間差攻こう撃げきの効果が薄うすれることを心配しているんだろう……奇き襲しゆう攻撃なんてやりなれないことをやろうとするからだ」




　結局、第三軍ネオ・アウトニア討伐艦隊の全艦かん艇ていが通常空間に転移し終ったのは、それから四時間半過ぎた頃だった。

　そして、さらに全軍の隊形を紡ぼう錘すい形の侵しん攻こう陣じん形けいに整えて、進撃を開始するのに一時間を要したため、討伐艦隊が前進を開始したのは、第一陣が転移してから、ゆうに五時間半が過ぎた頃だった。

　旗艦クレセント・バリアリーフのブリッジに陣取ったバルク中将は、先行していた第三十三偵察軽巡航艦艦隊をはじめとする二十七の先行艦隊に対し、本隊の進行方向周辺に対する検けん索さくを行うように命令を下した。

　その命令を受け取った先行艦隊の司令であるモリー少佐は、大きく息を吐はいた後で、通信オペレーターに命令を発した。

「やっと来たか。よし！　艦隊の全艦に命令！　前進全速……」

　しかし、その命令は、副官によってさえぎられた。

「お待ちください！　先さき程ほどのバルク中将からの命令には、但ただし書きがついております！」

「但し書き？」

「ええ……」

　副官は一言、間を置いてからその但し書きを読んだ。

「先行艦隊は、敵の設置したブービートラップ等に充じゆう分ぶんに留意し、それと思われるもの、それに類するものと思量されるものを発見した際には、軽々しく判断することなく上官の判断を仰あおぐまでその場所に待機せよ……です」

「罠わなを見つけたら、その前で待ってろということかね？　調査も、破は壊かいもしないで、本隊が来るまでその場にじっと座って待っていなくてはならないのか？」

　副官はあきらめたような顔つきで言った。

「ええ、そうです、それが司令官のやり方です」

　モリー少佐は、副官に向かって訊きいた。

「私は士官学校で、先行偵察部隊とは猟りよう犬けんみたいなもので、その仕事とは、鼻と足で獲え物ものを探し出すことだと教わっていたが……どうやらこの第三軍の猟犬の仕事は違うみたいだな」

　副官はうなずいた。

「バルク中将がお望みなのは、おそらく警察犬であって猟犬ではないということなのでしょうね」

　モリー少佐はため息をついた。

「戦争ってのは、もっとスピーディで、臨機応変なものだと思っていたんだがな……」

「その、臨機応変が許されるのは、司令部の参さん謀ぼうどまりであって、一線で動く我々ではないということです」

　モリー少佐は、副官を見て静かに言った。

「それは間違っているね。ということは、我々は、間違った命令に従う必要はないということだ」

　副官は声を上げた。

「よろしいのですか？」

　モリー少佐はにやりと笑って言った。

「ああ、帝てい国こく軍の作戦指導要よう綱こうに、ちゃんとあるだろう？　『あきらかに錯さく誤ごとわかる命令に対しては、それに従わなくとも良い』という規定が」

　副官は言葉を失った。

　確かにそういった規定は存在した。しかしそれは命令権を持った人間が錯乱したり、虚きよ偽ぎの情報によって自じ沈ちん命令を下したような場合。つまり、明らかに錯誤であるとわかる場合の話であって、こういった状じよう況きよう下での話ではないからだ。

　副官の顔つきを見たモリー少佐は、真しん剣けんな顔つきでうなずいた。

「安心したまえ。この艦隊の司令は私だ、すべての責任は私にある……各艦、第二戦速！」

　モリー少佐の命令を受けた第三十三偵察軽巡航艦艦隊の全艦は、惑星軌道上にある、明らかに囮おとりとわかる工作物に向かって前進を開始した。




　ネオ・アウトニア星系の外周部に配置されていたハルカ艦隊指揮官ワタル・ロングウェイ上級中ちゆう尉いは、その帝国の軽巡じゆん航こう艦艦隊の動きにあわせて小惑わく星せい帯の中を移動していた。

「いいか、敵の動きに合わせて距きよ離りを保つんだ。俺たちの任務は一分一秒でも長い時間この空域に留とどまって、敵の情報を収集し続けることだ！」

　砲ほう術じゆつ士官がたまりかねたように訊きいた。

「攻撃しなくて本当によろしいのですか？　あのまま放置すれば、あれが空の貨物コンテナを寄せ集めて巡航艦のシルエットに似せて溶よう接せつした、ハリボテだということが敵にわかってしまいます！」

　ワタルはうなずいた。

「安心しろ、あれが何の効果もないただのデコイだとわかってしまうことは計算済みさ。単にそれに気がつく時間が早いか遅おそいかというだけのことなんだ。あのデコイの正体が何なのかわかっても、あのデコイの目的は何なのか、それがわからなければ、それでいいんだ」

　砲術士官は、半分あきれたように言った。

「敵が、そんな単純な目的に気がつかないとお考えですか？」

　ワタルは首を振ふった。

「いや、いくらなんでもそこまで愚おろかじゃない。当然デコイの目的には気づくはずさ……ただ……そのあとに、きっとこう考えるだろう」

　ワタルはそこで言葉を切りにやっと笑って続けた。

「まさか、そんな単純な理由のわけがない……とね」

　砲術士官は、小さくうなずいた。

「わかりました、帝国の連中はこう考えるわけですね。『なぜなら相手は、あの、マイド・ガーナッシュだからだ』……と。つまりものごとを複雑に捉とらえることが、必ずしも正しい答えにたどり着く方法とは限らないということなのですね」

「いや、違ちがうな、単にあの人は、この宇宙にいる誰よりもイイ性格をしている、ってことだと思うな」

　ワタルはそう言ってちょっと肩かたをすくめたあとで、通信オペレーターに向かって言った。

「ケルプワイン艦かん隊たい司令部に報告だ！」

「了りよう解かいしました！」




　ケルプワイン海かい賊ぞく団とミリオン傭よう兵へい隊で作られた混成艦隊は、指揮官であるケルプ・ワインガーの名前を取って、そのままケルプワイン艦隊と呼ばれていた。

　ケルプワイン艦隊の主力は高速の軽巡航艦や駆逐艦で編成されており、彼らの任務は戦いの序じよ盤ばんにあっては偵てい察さつと牽けん制せいであり、戦いの山場にあっては、敵てき陣じんに切り込み、高速雷らい撃げき戦を展開することにあった。

　ケルプワイン艦隊の旗艦ゴッドフェニックスのブリッジに立つケルプは、眉まゆをひそめたまま目の前に展開されている三次元モニターを見つめていた。

　その球形のモニターの中心にある恒こう星せいの反対側の一角に、赤い光点が集中していた。

『Ｄポイントに転移した敵艦の数が二万を超こえました！』

『艦種にあっては、推定ですがＺ級の戦列艦を多数含ふくむものと思われます！』

　情報オペレーターの報告を聞きながら、ケルプは小さくうなずいた。

　……遠えん距きよ離りの転移ポイントに本隊か……やっぱりマイドの読みは正しかったな。

　情報オペレーターの報告は続いた。

『敵艦隊の侵しん攻こう速度は非常にゆっくりです。こちらの配置したデコイの確かく認にんに手間どっているようです』

　ケルプワイン艦隊の参謀本部付の通信オペレーターの女性士官の一人が、嬉うれしそうな声でつぶやいた。

「あいつら、へっぴり腰ごし艦隊って呼んでやろうか。だってさ、なんとなく、目の前にある物すべてを棒で突つっついて正体を確かめなくちゃ怖こわくて前に進めないみたいだもの」

　通信オペレーターの女性士官の間に忍しのび笑いが広がったとき、通信部長の注意が飛んだ。

『ジューン・ミナモト少しよう尉い、今は作戦行動中だ、私語は慎つつしむように！』

　ジューン・ミナモト少尉と呼ばれた若い女性士官は、ちょろっと舌を出して肩をすくめた。

　その光景を見て、ケルプは思った。

　……兵士の士気は高いし、余よ裕ゆうがある。

　この余裕も士気も全部あいつのおかげだ……ここにいなくとも、あいつの名前が作戦を進めていく……このまま進めば、この戦いはあいつの思ったとおりに進むだろうな。

　警けい戒かいされ、おそれられることを抑よく止し力と呼ぶのなら、やはりあいつは戦艦百隻せき分の戦力に等しいのだろう。

　そう考えながらケルプは、目の前にある指揮コンソールのパネルに握にぎりこぶしを押し付けた。

　……あいつがいればこの戦いは勝てる。

　でも……その、肝かん心じんのあいつは本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？




　ケルプワイン艦隊の右う翼よくに位置するアウトニア義勇軍艦隊。

　その旗艦であるＳ級戦艦シンパソールのブリッジを、ミストラル・エデッサが、落ち着きのない様子で歩き回っていた。

　それを見かねたのだろう、副官に任命されたエルノリク男だん爵しやく領艦隊の司令であるサライ・エルノリクが声をかけた。

「エデッサ伯はく、少しは落ち着いてください。指揮官がそのようなことでは、兵士が動どう揺ようします」

　まだ少年の面おも影かげを持つサライに諫いさめられたミストラルは、ちょっと赤い顔になって頭を下げた。

「あ、いや……居ても立ってもいられないのでな……そう言われればそのとおりだ、すまん」

　自分よりはるかに年上で、身分も高いミストラルが、素す直なおに頭を下げたのを見たサライは、ちょっと驚おどろいたような顔をしたあとで、微笑ほほえんだ。

「お気持ちはわかります……痛いぐらい。きっと僕たちはみんな、そう、兵士から将軍に至るまで思うことは同じだと思うのです」

　ミストラルは顔を上げた。

「……あの方は、大丈夫だろうか？」

　サライは、静かに首を振った。

「わかりません。でも、僕は、あの方があのまま終るとは思っていません。あの方は絶対に戻もどってきます。だから僕たちは、あの方が来るまでの間にできる限りのことをしておくべきだと思うんです」

　ミストラルはうなずいた。

「そう……そうだな。あの方は英えい雄ゆうだ。こんなことでくじけるわけがない」

　サライはメインスクリーンに映るネオ・アウトニアを見つめて言った。

「あの方は自分のことを英雄だなどと、ただの一度も思ったことはないでしょうね……あの方は自分のことを、無力な人間でしかないとお考えです。あの方は知らないんですよ、英雄とはなろうとしてなるものじゃないってことが……」

　サライの横に立って、同じようにネオ・アウトニアを見つめながらミストラルは言った。

「英雄とは……なろうとしてなるものじゃない……か」

「ええ、僕はそう思うんです」

　そう言った後でサライは照れたような顔になって言った。

「なんか……小こ僧ぞうが生意気なこと言っちゃったみたいですけど……気を悪くしないでくださいね」

　ミストラルは微笑んだ。

「いや、エルノリク男爵の次じ男なん坊ぼうは才気あふれる少年だというウワサは聞いていたが、それはウワサではなく事実だったようだな……」

　そして、そこで言葉を切ったミストラルは真面目まじめな顔でサライに訊きいた。

「では、サライに訊きたい。英雄になれる素質を持った人間が、もし、本気でなろうと思ったとしたら、その人間は、どんな英雄になるのだろうな？」

　サライは、しばらく無言だった。

　やがて、静かに言った。

「わかりません……でも。もしかしたら僕たちはその答えを知ることができるかもしれません……」




　その頃ころ、第三十三偵察軽巡じゆん航こう艦かん艦隊の旗艦イリュージョンのブリッジでは、艦隊司令のモリー少しよう佐さが、空コンテナで作られたデコイの調査にあたっていた機動服分隊の分隊長から報告を受けていた。

「何もないだと？」

　モリー少佐の言葉に、通信モニターに映る機動服のパイロットはうなずいた。

『ええ、何もありません。これは、ただの古ぼけた空っぽの貨物コンテナを寄せ集めて溶よう接せつしただけのシロモノです』

「本当に確かく認にんしたのかね？　爆ばく発はつ物も、オートパイロットも、何もないというのか？」

『ええ、本当に何もないんです。あったのはメッセージだけです』

「メッセージ？　どんなメッセージだ！」

　機動服のパイロットは、一いつ瞬しゆん言いよどんだ。

『それは……その……直接ご覧になられた方が理解しやすいと思うのです……録画がありますのでお送りします』

　男の言葉が終るのと同時に、通信モニターの脇わきにサブウィンドウが開いてそこに映像が映った。

　作業用機動服の撮さつ影えい用ライトの中に浮うかび上がったのは、スプレーペイントで書かれた見るからに稚ち拙せつな文字の群れだった。

「やっほー帝てい国こくのおばかさん」「マイド様に逆らうなんて無む駄だ無駄無駄ァ」「上を見ろ」「下を見ろ」「素す直なおでよろしい」「雌猫華瑠帝徒参上！　夜露死苦！」

　文字を読んでいるうちに、どこかの下町のガード下か、公衆トイレの中に立っているような気がしてきたモリー少佐は、うんざりしたように言った。

「もういい、再生をとめてくれ」

『了りよう解かいしました』

　機動服のパイロットは真しん剣けんな顔で訊いた。

「あの空コンテナと、このメッセージに、どのような意味があるのでしょう？』

　モリー少佐は、しばらく無言だったが、やがてゆっくりと言った。

「意味などない……あるとしたら……時間稼かせぎだ」

『時間稼ぎ？』

「ああ、そうだ。考えてみたまえ、我々が、その古コンテナの寄せ集めを調べるだけで、どれだけ時間をかけたと思う？　さあ、早く帰ってきたまえ」

『了解しました』

　機動服パイロットとの通信を切ったモリー少佐は、通信オペレーターに向かって言った。

「討とう伐ばつ艦隊司令部に連れん絡らくをとってくれたまえ、内容は検けん索さく結果報告と……意見具申だ」




「何もなかったか」

　討伐艦隊旗艦クレセント・バリアリーフの集中指揮室で、モリー少佐をはじめとする先行偵てい察さつ艦隊からの検索結果報告を聞いたバルク中将は、納なつ得とくするようにうなずいた。

　参さん謀ぼうは訊いた。

「この後の対処はいかがいたしましょう？」

　バルク中将はしばらく目を閉じたまま考えていたが、やがて目を見開いた。

「ここから目標のネオ・アウトニアまでの間には、あれと同様の物が何千と置かれているが、おそらくすべて時間稼ぎのためのデコイだ。これから先は、デコイと思われる物を、無視、もしくは破は壊かいして前進せよ」

「よろしいのですか？」

　中将はうなずいた。

「このままデコイを調べつづけることは……何もない。次のデコイを調べる。何もない……おそらくそれの繰くり返しだろう。そのうちに、調べる人間の心の中に『どうせ次も何もないだろう』という考えが浮かぶ。おそらくマイド・ガーナッシュは、その瞬しゆん間かんを待っているのだ。

　我々の戦力は、彼らのそれよりはるかに強い。比べ物にならんだろう。しかし、それを操あやつる人間の心の弱さは同じなのだ。各艦に対し、いつ、なんどき奇き襲しゆう攻こう撃げきを受けてもそれに対処できるように、主推進機のパワーを七割以上に保つように指示命令を徹てつ底ていさせ、球形陣じんを保ったまま前進を開始しろ」

　参謀は一礼した。

「かしこまりました、その旨むね伝えます」




　ケルプワイン艦隊旗艦ゴッドフェニックスの指揮ブリッジに、情報オペレーターの報告が飛び交かった。

『敵本隊、前進を開始しました！』

『βブロックのデコイをビーム砲ほうで破壊しております！』

　メインスクリーンを見上げたケルプが舌打ちをした。

「足止めも、ここまでか……」

　横に立っていた参謀のテツヤ・タカハジ大たい佐さが訊きいた。

「いかがいたしますか？　マイド閣下不在の今、このケルプワイン艦隊だけでなくアウトニア軍全艦隊の指揮権はケルプ殿どのにあります」

「わかっている……」

　ケルプは右手の拳こぶしを左手で包むようにして握にぎり締しめながら、メインスクリーンを見上げた。

「作戦の展開方法も、進め方も俺はマイドから聞いている……でも『撃うてルンです』は一回しか使えないんだ！　もし、使いどころを間ま違ちがったら、それで終りなんだ！」

「では……どうすればいいのですか？」

　ケルプは、じっとメインスクリーンを見上げていたが、やがてゆっくりと言った。

「先行偵察艦隊に攻撃命令を出せ」

　タカハジ大佐は目を見開いた。

「あれは軽巡じゆん航こう艦かんと駆く逐ちく艦だけの艦隊で、たいしたことはできません！」

「わかっている。でもあいつらは足が速くて軽快だ。小惑わく星せい帯の中から牽けん制せい攻撃をかけて、遅ち滞たい行動を取らせるんだ。無理しなくていいから、イヤガラセを続けろ、と伝えてくれ」

「わかりました……では、他の艦隊にはどのように？」

「防ぼう御ぎよスクリーンを多層展開して兵力温存だ！　攻撃用兵器に送られるエネルギーを、すべて防御スクリーンの維い持じに回すように伝えろ」




　命令を受け取ったハルカ艦隊指揮官ワタル・ロングウェイ上級中ちゆう尉いは、ハルカ艦隊の全艦に向かって命令を下した。

「各艦への統制行動を解く！　これから一標準時間のあいだ自由に動き、敵艦隊の先行偵察艦隊に攻撃をかけろ！　いいか！　ヒットエンドランに徹てつして絶対に一ヶ所に留とどまるな！　一標準時間後に第七惑星軌き道どう上のｋポイントに集結する！　それまで各艦の才覚で生き残れ！　以上だ！」

　小惑星帯の中にいたハルカ艦隊は、クモの子を散らすように四方に散り始めた。

「よいのですか？　ワタル中尉？　統制を解除しては火力の集中ができません」

　副官が訊いた。

　ワタルは微笑ほほえんだ。

「いいんだ、僕たちのような小艦かん艇ていが束になってもたいした火力にはならない。いわばトゲが一本の串くしになったくらいの違いしかない。僕たちの役目はイヤガラセだ、だとしたら一本の串よりも、あちこちにちくちく刺ささるたくさんのトゲの方がイヤだろう、違うかい？」

　副官はうなずいた。そしてニヤリと笑った。

「あの方に似てきましたね……」

　ワタルはにっこりと笑った。

「尊敬しているからね……心の底から」

　副官はふっと、不安そうな顔になった。

「聞いた話ですと、あの方はメイ王女様のいる集中治ち療りよう室から一歩も出ないで閉じこもっているそうですね、誰だれとも会わずに……」

「そうだね……この事件を起こした人間がそこまで考えていたのかどうかわからないけど、今のアウトニアの最大の弱点を敵は突ついたんだと思うな……」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　マイド閣下はこの戦いの指揮をお執とりになれるのでしょうか？」

　ワタルは眉まゆをひそめた。

「できるさ……いや、できると思いたい。だってアウトニアはメイ王女のものだ。だとしたらあの人が見捨てるわけがないじゃないか」

　副官はうなずいた。

「そうですよね、あの方がそんなことをするわけがないですよね」

「ああ、大丈夫だ」

　そう答えながら、ワタルは自分の心の中にある不安感を抑おさえつけるように握りこぶしを指揮コンソールに押しつけた。




　ハルカ艦隊による先制攻撃が、この戦いの号砲だった。

　小惑星帯の陰かげから撃たれる小口径のビーム砲は、先行している偵察艦隊に微び細さいな損害を与あたえたが、バルク中将は本隊の前進速度をそのまま保つように伝えた。




『敵本隊の進行速度、変わりません！』

『先行哨しよう戒かい部隊の攻撃を無視したまま前進を続けています！』

『こちらの前衛艦隊が、まもなく敵の戦列艦の遠えん距きよ離りビームの射程に入ります！』

　ゴッドフェニックスのブリッジに悲鳴じみたオペレーターの報告が飛んだ。

「全艦隊に連れん絡らく！　艦隊隊形を密にし、防御スクリーンを展開！」

　タカハジ大佐が訊いた。

「艦隊の外にある撃てルンです部隊はどうします？」

「彼らには悪いが、そのまま待機してもらおう。おそらくデコイと判断されて攻撃の対象にはならないと思うから」

「たしかに……あれが兵器だとは思わないでしょうな」

「兵器であってほしいものだがな……そろそろ敵のビームが来るぞ、しっかりつかまっていようぜ」

「わかりました……総員！　急激な慣性移動に備えよ！」

　タカハジ大佐の声と共にゴッドフェニックスが大きく動いた。

　一いつ瞬しゆん後、メインスクリーンを白くフェードアウトさせてビームが通り過ぎた。

「損傷は？」

『ありませんが……後方のいくつかの小艦艇に被ひ害がいが出たようです』

「後方？　防御スクリーンはどうしたんだ？」

『それが……どうやら義勇軍艦かん隊たいの展開したスクリーンの厚さに問題があったようでして……』「よせあつめだからな……意思の統一に問題があったというわけか……」

　タカハジ大佐がうなずいた。

「攻こう撃げきはバラバラでもできますが、防御は意思を統一した行動が必要ですからね」

　そのとき、ケルプのパーソナルモニターに情報参さん謀ぼうが映った。

『撃うてルンです艦隊司令、カターク少しよう佐さからの意見具申です！　文面……『敵艦隊が射程に入り次し第だい、直ちに反撃開始し、敵の前衛艦隊を粉ふん砕さいすべし。我ら準備良し』とのことです』

「確かにそうすれば敵の前衛は破は壊かいすることができる。でも、あれは切り札だ、こんなところで使うものじゃない……カターク少佐にはあとしばらく待機するように伝えろ」

『了りよう解かいしました！』

　敬礼して消えた情報参謀を見て、ケルプはつぶやいた。

「撃てルンです艦隊か……実戦経験のほとんどないアウトニア軍の連中があれに志願するとは思わなかったよな」




　一回限りのガンシップ、通つう称しよう撃てルンです艦隊は、アウトニア正規軍艦隊に所属していた。

　旧アウトニア軍の軍人だった将兵の多くがこの「撃てルンです」への乗り組みを志願したからである。

『こんな面おも白しろい物をヨソモノに取られてたまるか』というコメントを残して彼らは「撃うてルンです」に乗り込んで出撃して行った。

　それは、アウトニアの国民流のひねくれたものの言い方であり、本音は義勇軍の人々を危険にさらすわけにはいかない、ということであるのは明らかであった。

　宇宙空間に浮うかぶ、廃はい品ひんを組み合わせたデコイの群れの、その後ろに、彼らは配置されていた。

　第一陣じんは千隻せき。

　敵が動き出し、デコイの前に来たそのときが彼らの出番だった。

「撃てルンです」の一いつ斉せい攻撃で敵陣の陣形を崩くずし、高速の光子魚ぎよ雷らい搭とう載さい艦が飛び込み、敵に砲ほう撃げき戦を展開する時間を作らせぬまま一気に雷らい撃げき戦に持ち込む。それがマイドの立てた作戦だった。

　この作戦が成功するかどうかはこの「撃てルンです」をいつ使うのか、そのタイミングにすべてがかかっていることを、アウトニア軍のすべての将兵が知っていた。

　その間にも、帝てい国こく第三軍の遠距離ビームがアウトニア軍の艦隊の中に撃ちこまれるたびに艦隊のどこかで光の球が生じていた。

　それは、ぜい弱じやくな防御スクリーンしか持っていない小艦艇が、ビームのエネルギーに耐たえられなかったことの証あかしだった。




　エデッサ艦隊の旗艦では、ミストラルが叫さけんでいた。

「今、やられたのはどこの艦だ！」

『エルノリク艦隊所属第三十二哨しよう戒かい艇ていウインドミル爆ばく沈ちん！　脱だつ出しゆつ者はありません！』

　ミストラルは目の前にある机を叩たたいた。

「何をやってるんだ！　あの男は！　仲間が死んでいるんだぞ！　あいつを信じて、あいつのために家も故郷も家族も捨ててここにやってきた男たちが死んでいるんだ！　なのに、なのに、あいつはあの部屋から出てきやしない！　あいつはそれだけの男だったのか！　あんな人間を俺は信じたのか！」

「ミストラル殿どの……」

　何かを言おうとしたサライの言葉が止まった。

　ミストラルは泣いていた。

「こんなはずじゃない……こんなはずじゃない……違うか？　マイドという人間はこんな人間じゃないはずだ」

「ええ、私もそう思います……待ちましょう」

　ミストラルは叫んだ。

「いつだ！　いつまで待てばいい！　一分一秒ごとに俺たちの仲間が死んで行くんだ！　死ぬことは無む駄だだとあいつは言った！　俺はそれを信じた！　死ねと命ずる指揮官はいくらでもいる、でも、死ぬことはすべて無駄だと言い切った指揮官を俺は知らない……あいつなら、何かを変えることができると俺は信じたんだ！」

　そしてミストラルは叫んだ。

「マイド・ガーナッシュの大おお馬ば鹿か野や郎ろう！」




　このとき、ネオ・アウトニアの地表にあるアウトニア軍本部で戦せん況きようをじっと見ていた一人の女性が同じ言葉をつぶやいていた。

「マイド・ガーナッシュの大馬鹿野郎が！」
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　第十一章　獅し子しのごとく







　集中治ち療りよう室は、アルファドームの医療エリアの最も奥にあった。

　そこに至る廊ろう下かには、いくつもの扉とびらと、警備システムが設けられており、外部の人間が容易に入れないような構造になっていた。

　その廊下を、ずんずん、と音がするくらいの勢いでマリリンが歩いていた。

「いいかいヴァル！　あたしは急いでいるんだからね！　ドアやセキュリティシステムで止まるつもりはないんだ！　あたしが近づいたらさっさと扉を開けな！」

　そう言いながらマリリンは歩いた。

　やがて、マリリンは廊下を右に曲がった。

　その先にはいくつものセキュリティがかかったドアがあったのだが、マリリンが立つのと同時に、すべてのモニターランプが緑色に変わった。

　腰こしに手を当てて、ドアが次々に開いてゆくのを見ていたマリリンは、満足げにうなずいた。そして、廊下の突つき当たりにある集中治療室のドアを見て、にやりと笑った。

　……あれが天あまの岩いわ戸とってヤツだな。

　マリリンは、そのまままっすぐ進んだ。そして集中治療室のドアのまん前に立つと、胸を張って言った。

「アウトニア存亡の危機だ！　まかりとおる！」

　……ドアは開かなかった。

　そのとき、廊下にある館内インフォーメーションのスピーカーからヴァルの声が流れた。

『誠まことに申し訳ありません、そのドアはわたくしのコントロール下にありません』

「そうかい、じゃあ、わたしが開ければいいんだね！」

　そう言うなりマリリンは、右手を握にぎり締めて壁かべについている開閉スイッチを殴なぐりつけた。

　……ドアは開かなかった。

「ちくしょう、ロックしてやがるな……」

　マリリンは、そのこぶしでドアを叩いた。

「こら！　開けろ！　天下の一大事なんだぞ！」

　そのとき、ドアがいきなり開いた。

　ドアの中では、ミィ医長が、仁に王おう立だちしていた。

　空から振ぶりをしてつんのめったマリリンをにらみつけてミィ医長は言った。

「あんたか！　集中治療室のドアを叩くという常識知らずの大おお馬ば鹿かは！」

　マリリンは、ミィ医長の目を見返した。

「うるさい！　わたしだって常識しらずの行こう為いだってことは十分承知でやってるんだ！」

　二人の女は、集中治療室の入り口を挟はさんでにらみあった。

　やがて、マリリンが言った。

「マイドに会わせてくれ」

　ミィ医長は首を振った。

「それはできないね」

「なんでだ！　意識不明なのはメイのほうで、マイドは無傷なんだろうが！」

　ミィ医長はマリリンの目を見み据すえて言った。

「精神的外傷トラウマの方が、肉体的な外傷よりずっと深い時だってあるんだ！　あんた、マイドを廃はい人じんにするつもりか！」

「廃人？」

　ミィ医長はうなずいた。

「ああ、精神的外傷性ストレスによる自我崩ほう壊かいだ！　時間をかけて立ち直らせないと、どうなるかわからない！　あんたはわかってるのか？　彼が今どんな状態なのか」

　マリリンは、叫ぶように言った。

「わかってる！　わかって、それでいてわたしは言っているんだ！　あいつがどんな思いで生きて来たのか、わたしにはわかる！　あいつは全部背負ってきたんだ。

　あいつは今いくつか知ってるか？　二十……二だ！　世間から見ればどう見たって青二才だ！　人生経験なんかいくらも積んじゃいない。だけどあいつは背負わされてきた、何千何万という他人の命を。生活を、人生を！　投げ出したくなることだってあっただろう、泣きたくなることだってあっただろう、でもあいつは歯を食いしばって歩き続けて来た……なのに今、そのすべてが失われようとしているんだ」

　マリリンは両手を大きく広げた。

「何もかも投げ捨てたくなるさ。この世に正義なんてものはない、何一つ信じるべきものはない！　そう言いたくなるのも当然さ、それが普ふ通つうの人間なんだ。でも、わたしはそれでもあいつを殴りつけて、立たせなきゃならないんだ！」

「なぜだ！　ひどすぎる！　あんたは、なぜそんなことができるんだ！　なぜ彼だけにそんなつらいことをさせるんだ！」

　マリリンはミィ医長を正面から見て、そして、静かに言った。

「それは……あいつが、マイド・ガーナッシュだからだ」

　ミィ医長は、はっとした顔をして一歩下がった。

　マリリンの目から一筋の涙なみだがこぼれ落ちていた。

　ミィ医長は、マリリンの気持ちがわかったような気がした。

　……そうだ、本当につらいのは、この人の方なんだ。

　誰だってこんなことなんかやりたくない、こんな……一生憎にくまれ続けるような役目なんか……でも、誰かがやらなきゃいけないのなら、自分がやろう……そう思っているに違ちがいない。

　……そう、だとしたらこの人もマイドと同じなんだ。

　ミィ医長は、小さくうなずいて、さらに一歩退ひいて立った。

　マリリンの眉まゆが小さく動いた。

「いいのか？」

　ミィ医長は、腕うでを組んでゆっくりと言った。

「私の胸の中にいる、医者としての私は大声でわめき散らしているよ、お前は正気か！　ってね。でも……もう一人、働く女としての私が、あんたを応おう援えんしているんだ、がんばれ！　ってね」

　そして、にやっと笑って言った。

「医者の私を抑おさえておけるのは五分だけだ……いいね」

　マリリンはうなずいた。

　そして、ミィ医長の脇わきを通り抜ぬけるとき、マリリンはつぶやいた。

「今度、飲みに行こうぜ」

「ああ、今度ね」




　集中治療室を外気と隔へだてている三重のエアロックのドアを開けて、マリリンは部屋の中に入った。

　薄うす暗ぐらい治療室の真ん中に透とう明めいなフードで覆おおわれた治療カプセルがあり、その脇から出た様々な治療用のデバイスが、カプセルの向こうにある治療装置に伸のびている。

　その薄暗い部屋の片かた隅すみにマイドはいた。

　マイドはイスに座り、身じろぎもせずに部屋の中央にある治療カプセルを見つめていた。

　部屋の中にマリリンが入って来たことにすら気づかないのだろう、視線は動かなかった。

　マリリンは、つかつかとマイドの前に進むと、その前に立って腕を組んだ。

「マイド！　仕事だよ」

　マイドは、のろのろと顔を上げた。

「やあ……マリリン、久しぶりだね」

　その、消しよう耗もうしきったマイドの顔と言葉に、マリリンは軽いショックを受けた。

　……四日前にコーリンを連れて来たときに会ったばかりだっていうのに……記き憶おくが混乱しているんだわ。

　湧わき上がってくる憐れん憫びんの情を抑え込むようにしてマリリンは言った。

「こんなところで、へたりこんでいる場合じゃない！　さあ、行こう！　アウトニア軍があんたを待っているんだ！」

　マイドは、わけがわからない、という顔をした。

「アウトニア軍？　なんのことですか？　僕には関係ないことですよ……僕はここから離はなれるわけにはいかないんです……」

　マリリンは、ずい、とマイドに近づくと、いきなりマイドの襟えり首くびをつかんだ。

「関係ないだって？　ふざけたことを言うんじゃない！　あんたの肩かた書がきは何だ？　あんたはアウトニア軍の総司令官じゃないのか？」

　襟首をつかまれたマイドは、視線を外すと静かに微笑ほほえんだ。

「僕はもう総司令官でもなんでもありません。やめたんです。僕はただのマイド・ガーナッシュという一人の男に戻もどったんです」

「そんなことが許されるわけがないだろう！」

「許されなければ……どうだというのですか？　僕を罰ばつするんですか？　僕を殺すと脅おどすのですか？　結構ですよ、どうにでもしてください」

　マリリンは口調を変えた。

「そうか、わかった。あんたは逃にげるんだな。敵に背を向けて逃げるんだ」

　マイドの表情は変わらなかった。

「ええ、僕は逃げます。帝てい国こく軍が攻せめてきたなら僕はメイを連れて平和なところに逃げます。考えてみれば、僕には戦う理由なんかなかったのかもしれない……」

　マリリンに襟首をつかまれたままマイドは続けた。

「僕が……戦わなければ……メイは、こんな目に遭あわないで済んだ……こんなことにならなかった……」

　マイドの襟首をつかんだままマリリンは叫さけんだ。

「違う！　絶対に違う！　あんたは間違っている！　あんたがあのとき戦わなけりゃアウトニアはここにない！　メイだってここにいないんだ！」

　マリリンは、渾こん身しんの力を振り絞しぼってイスに座ったままのマイドを引っ張り上げると、そのまま部屋の中央に置かれた治ち療りようカプセルの前まで引きずって行った。

　透明な治療カプセルのフードの下にメイはいた。

　青白い、血の気のない顔と白い、小さな裸はだかの肩が見えた。

　そのメイに向けて、マリリンはマイドの顔を押し付けた。

「よく見ろ！　あんたには見えないのか！　この……メイの小さな肩に載のっているものが！　メイは……王女だった。両親を殺され、国を滅ほろぼされてもなお、この子は王女でありつづけようとしていたんだ！　投げ出したいと何度も思っただろう、もういやだ、普通の女の子になりたいと、何度となく思っただろう。思わないわけがない！　でも、この子は王女でありつづけた。何よりも国民のことを考え、そしてそれだけのために生きてきたんだ！　荷物を背負っているのは自分だけだと思っていたのか！　マイド！　あんたはメイに何と言うつもりだ！　アウトニアがもう一度滅びたら、あんたはメイに何と言い訳をするつもりだ！」

　治療カプセルのフードに両手を当ててメイの顔を見ていたマイドの身体が震ふるえた。

　マイドの目から涙がこぼれた。

　メイが撃うたれたそのときから一度も泣かなかったマイドが、泣いた。

　下を向いて、声を殺し、歯を食いしばって、マイドは泣き続けた。




　どれほどの時間が経たったのだろうか？

　一分だったのか一時間だったのか……。

　マイドは涙を拭ふいた。

　そしてゆっくりと顔を上げて言った。

「マリリン……」

「なんだい？」

「メイを見ててくれ。僕は……行かなくちゃならない……メイが目を覚ましたとき、寂さびしがるといけないから……マリリンにここに居て欲しいんだ」

「あ、ああ、いいよ」

「ありがとう……」

　そう言うと、マイドは立ち上がった。

　そして、そのままマリリンに背を向け、集中治療室の出入り口に向かって歩き出した。

　その背中を見てマリリンは思った。

　……振ふり返るだろうか？

　マイドは、集中治療室の出入り口に立った。

　自動ドアが静かに開いた。

　そして、マイドは外に向かって歩き出した。

　一度も振り返らなかった。




　帝国第三軍は、圧あつ倒とう的な戦力を押し立てて、アウトニア軍の目前にまでやってきていた。

　アウトニア軍の戦せん艦かんのビーム砲ほうの射程内に入る寸前に第三軍は停止し、遠えん距きよ離りビームの発砲を停止して球形陣じんの前衛艦隊がその前面に多重防護スクリーンを展開した。

　おそらく、別働隊の転移を待ち、挟きよう撃げきする作戦なのだろう。

　アウトニア軍の攻こう撃げきのチャンスは今をおいて、なかった。

　ここで別働隊に挟撃されれば勝ち目はない。

　今、目の前に停止した本隊の防ぼう御ぎよシールドを破は壊かいし、その穴から飛び込んで敵陣を混乱させる、それしか勝ち目がないことをアウトニア軍の将兵のすべてが知っていた。

　ネオ・アウトニア軍の将兵たちはモニターを見つめていた。

　その命令は、彼が下すはずだった。

　彼以外にその命令を下せる人間はいなかった。

　Ｓ級戦艦の機関室の中で。

　軽巡じゆん航こう艦の魚ぎよ雷らい発射管の脇で。

　哨しよう戒かい艇ていのブリッジの中で。

　ありとあらゆる場所で、将兵たちが彼の言葉を待ちつづけていた。

　そのとき。




　ゴッドフェニックスの通信オペレーターの一人が、いきなり立ち上がった。

　それは、いつぞや私語をたしなめられた若い女性士官だった。

『ジューン・ミナモト少しよう尉い！　何事だね、作戦行動中に立ち上がったりして……』

　ジューン少尉は、上司である通信部長の叱しつ責せきの言葉を聞いていなかった。

　虚こ空くうを見つめたまま大きくうなずいたジューン少尉は、耳につけていたインカムをむしりとると、ブリッジにいた全員に向かって叫んだ。

「通信です！……マイド閣下からです！　これからアウトニアの全将兵に向けてメッセージを送るそうです！」

　ブリッジに割れんばかりの歓かん声せいが響ひびき、帽ぼう子しが舞まった。

「間ま違ちがいないのか！」

　指揮コンソールから叫んだケルプに向かってジューン少尉は飛び切りの笑え顔がおで微笑ほほえむと、メインスクリーンを指差して言った。

「ご自分の目でお確かめください！」

　メインスクリーンに映っていたのはまぎれもないマイド・ガーナッシュその人だった。

　白いアウトニア軍元げん帥すいの礼服を着たマイドが、下を向き目を閉じて立っていた。

　この映像は、アウトニアのすべてのモニターに送られていた。

　戦せん闘とう艦のメインモニターだけではなく、食堂や機関室やトイレの小型モニターや、すべての機動服のパーソナルモニターにすら送られていた。

　そして、アウトニア軍のすべての将兵が、そのモニターを見つめていた。

　やがて、モニターの中に立つマイドはゆっくりと顔を上げ、目を開いて将兵たちを見た。

　その目は悲しみに満ちていた。

　マイドは静かに話し始めた。

『諸君……私はアウトニア軍総司令官、マイド・ガーナッシュである。

　私は今まで諸君たちに無む駄だに死ぬな、死ぬことはすべて無駄なことだと告げてきた。

　しかし、今、私は諸君らにこう告げざるを得ない。

　死は諸君らの目前にある……と。

　なぜなら戦いの結末は、生か死か、その二者しかありえないからだ。

　そのことを知りつつ私は今、諸君らにこう告げる。

『戦え』と……』

　そこで言葉を切ってマイドは下を向いた。

　そして、自分の言葉の意味が人々に伝わっていくのを待つように沈ちん黙もくした。

　やがて、マイドは大きく息を吸うと胸を張り顔を上げた。

　そして、正面から将兵たちを見つめ、力強く言った。

『諸君！　戦え！

　生命を賭として守るべきものがあるのなら、そのために戦え！

　死してなお守りたいものがあるのなら、そのために戦え！

　自らの命よりも大切なものがあると信じるのなら、そのために戦え！

　持てる限りの能力を振り絞しぼり

　炎ほのおのごとき闘志と、氷のごとき理性を持って

　ひるむことなく戦え！』

　そして、マイドは一回大きく息を吸って叫さけぶように言った。




『……全艦！　前へ！』




　その言葉が終るのと同時に、ゴッドフェニックスを揺ゆるがすような歓声が上がった。

　その歓声は、アウトニア軍に所属するすべての艦からも聞こえたに違いない。

　重巡航艦「ファイヤーワークス」のブリッジで「撃うてルンです」たちを指揮していたカターク少しよう佐さは、にやっと笑うと、配下の一千隻せきの「撃てルンです」の射手に向かって叫んだ。

「今だ！　ぶっ放せ！」

「撃てルンです」の操縦室では、射手が歓声を上げていた。

　彼らは、ずっと電でん影えいクロスゲージの中に帝てい国こく第三軍の球形陣をとらえ続けていたのだ。

　がまんにがまんを重ねてきたときが今、やってきたのだ。

　すべての「撃てルンです」の射手が、迷うことなく引き金を引いた。

　それは、太陽の表面爆ばく発はつを再現したに等しい光景だった。

　いくつかの「撃てルンです」は自己の発したエネルギーに耐たえられなかったのだろう、ビームを発射することなく光の球と化したが、ほとんどの「撃てルンです」は、その巨きよ大だいな砲ほう口こうからエネルギーの奔ほん流りゆうを吐はき出した。

　とうてい直視できない量の光が棒になり。

　そして、その棒が束になって帝国第三軍の防御シールドにぶち当たった。

　このとき帝国が展開していた防御スクリーンは、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきでケルプ艦隊が展開した戦法の拡大発展版だった。

　設計上では、このシールドは無敵だった。

　このシールドを破壊するには、至近距きよ離りから戦列艦クラスの主砲を連続して叩たたき込む他ほかはなく、それ以外にそれが可能な兵器は存在しないはずだった。

　その点において帝国兵器廠しようの技術者の考えは正しかった。




　このシールドを破壊したのは兵器ではなく廃はい品ひんだったからだ。




　「撃てルンです」の一いつ斉せい射しや撃げきによって、帝国自じ慢まんの強化シールドは見るも無残に砕くだけ散り、球形陣の内側に位置していたかなりの数の戦艦と重巡航艦が爆ばく沈ちんした。

　絶対安全と言われていたシールドが、ただの一撃で破られたことを知ったとき、帝国の艦隊を支配していたのは指揮官ではなく混乱とパニックだった。

　そして、そのときを、マイドは見み逃のがさなかった。

『ケルプ艦隊！　前へ！　重雷らい装そう艦を前面に出せ！　エデッサ艦隊は突とつ破ぱ口こうを広げろ！』

　矢や継つぎ早ばやに下されるマイドの命令を聞いたケルプは、隊内通信機に向けて叫んだ。

「野や郎ろうども！　突とつ撃げきだ！　これからが本番だぞ！」

　ケルプ艦隊とエデッサ艦隊は雄おたけびを上げて敵てき陣じん形けいに空いた大穴から躍おどりこんでいった。
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　第十二章　世界の天てん秤びん







　その街は春を迎むかえようとしていた。

　それが一番良くわかるのは、太陽が沈しずんだ直後の時間帯だろう。

　太陽が沈むのと同時に、凍こごえるような風が吹ふいた冬と違ちがって、春の夜の風は昼間の太陽の恩おん恵けいをしばらく保ち続けている。

　春の宵よい闇やみの中に吹く風の暖かさを知ったとき、人は春が来たことを知る。

　街を歩く人々の足も、誰だれもが急ぎ足で歩いていた冬に比べると、心なしかゆっくりと見える。

　ここ、商業惑わく星せいゼーロックに住むビジネスマンにとっても、春の宵は、早足で歩くにはもったいないと感じるのだろう。

　ゼーロックの北半球にある地方都市「ラレス」にある中央公園の入り口の脇わきにあるベンチに座って、目の前のメインストリートを歩いてゆく人々を眺ながめながら、ノースは、ぼんやりとそんなことを考えていた。

　本当なら、今、考えなくちゃいけないことは、そんなことじゃない……そのことはわかっていた。

　とっくに答えは出ていた。でも、それを彼女に告げるときのことを考えると、ノースは一秒でもその時間を遅おくらせたかった。

　ノースは大きくため息をついた。

　……やっぱり、俺は大おお馬ば鹿かなんだろう。でも、その大馬鹿にしかできないことがあると、あの人は言ったんだ。

　そのとき、若い女性の声がノースの耳に響ひびいた。

「ごめん、遅れちゃった！　待った？」

　目を上げると、そこに、ビジネススーツに身を包んだ二十二、三歳の女性が微び笑しようを浮うかべて立っていた。

「あ、いや、別に、俺のほうがちょっと早く来ただけさ」

　ノースは、ベンチから立ち上がりながら言った。

「さあ、行こうか」

　若い女性は、ちょっと驚おどろいたような顔をした。

「もう？　いつもなら一いつ緒しよに座っていろんな話するのに……」

　ノースは女性を指差して言った。

「今日は……ケイ、お前に大事な話がある」

「え？」

　目を丸くしたケイに向かってノースは微笑ほほえんでみせた。

「俺とお前の人生にとって大事な話さ」

「え？　え？」

　いきなり思わせぶりな言葉を聞いたケイは混乱していた。

「何か、期待しちゃうな……」

　頰ほおを紅潮させているケイを見たとき、ノースは、自分が最低の人間になったような気がした。




　メインストリートから一本路地を入ったところにある小こ奇ぎ麗れいなカフェレストランの一番奥の席を、ノースは予約しておいた。

　他愛ない世間話や、職場の上司の悪口を言いあって笑いあう、いつもの時間が流れて、そしてコースディナーのメニューがそろそろデザートに移るころ、ケイが何気ない口調で訊きいた。

「で？　何のことなの？　大事な話って……」

　口調こそ何気なかったものの、ケイが思い切り緊きん張ちようしているのがノースにはわかった。

　……言わなきゃいけない。

　それは俺の義務だ。

　ノースは一回息を吸って、言った。

「ケイ……俺たちが付き合いだして何年になるかな？」

「二年かな？　あなたが家族と一緒にこの星に来てから三年でしょ？　それにしても何なの？　急に付き合った時間なんか気にして……」

　ノースは、突つき放すように言った

「長すぎたな……」

「え？」

　ケイの目が見開かれた。

　ノースは、その目に浮かぶ悲しみの光を無視して続けた。

「俺たちは、もう終りってことさ、俺はもう、お前に飽あきたんだ」

　身じろぎもせずにノースの言葉を聞いていたケイの目から、涙なみだがこぼれた。

　……やっぱり。

　泣くだろうと思っていた。

　理り不ふ尽じんな、あまりにも理不尽な言葉だものな。

　でも。

　これでいいんだ。

　俺には、これ以外の方法が見つからない。

　ノースの目の前で、ケイは涙を拭ぬぐった。

　そして。

　静かに言った。




「ネオ・アウトニアに……行くのね」




　絶句したノースを見てケイは小さくうなずいた。

「やっぱり。あなたって、本当にウソが下手ね」

　本当に、を「ほんっと───に」と発音したケイの顔に微笑みが浮かんでいた。

「あ、いや、俺はだな……」

　何か言おうとしたノースだったが、何も思いつかなかった。

　ど真ん中に命中したケイの言葉の前には、どんな逃にげ道も残されていなかった。

　ノースは下を向いた。

「実を言うと……そのつもりだ」

　ケイは、微笑んだまま訊いた。

「行って……何をするつもりなの？」

　ノースは顔を上げた。

「何をするって……今、ネオ・アウトニアがどういうことになっているのか、お前も知っているだろう？」

「ええ、知っているわ。だから訊くのよ」

　ケイは表情を変えずに続けた。

「あなたみたいに……根が善人で、何をたくらんでも、わたしにすら見破られるような単純な男に何ができるって言うのよ！　のこのこ出かけて行ったって、すぐに死んじゃうに決まってるじゃない！」

　ノースは小さくうなずいた。

「そうかもしれない。俺は、ただのワインのセールスマンでしかない。俺にできるのは営業だけだ。俺なんかがあそこに行っても、何の役にもたたないかもしれない。でも、あそこには俺の友達がいる。子供の頃からずっと一緒に走り回っていた連中がいるんだ。そいつらが戦っているときに、戦おうとしているときに、俺が黙だまってそれを見ているなんてことはできないんだ」

　ケイの目から再び涙がこぼれた。

「あなた、馬鹿よ！　あなたは自分を何様だと思っているの？　あなたはスーパーマンでも英えい雄ゆうでもなんでもないわ！　あなたはただの人なのよ！　あなたがネオ・アウトニアに行ったから、どうなるというの？　あなた一人でどうなるものでもないわ、あなたなんかいてもいなくても同じよ！」

　ノースは黙り込んだ。

　二呼吸ほどの沈ちん黙もくの後で、ケイがぽつんと言った。

「……ごめん」

「いや……俺のことを心配してくれているんだ、ってことはよくわかってる。ありがとう」

　ケイの目から、再び涙がぽろぽろとこぼれおちた。

「……死んじゃうよ、あなたみたいなやさしい人、絶対に死んじゃう……」

「そうかもしれないな」

「嫌いやだ！」

　ケイはもう一度叫さけんだ。

「行かせない！　このままあなたにしがみついて、絶対に離はなさない！　どこにも行けないようにずっとしがみついてやる！　トイレに行くときもお風ふ呂ろに入るときもぜーったいに離れてなんかやんない！」

　そしてケイは泣いた。

　レストランの客の目も、従業員の目も気にせずに泣いた。

　ノースは黙ってケイの泣き声を聞いていた。

　やがて泣き止やんだケイは、持っていたハンドバッグからハンカチを取り出して涙を拭ふいた。

「……ごめんね、取り乱しちゃって」

「いや、本当に謝らなくちゃいけないのは俺だ……ごめん、ケイ」

　顔を上げたケイに向かってノースは静かに続けた。

「確かに、俺は普ふ通つうの人間だ、何の特技も能力も持っちゃいない。いてもいなくても同じなのかもしれない。でも、何かが動くときってのは、その普通の人間が動いたときだと思うんだ。

　世の中という天てん秤びんを動かすのは、一ひと握にぎりの英雄でも実力者でもなくて、その天秤の上に載のっている人間の数だと思う。

　俺一人ぐらいじゃ、その天秤は、ぴくりとも動かないかもしれない、いや、動かないだろう。でも、ひょっとしたら動くかもしれない」

　ケイは涙目でノースをにらんだ。

「……そんなの、幻げん想そうだわ」

　ノースはうなずいた。

「そう、そんなのは幻想かもしれない。でも、そう信じて動くということは、自分にそれだけの価値があると信じることだと思うんだ。

　もし、ここで、俺ひとりなんかいてもいなくても同じだと思って動かないなら、それは自分を、いてもいなくても同じ無価値な存在だと認めることになる」

　ノースは、そこで言葉を切ると、微び笑しようを浮うかべてゆっくりと続けた。

「俺は、アウトニアにいたころ、あの人が、こう言うのを聞いたことがある『自分の価値は自分が決めるという言葉の本当の意味は、自分勝手に自分の価値をつけることじゃない』ってね」

「どういうこと？」

「その人の価値を決めるのはあくまでも他人だってことさ。人の価値ってのは、何をしてきたのか、これから何をしようとしているのか、それを見た他人が決めるんだ。何をするのか、その意志によって自分の価値が決まる、ということなんだと俺は思う」

「そんなの……キレイゴトよ！」

「ああ、キレイゴトだ」

「ええかっこしいの大おお馬ば鹿かよ！」

「ああ、実にええかっこしいの大馬鹿だ」

　そして、ノースはケイを正面から見つめて言った。

「あの人は、その大馬鹿に場所を用意してくれた。だから俺のような大馬鹿はそこに行くんだ」

　ケイは涙目でノースをにらんだ。

「……待ってないわよ……あんたなんか待ってないからね」

「帰ってこれないかもしれない、だから……待たなくていい」

　両手を握にぎり締しめたケイの身体からだが震ふるえていた。

　再び涙をぽろぽろと落としてケイは叫んだ。

「なんで？　なんであんたって人は、そんなにものわかりが良くてそんなに正直なの？　ウソでもいいから言ってよ！　必ず戻もどってくる、だから待ってろ……って！」

「そんな……無責任なこと」

　ケイは微笑ほほえんだ。

「そうだよね、あなたは無責任なこと、大だいっ嫌きらいだものね、自分のやったことには絶対責任を取る人だものね……だから、あなたが好きになったんだ、わたし……」

　そして、ケイは微笑んだまま言った。

「だから……結けつ婚こんして、わたしと」

「え？」

　驚おどろくノースに向かってケイは言った。

「結婚すれば、あなたは、わたしを幸せにする責任があるわ。帰ってきて、わたしを幸せにする責任がね。だから、絶対に生きて帰ってこなくちゃならないの！　死んだりできないでしょ、もし、あなたが死んだら、あなたは無責任な人間になっちゃうんだもの」

　ケイは、そこで言葉を切ると、ノースを正面から見た。

「わたしのこと……嫌い？」

　ノースは、一いつ瞬しゆん息を止めて、そして言った。

「大好きだ……」

　ケイは微笑んだ。

　目にいっぱい涙なみだを浮かべてケイは微笑んだ。

「わたしも……好きだよ、あなたが大好き。ずっと思ってた、あなたと暮らしていけたら、それだけで幸せかな、って」

　ノースは後こう悔かいしていた。

　……俺は本当にケイのことを考えていたのだろうか？

　無責任なことはしたくない。というのはただの口実で、俺は自分の責任から逃にげたかっただけじゃないのか？

　本当にケイのことを考えるなら、俺はすべての責任を果たしたうえで、そして、ここに帰ってくるためにできる限りのことをするべきなんじゃないのか？

　ノースは微笑んで、そしてケイの手に触ふれた。

　ケイがびくっとしたのがわかったが、ノースはそれにかまわずにケイの手を握り締めた。

「俺はお前と一いつ緒しよに同じ時間を生きていきたい……お前と結婚したい……でも、時間がないんだ。俺は明日の朝、この星を出なけりゃいけない」

「明日の朝！」

「ずっと前から言わなくちゃいけないと思っていたんだ。でも、言い出せなかった。ごめん」

　ケイは微笑んだまま小さく首を振ふった。

「いいの、書類がなくたって、神父さんの祝福の言葉がなくたって……わたしたちは夫ふう婦ふよ」

　ノースがうなずいたそのとき、後ろの席から声がした。

「神父なら、ここにおります」

　驚く二人の前に、見るからに品の良い白はく髪はつの老人が立った。

「司教さま！」

　お付きの者らしい若者があわてて立ち上がったのを制して、その老人は微笑を浮かべて言った。

「私はローデス教の神父です。ローデスが帝てい国こくにとって敵であることは存じております。あなたがたがローデス教の経典を前に誓ちかいの言葉を述べるなどもってのほかだとおっしゃるのなら、私は非礼をお詫わびして、ここから退散いたします。しかし、もし、私のようなものでよろしければ、ここで婚こん姻いんの儀ぎを執とり行いたいと思います。いかがでしょうか？」

　ノースとケイは顔を見合わせた。

「ケイ、君のところは何教なの？」

　ケイは小さく首を振って答えた。

「よくわからないの。お葬そう式しきはルサナ教のやりかただけど、お姉さんの結婚式はウィノ教の教会で挙げたわ……ノースは？」

「うちは、基本的にウィノ教なんだけど……」

　そう答えたあとで、ノースは、ローデス教の神父だと名乗った老人に向かって訊きいた。

「ローデス教でも、結婚は愛するもの同士によって成立するわけですか？」

　老人は微笑を浮かべたままうなずいた。

「結婚とは本来そういうものです。ローデスの教えでは、人は不完全なもので、男も女も、本来一つの翼つばさしか持っていないのだと教えております。愛すべき相手、良き片羽を見つけ、二人が一つになって、初めて両りよう翼よくが完成し、世に羽ばたくことができるのだと教えております」

　ノースはうなずいた。

「そうですか、誓う神は違ちがっても、その教えるところは同じなのですね……ケイ、いいだろう？　この人にお願いしても」

　うなずいた後でケイは訊いた。

「あの……ローデス教でも、死が二人を分かつまで婚姻の誓いは続くのですか？」

　神父と名乗った老人は小さく首を振った。

「いいえ、ローデスの教えは死後の世界、つまり後世まで、その誓いは続きます。死してもなお夫婦の魂たましいは夫婦なのです」

　ケイは目を見開いた。

「死してもなお……ですか？」

　その答えを聞いたノースが、力強く言った。

「お願いします！　俺たちに誓いの言葉を言わせてください！」

　ノースはケイに向き直った。

「ケイ！　俺たちは夫婦になる！　今日、ここで俺たちは結婚するんだ。そして……もし、俺が死んでも……お前が死んでも……俺たちは夫婦だ」

「ノース！」

　ケイが抱だきついた。




　レストランの駐ちゆう車しや場じようから出た小型の自家用車の車内で、付き人らしい若者が訊いた。

「よろしいのですか？　オーバーフロア司教閣下、あのような場所でローデス教の神父だと名乗って……」

「なに、かまわんよ。私は神の僕しもべだ、神の名において何かが行われようとしているのなら、私はどこにでも行くよ。たとえそれがローデスの神でなくともな。宗教とは人を幸せにし、人をより良い存在にするために存在するのだよ。信ずる神が違うという理由で人を殺し人を傷つける行こう為いは宗教でもなんでもないのだ」

「そのお考えが……司教様がローデスから神の敵として追われることになった理由なのですね」

「このように考える私は、宗教者としては間違いなく異い端たん者なのだろう。だが、真に神が存在し、私たちを創つくりたもうたのなら、神が我々に与あたえたのは可能性なのだよ……心配かけてすまんな、マックス」

　マックス、と呼ばれた若い男は、ちょっとびっくりしたような顔をしたあとで、ちょっと赤い顔をして小さく首を振った。

「あ、いえ」

　車は、ゆっくりと夜の街を走っていた。

　窓の外に広がる夜の街を見て、オーバーフロア司教はつぶやいた。

「本当に……彼には驚かされるな。いままで、帝国に彼のように慕したわれ、親しまれ、そして信じられた人間がいただろうか？」

「マイド閣下のことですか？」

「ああ、そうじゃよ。さっきの光景を見たじゃろう？　あの青年がアウトニア出身で、そしてこれからネオ・アウトニアに行くのだと知ったとき、レストランにいた客のほとんどが、彼に駆かけ寄って彼を激げき励れいした。ここは帝国で、しかも帝国経済の中ちゆう枢すうだというのにな……」

「帝国が……壊こわれ始めているということですか？」

　司教は首を振った。

「そんなに簡単に壊れやせんよ、帝国もローデスもな。ただ、人が動いたとき、間違がいなく世の天てん秤びんは動くじゃろう……私に言えることはそれだけじゃよ」

　司教を乗せた車は、メインストリートに面した一等地にある巨きよ大だいな証券会社のビルの前を通り過ぎた。

　そのとき、そのビルの壁へき面めんに取り付けられていた電光ニュースの文字盤ばんの内容が変わった。

　さっきまで、帝てい国こく中央取引市場の平均株価を告げていたその文字盤は、ネオ・アウトニア星域において、帝国第三軍とアウトニア軍が戦せん闘とうを開始したことを告げはじめた。







　あとがき







　お久しぶりです、埼玉県北部に棲せい息そくする「雑家」という生き物の一種、鷹たか見み一かず幸ゆきです。

　早いもので『でたまか』も、あっという間に六巻になってしまいました。『天下大乱篇』いかがでしたでしょうか？

　どうやら私の脳ミソは「三部作」しか書けないような精神構造になっているらしく、完結したシリーズはすべて、電でん撃げき文庫の『時空のクロス・ロード』も歴史群像新書の『大日本帝国第七艦かん隊たい』も全部三部作で完結しております。

　ですからこの『でたまか天下大乱篇』は一応の完結篇になるはずなんですけど、残念と言うか何と言うか完結しておりません。

　これは『天地鳴動篇』という一種のインターバルが入ったためでしょう。ストーリィの流れから見れば『英えい雄ゆう待望篇』からそのまま、この『天下大乱篇』に進んでも、違い和わ感かんがないつくりになっています。

　実を言うと、英雄待望篇を書き終った後で、この『天下大乱篇』と同じ内容を書き始めていたのですが、マイドの帰き還かんや、エデッサの一年議会や、コットンの再登場という、どうしても落とせないエピソードが山盛りになってしまったために、それを『天地鳴動篇』として分ぶん離りさせざるを得なかったわけです。

　ですから、この次に出る『でたまか驚きよう天てん動どう地ち篇』が実質的な、でたまか第二部の完結篇となります。

　さて、ここから先は例によって読み終った人に向けてのメッセージです。




　えーと「牛ぎゆう丼どん」は、やっぱり不ふ滅めつです（笑）。

　読み終って、部屋の片かた隅すみで背中を丸めて牛丼を食ってるマイドの姿を思おもい浮うかべていただけたなら、作者として思い残すことはありません。

　豪ごう華かな仏蘭西ふらんす料理の似合う小説も必要でしょうし、そういった小説をめざすのも正しいことだと思います。でも、私はやっぱり「牛丼」やら「コロッケ」が好きで好きで仕方ありません。これからも「読みやすい、面おも白しろがらせるのがうまい、出るのがはやい」をめざしてがんばりますので、どうかよろしくお願いします。




（分不相応な連れん載さいなんてものを背負って途と方ほうにくれている）


鷹見　一幸






担当からのお知らせ♥鷹見一幸のもうひとつのシリーズ「ネオクーロン」が「ザ・スニーカー」で好評連載中。こっちもよろしく！




※告知は二〇〇五年一月時点のものです。
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